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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　旅路





〝サトゥーです。コンピューターゲームのＲＰＧなんかだと馬車で移動できるようになるのが、一つの節目だったような気がします。自動車に比べると乗り心地は悪いですけどね。〟






　ガラガラ、ゴトゴトと音を立てて馬車が街道を走る。

「う～」

「にゃ～」

　時折街道近くの茂みから兎うさぎやネズミなどの小動物が顔を見せるたびに、ポチとタマが馬車から飛び出さんばかりに反応する。その都度、後ろに控えたリザが二人の腰帯を引っ張り上げる。

　馬車は婦人用自転車ママチヤリ程度の速さだが、落ちて車輪に巻き込まれでもしたら大変だ。

「ポチ、タマ、乗り出すと落ちるから、背中は御者台の背もたれにくっつけておくんだよ」

「はいなのです」

「あい～」

　御者台の左右に陣取った二人から、いい返事が返ってくる。

　だけど、大人しく座っているのも次に何かを見つけるまでの事だろう。

　やや風が冷たいが、よく晴れていて日差しが暖かいので気持ちがいい。

　ファンタジー世界なので、ＲＰＧばりに魔物に遭遇エンカウントするかと思ったのだが、現実は平和なモノだ。

　これもゼナさん達、領軍の巡回隊が頑張っているお陰だろう。

　ただ、マップを見てみると街道沿いから離れた場所には魔物が潜んでいるようだ。さすがに、そこまで排除するのは無理だったらしい。

　セーリュー市を出てしばらくは森というよりは幾つかに分かれた林の集合だったが、それも一時間前に抜け、今は起伏に富んだ丘陵地帯が続いている。

　左手にはミーアが「不死の王ノーライフキング」ゼンに捕まっていた「トラザユーヤの揺り篭クレイドル」へと続く山々が遠方に並ぶ。

　山やま裾すそまでの間には、時折林のような木立や潅かん木ぼくの集まりが雑草の海の間から顔を覗のぞかせていた。

　丘陵地帯に出るまでは他にも荷馬車や徒歩の旅人の姿を見かけたのだが、西街道との分岐点で殆ほとんどの流れがそちらに向かってしまった。

　西街道の先にはセーリュー伯爵領の鉱山都市があり、その先には二つほどの伯爵領を経て交易の盛んな侯爵領へと続くそうなので、商人たちはそちらに向かうらしい。

　マップを見る限りではオレ達のいる南街道にもポツポツと荷馬車が走っているようだが、目視できる範囲には一台もいない。

　南にも伯爵領や男爵領があるが、治安が良くないので商人達が敬遠しているらしい。

　運河の夜景が綺き麗れいな事で有名なオーユゴック公爵領まで行けば治安が良いそうだが、向こうは物価が安い上に地元の商人達ががっちりと既得権益を守っているので旨うま味みが少ない──と、この話を教えてくれた商人が言っていた。

　マップで見る限り西街道沿いの方が村の数が多いので、それも関係があるのかもしれない。

「にく～？」

「羊さんなのです！」

　タマとポチの視線の先を追うと、遠くの丘で羊飼いがたくさんの羊を連れているのが目に入る。

　二人が丘の向こうに大きく手を振るが、向こうからは見えていないようでリアクションはなかった。

　牧羊犬らしき小さな影が、群れからはぐれようとする羊を上う手まく御している。

　犬人ではなく普通の犬のようだ。市内では犬や猫を見かけなかったが、異世界でもちゃんと飼われているらしい。




　そんな景色を楽しみつつ、ほぼ真まっ直すぐだった街道が丘に沿って大きく湾曲している所までやってきた。

　ガコン、ガコココンと轍わだちを乗り越えて馬車が揺れる。後ろからミーアやルルの小さな悲鳴とアリサの悪態が聞こえてきたが、そのまま風に流して聞こえなかったことにする。

　街道は石畳やアスファルトで舗装されているわけでもなく土が剝むき出だしなので、道なりに進むと馬車の轍ができる。ただ、馬車によって軌道が違うので轍が幾本にもバラける場所ができるのだ。

　馬車の進路は馬が勝手に道なりに進めてくれるのだが、そういう轍を上手く避よけるには御者が微調整する必要がある。

　スキルのサポートがあるとは言え、それらを全て器用に避けるには実地の経験がまだまだ足りない。

　心の中でそんな言い訳をしていると、アリサがポチの頭の上に乗っかかるように後ろから顔を出した。

「もうちょっと丁寧に運転してよ～」

「新米御者に無理言うな」

　オレはアリサの抗議を適当に流す。ポチはアリサに頭の上に乗られて困り顔だ。

「アリサ、重いのです」

「ごめん、ごめん、丁度乗せ易やすい位置にあったもんだから、つい」

　アリサが謝りながらポチの頭の上から退いて、オレの肩にしな垂れかかって来た。妙齢の女性にされたらドキドキしそうだが、幼いアリサがしても甘えているようにしか見えない。

　そこに、きゅるるぅ～、と可愛かわいい主張が飛び込んできた。恐らく「聞き耳」スキルのあるオレの耳にしか届いていないだろう。

　この音はルルに違いない。美少女は腹の虫まで可愛い声で鳴くらしい。

　マップでお昼休憩に良さそうな場所を調べる。

「そろそろ、お昼時だね。この先の丘の上に風除よけにできそうな巨石が並んでいるから、そこで食べよう」

　オレの提案は満場一致の喜びの声で承認された。




　雑草で埋まった小道を上り、巨石の近くの日向ひなたに馬車を止める。

「よし、到着。みんな、馬の世話とお昼の準備の開始だ」

　オレはそう告げると、馬車から降りて馬車止めを下ろして固定する。車で言うサイドブレーキのような物だ。

　到着前に役割分担を伝えてあるので、一々指示しなくても各々が自分の役割を果たすべく行動を始める。

　ピョンと音がしそうな軽快さで馬車から降りたポチとタマが、御者台の下にある収納庫から馬の手入れ道具を取り出す。

　人目のある街道で着ていた外がい套とうは馬車の中に置いてきたのか、今は白いシャツとカボチャのように膨らんだお揃そろいのショートパンツを穿はいている。ちなみにタマがピンク色でポチが黄色だ。

「蹄ひづめのお手入れなのです」

「掘り堀り～？」

「二人とも、馬に踏まれたりしないように注意するんだよ」

「はい、なのです」

「らじゃ～？」

　馬ば蹄ていの裏掘りをする二人に注意すると元気な声が返ってきた。馬達がぶるんと「そんなヘマはしねぇよ」とばかりに心外そうに鼻息を鳴らす。

「では、私とナナは竈かまどにできそうな石を探して参ります」

「ああ、頼むよ」

　茶色い革鎧よろい姿のリザがそう一言断って巨石の近くに転がる石を拾いに向かう。

「マスター、行ってくるぞと勇ましく報告します」

　続いてナナが御者台から降りてきた。

　長い金髪をリボンで緩くポニーテールに纏まとめている。彼女が着ている緋ひ色いろのワンピースは肩の部分が膨らんだ、現代日本では見かけないデザインで、その上に着けたえんじ色のベストが内側から豊かな双丘に押されてはち切れそうだった。

　もちろん、馬車から降りた瞬間の〝揺れ〟は脳内レコーダーに記録済みだ。

　石集めでせっかくのワンピースが汚れそうだったので、馬車の陰でこっそりストレージから取り出したエプロンをナナに渡しておく。

　気配を感じて振り向くと、今度はルルが待っていた。どうやら、声を掛けるタイミングを計っていたらしい。

「ご主人様、鞄かばんを持ってきました」

「ありがとう、ルル」

　ルルが持ってきた格納鞄ガレージ・バツグを受け取って、彼女が馬車から降りるのを補助する為ために手を差し出す。

　オレの手を摑つかむ時に躊ちゆう躇ちよしない程度には慣れてくれたようだが、毎回赤面されるとこちらの方が気恥ずかしさを覚える。

　絹糸のように細く滑らかな黒髪を揺らしてルルが地面に降りる。フワリと空気を孕はらんだスカートから一瞬だけルルの白い足が見えた。

　ルルには街中で着ていた白いワンピースの方が似合っていたが、旅の間の服装はクリーム色のシャツと濃い紺色のスカートだ。たぶん、白だと汚れが目立つからだろう。

　次にトタトタと軽やかな足取りで御者台の方にやって来たのはアリサだ。

「ご主人様、わたしも降りるのを手伝ってぇ～」

　えんじ色の上着とピンク色のふわふわの上下という旅装とは思えないアリサが、妙に甘えた声で手を差し出してきた。

　アリサの紫色の髪が風に揺れる。人目を避ける為の外套や金色の鬘かつらを馬車に置いて来たようだ。

　大した手間でもないのでアリサの腰を摑んで降ろそうと手を伸ばす。

　──不意に嫌な予感がして首を横に傾ける。

　さっきまでオレの唇のあった場所に、タコのように口を尖とがらせたアリサの顔があった。危ない危ない。

「ナチュラルにセクハラをしようとするな」

「ああん、誓い通りにご奉仕しようとしただけなのにっ！　ご主人様の、い・け・ず」

「やかましい」

　アリサが星でも飛びそうな稚気に溢あふれる返事をして来たので、軽くデコピンを入れて反省を促しておく。大げさに草の上を転がって痛がるアリサが反省しているのかは微妙だ。

　あの契約の文言のお陰でセクハラを完全に防げないので、「契約コントラクト」に頼らない躾しつけが必要なのが面倒だ。

　せめてアリサが二十歳くらいまで成長してくれていたら大歓迎……は無いな。少なくとも拒否はしないんだが、小学校高学年くらいのアリサが相手ではとてもその気になれない。

　もっとも、内面からは昭和っぽい香りを感じる。本人が言いたくなさそうだったので転生前が何歳だったのか聞いていない。

「サトゥー」

　最後にエルフのミーアが明るい笑顔で声を掛けて来た。

　ツインテールに結った淡い青緑色の髪の陰から尖った耳が覗く。空のような色の衣装はアリサと色違いのお揃いだ。

　今の健康な顔色からは、ゼンから助け出した頃の衰弱状態のような弱々しさは見られない。

　これならミーアの故郷までの長旅にも、問題なく耐えられるだろう。

「ミーアも降ろして欲しいのかい？」

「ん」

　両手を広げた〝準備万端〟のポーズで、ミーアが嬉うれしそうに首肯する。

　オレはミーアの華きや奢しやな腰を摑んで丁寧に降ろしてやる。アリサのようにセクハラをしてこないので安心だ。

「ありがと」

「どういたしまして」

　はにかむように微笑ほほえみながらミーアが礼を言って、巨石の方へトテトテと歩いて行った。

　オレは格納鞄から桶おけと水の入った小こ樽だるを取り出して馬に水を飲ませる。

　ちなみに、格納鞄の事は旅に出発した時に「沢山物が入る魔法の袋」と大雑把な説明をしてある。一応、盗難防止の為に内緒にするよう皆に言い含めておいた。

「任務完了なのです」

「終わった～？」

「二人共、ご苦労様」

　ポチとタマが作業の終了を報告してきたので、二人の頭を撫なでて労ねぎらってやる。

　そこに馬車の足回りを点検していたルルが戻って来た。

「ご主人様、車輪と車軸の方は問題ありません。ちょっとだけ草が絡んでいたので、掃除しておきました」

「ああ、ありがとう、ルル」

　さて、点検も終わったし馬に給餌──の前に、もう少し馬たちを楽な状態にしてやろうか。

「ルル、馬具を外すから手伝って」

「はい、わかりました」

　ルルに手伝って貰もらって馬達を軛くびきから放して轡くつわからのびる手綱を馬車に括くくる。

　馬帯で固定していたあたりを確認してみたが、特に馬体に擦過傷とかは出来ていないので大丈夫のようだ。

「ご主人様、何か手伝う事ある？」

　服装の乱れを直しながらアリサが尋ねて来た。制裁の痕が赤く額に残っている。今度からは、もう少し優しくデコピンをする事にしよう。

「ああ、馬に塩と果物を与えてくれ」

　オレは格納鞄から馬の給仕桶と餌が入った袋を出しながら、アリサに果物を二個と塩の入った小袋を手渡す。

　この果物は頑張った馬達へのご褒美だ。長距離の馬車馬は塩分補給を忘れるなと、オレとルルがレクチャーを受けたベテラン御者が言っていた。

「おっけー。ミーア手伝って」

「ん」

　アリサが元気な声でミーアを呼ぶ。巨石を眺めていたミーアがコクリと頷うなずいて、アリサと一緒に世話を始める。

「ポチちゃん、タマちゃん、危ないわよ？」

「大丈夫なのです」

「だいじょび～？」

　ルルの心配そうな声に振り向くと、ポチに肩車してもらったタマが馬の背中を専用のタオルで拭いてやっている。一見危なそうだが、土台役のポチの足腰が安定しているから大丈夫だろう。

　材料を見繕って脚立でも作ってやるかな？

　そんな事を考えながら、オレは給仕桶に馬達のお昼ゴハンを用意する。雑穀と藁わらを混ぜた食事だ。粗食だが馬車馬の食事としては上等の部類だ。

　アリサとミーアから貰った果物を早々に完食した馬達が、給仕桶に首を突っ込んでモシャモシャと旺盛な食欲を見せる。

「モシャモシャなのです」

「おいし～？」

　馬の給餌桶の前にちょこんと座り込んだポチとタマが馬の食事を指を咥くわえて見ている。二人の熱心な視線を受けて馬達が居心地悪そうだ。

　馬達の精神衛生の為に、ポチとタマの二人に敷物の上に置く重石を集めに行かせる。用事を言いつけられたのに二人とも嬉しそうに返事をして元気に駆けて行った。

「ねぇ、ご主人様。厚手の布を使いたいんだけど、いいかしら？」

「いいよ。エプロンでも作るのか？」

「藁わら束たばのクッションを改良したいのよ」

　馬の涎よだれで汚れた手を水みず桶おけで洗っていたアリサが、ハンカチで手を拭きながらそんなお願いをしてきた。

　藁束のクッションとは馬車の振動からお尻を守る為に急造した簡易クッションの事だ。ボリュームたっぷりの藁束を複数個束ねた後に巻き寿司のように布を巻いてある。

　店舗で既製品のクッションを買おうとしたのだが、セーリュー市では受注生産しかしておらず、日数がかかり過ぎるので自分達で工夫した。

「やっぱり藁で作ったクッションじゃイマイチだったのか？」

「違うわよ。クッション性能自体は十分だったんだけど、さっき揺れたくらいから藁が飛び出してお尻がチクチクと痛いのよ」

　オレの問いにアリサが首を横に振って答える。

　なるほど、耐久性が足りなかったのか。

「なら、昼食ができるまでの間に、皆でクッションの修理をしようか」

　オレはリザに渡すための薪まき束と料理道具や食材の入った大袋を格納鞄から取り出して、鞄はアリサに預ける。藁束のクッションは嵩かさ張ばるので子供達が運ぶのに必要だろう。

　オレは手持ち無沙汰のルルと一緒に、リザ達の所に食材と道具を運んで行く。




　馬車から少し離れたむき出しの土の上には、オレが想像していたよりもしっかりとした石の竈が出来上がっていた。オレは竈の前で出来を確認していたリザとナナに声を掛ける。

「思ったよりも立派な竈だね」

「はい、この人数のシチューを作るにはこのくらい必要なのです」

　オレと一緒に来たルルがリザに調理道具を手渡す。

「リザさん、もう薪を準備して良いですか？」

「ええ、お願いします」

　竈に薪を並べ始めたルルの横で、リザが調理道具の確認をする。

「マスター、作業の完遂を報告します」

「うん、よく頑張ったね」

　どこか誇らしげなナナの報告に、労いの言葉を掛ける。

「ご主人様、もう火を付けても良いですか？」

　石の即製竈に薪を並べ終わったルルが、火打石を片手に確認してきた。

「待って、ルル。こっちを使いなよ」

　火打石で火を付けるのはなかなか大変なので、一緒に持ってきた点火魔具テインダー・ロツドをルルに渡す。

「あ、あの魔法道具マジツクアイテムなんて使った事がないです。どう使うんですか？」

「その突起を押せば先端から火が出るよ」

　点火魔具を渡されてオロオロするルルに使い方をレクチャーする。

「わぁ、凄すごい。こんなに簡単に火が付くなんて魔法みたいですね」

「魔法の道具だからね」

　スイッチ一つで火が付く点火魔具の便利さに、ルルが目を丸くして驚く。

　下町で母方の叔母の家に預けられていた頃は火打石しか無く、お城でアリサの侍女をしていた時は厨ちゆう房ぼうに立ち入る事ができなかったので、ルルは点火用の魔法道具に触れるのは初めてだそうだ。

「ルルとナナは料理をした事があるかい？」

「火の番や野菜の皮むきなんかはした事がありますが、ちゃんとした料理はありません」

「料理当番は№３が独占していたので実地経験はありません。料理の基本動作シーケンスは学習済みですが、料理レシピのライブラリーが未登録です。インストールを希望します」

　料理を作れるのはリザだけのようだが、二人ともお手伝いくらいならできそうだ。

　ナナの言葉は変だが言いたい事は伝わってきた。ホムンクルスはスマホにアプリをインストールするように、簡単に知識を詰め込めるのだろうか？

　少し気になるが、それよりも皆の空腹を満たす事を優先しよう。

「なら、二人にはリザの手伝いを任命する。リザの言う事を聞いておいしい料理を作って欲しい」

「はい、頑張ります」

「イエス、マスター」

　ナナの奇矯な喋しやべり方に影響を受けてオレまで変な言い方になってしまった。

「リザ、後は宜よろしくね」

「はい、承りました」

　リザと大まかなメニューを相談して調理場の采さい配はいを任せる。




　調理場と馬車の中間地点で、アリサとミーアが格納鞄ガレージ・バツグから取り出した敷物を広げるのに四苦八苦していたので、手伝いに向かう。

　そこにポチとタマが重石を拾って戻って来たので、広げた敷物の四隅に置かせて休憩場所が完成した。

　アリサが敷物の上に藁束のクッションを積み上げる。

「じゃ、ポチとタマは藁束から布を外して。ここの紐ひもを解ほどいたら取れるから」

「はいなのです」

「あいあい～」

「ミーアは解けた藁束の中から折れて突き出た藁があったら抜いておいて」

「ん」

　アリサが年少組に役割を割り振って作業を指示する。

　オレはアリサの横に裁縫セットと何種類かの布束、それから山羊やぎのなめし革を取り出して置いた。

「あら？　なめし革なんて何に使うの？」

「これをお尻の当たる部分に使ったら藁が飛び出さないだろう？」

「うん、確かに大丈夫だと思うけど、山羊のなめし革なんて高い物使っていいの？」

　アリサが小首を傾かしげながら尋ねてくる。

「ああ、節約したせいで、皆のお尻が傷だらけになったら嫌だからね」

「そうよね。触り心地が悪くなるもんね！」

　満面の笑みでアリサが頷くが、その予定は無い。お尻スキー属性は無いので、遠慮しておく。

「なめし革が使えるなら厚手の布は使わなくていいわね。ご主人様、このくらいの大きさにカットしてくれない？　わたしの小さな手じゃ革用の大きな鋏はさみが上う手まく使えないのよ」

「ああ、任せろ」

　アリサの指定したサイズになめし革をカットして手渡す。

　大きな革用の針に四苦八苦しながら、アリサがその革をポチとタマが剝がした布に縫い付けていく。

　よし、ここは頼れるご主人様が「裁縫」スキルと「革細工」スキルの力を見せて助けてあげよう。

　オレも針に糸を通し、布と革を重ねてスイスイと縫い付けていく。ミシンも顔負けの正確さと速さだ。

「す、凄い。何よ、そのデタラメな運針の速さは……」

「ご主人様、凄いのです」

「凄く凄い～？」

　ふふふ、皆の称賛が心地良い。縫い終わって針を引いて縫い目を整えようと──。

「──あれ？」

「むぅ？」

　なぜか、糸が抜けて革と布がバラバラになってしまった。

　横で見ていたミーアと一緒に困惑を共有する。

「なぜだ？」

「……なぜだ？　じゃ、な～い！」

　アリサが空に向かって絶叫する。

　一通り叫び終わったアリサが呼吸を整えて、オレのミスを指摘してくれた。

「もう、玉結び忘れてどうするのよ」

　玉結び──教科書で見た記憶が微かすかにある。そういえば、大昔に家庭科で女子がそんな事を習っていた。

　オレはアリサ先生に裁縫の基本的な知識を教えて貰う。

　やはり、スキルがあっても知識がないと上手く活用するのは難しいようだ。現実は厳しい。

　オレは今度こそ皆の称賛を一身に浴びて加工を終えた。完成した革付きの布を皆で藁束に括りつけて行く。

　なお、一つ目ができた時点で加工に問題無い事をアリサにテストさせてある。

　セーリュー市で買った布の中に黄色く染めた生地があったので、アリサに教えて貰いながら掌てのひらサイズのひよこのヌイグルミを作ってみた。詰め物にはフェルト生地を丸めた物を使ってある。




[image: ]「人形作り」スキルを得た。
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　スキルが手に入ったが、ヌイグルミを作るだけなら裁縫スキルだけで問題ないので、無駄にポイントを割り振るのは止やめておく。

「肉～？」

「この鳥さんは丸々としているのです！」

　お腹なかが減っているせいか、タマとポチはヌイグルミを見て「美味おいしそう」と言いたそうな顔をしている。

「ん、かわい」

　ミーアがポンポンとヌイグルミの感触を楽しむ。

「マスター！」

　真剣な表情のナナが鍋番の仕事を放り出して駆け寄って来た。

　どうしたんだろう？

「この幼生体は保護するべきだと進言します」

　両手で持ったヌイグルミを見つめながら、ナナが懇願する。

「気に入ったのかい？」

「はい」

　ナナが無表情のままでコクリと頷うなずく。

「ふわふわで丸くて、そう、可愛かわいいのです」

　ひよこのヌイグルミに頰擦りする。表情は変わらないのに凄く幸せそうだ。

　そういえば、ナナって〇歳児だっけ。

「最初の一個はナナにあげるよ」

「むぅ」

「ミーアの分もちゃんと作ってあげるから怒らないで」

　ヌイグルミを横取りされたミーアが膨れたので、頰を突つつきながらそう言って宥なだめた。

　ミーアには白い布で兎うさぎのヌイグルミを、ポチにはタマを模したヌイグルミを、タマにはポチを模したヌイグルミを作ってプレゼントした。

「ちっちゃいタマなのです」

「こっちはちっちゃなポチ～？」

　ポチとタマがニパッと笑顔でお互いのヌイグルミを見せ合っている。

「うさぎ」

「うん、兎さんだね」

　ミーアが受け取った兎を嬉うれしそうに抱きしめる。

　アリサや遠くで調理をしていたルルやリザも興味深そうな顔をしていたので、近日中に全員分を作る羽目になりそうだ。




　そうこうしているうちに、そろそろお昼御飯が出来上がりそうな気配が漂ってきた。

　オレはヌイグルミ作りの道具を片付けると、年少組と一緒に敷物の上に食器を並べて準備を整える。

「まだかな～？」

「きっと、もう少しなのです」

　タマとポチは料理の盛りつけに取りかかっているリザ達の後ろ姿を熱い視線で見守っていた。二人とも待ちきれないのか体をリズミカルに左右に揺すっている。もちろん、尻しつ尾ぽもパタパタと忙しい。

「ん、いい匂い」

「くぅ、お腹が背中とくっ付きそう」

　ミーアとアリサも鍋から漂ってくる美味しそうな香りの虜とりこらしい。

　どうやら、空腹なのはポチとタマだけじゃないみたいだ。

「皆、ご飯ができましたよ」

「お手伝い～？」

「ポチが運ぶのです」

　ルルの呼びかけに、零こぼれる涎よだれを腕で拭ぬぐったタマとポチが駆けていく。

　二人がリザの持ち上げた大きな鍋を運ぼうとするが、ポチやタマには大きすぎて運べないのでリザがそのままテーブルまで運ぶ。

　リザの横顔を見上げながら、わくわく顔のポチとタマが追従する。

　年長組による配膳が終わり、アリサが広めた「いただきます」の合図で食事が始まった。

　意外な事にミーアも「いただきます」の挨拶を知っていた。ミーアが生まれる前にエルフの里に住み着いた勇者が伝えたらしい。ミーアが生まれる前なら百年以上前の話か。

　今日のお昼は門前宿で作ってもらったキッシュと漬物、それからリザ達が作っていたシチューだ。豆に芋、玉たま葱ねぎ、それから干し肉が入っている。

　少々、芋が歪いびつな形をしているのはルルとナナの練習の跡だろう。

　さらさらとしたシチューを一口食べる。強烈な塩味に続いて芋と干し肉の旨うま味みが舌を刺激する。少し遅れて玉葱のほんのりとした甘みが塩辛さを和らげてくれた。

　具の中にあるソラ豆のような大きな豆は、食感も味も枝豆のように柔らかく美味しい。いつか、この豆を茹ゆでてよく冷えたビールのツマミにしたい。

　門前宿のような熟練の技にくらべると、荒削りな男の料理といった豪快な味付けだが、充分過ぎるくらい美う味まい。

「美味しいよ、リザ。それにルルとナナもよく頑張ったね」

「恐縮です」

　オレの誉ほめ言葉に、お澄まし顔でリザが答える。だが、内心では誉められて嬉しいのか、それとも恥ずかしいのか、リザの尻尾がピタピタと敷物を叩たたく。まったく、尻尾は正直だ。

　ナナはヌイグルミ片手に無表情で頷いただけだが、ルルは照れくさそうにしている。

「リザの料理はいつだって美味しいのです！」

「リザ、さいこ～？」

　ポチとタマがスプーンを握り締めてリザを誉める。

「ん、おいし」

「ちょっとしょっぱいけど、美味しい」

　ミーアとアリサも満足そうだ。

「マスター、麦粥がゆも美味しいと報告します」

　一人だけメニューの違うナナが無表情のまま報告してきた。

　もちろん、イジメや虐待ではない。

　ナナ達ホムンクルスは生後半年ほどは胃腸が弱いので、流動食を食べるか魔力の直接供給を受ける必要があるらしいのだ。

　ホムンクルスの基礎設計をしたトラザユーヤ氏の資料にも書いてあったので間違いないだろう。

　ゼンの配下として「揺ゆり篭かご」にいた頃は調整槽という専用の施設に入って魔力や栄養を補給していたそうだ。

　ナナは既に生後半年を経過しているのだが、そういう事情もあってしばらくは流動食を食べさせて様子を見ている。問題ないようなら少しずつ固形物を増やしていく予定だ。

「魔力操作」スキルや術理魔法が使えれば直接魔力を供給できるそうだが、どちらの手段も使えるメンバーがいないし、一緒に食事ができるようになった方が良いからね。

「ナナはそれで足りるかい？」

「マスター、問題ありませんと肯定します」

　ナナに不服はなさそうだが、後で口直しに果実水をプレゼントしよう。

　皆、満足そうに食べているが一人だけ様子がおかしい。

　ミーアは肉が嫌いなのか、野菜シチューの中に入っている干し肉の欠片かけらを小皿に避よけている。

「ミーア、好き嫌いせずにちゃんと食べなさい」

「エルフ」

　だから、それじゃ判わからないってば。

　オレの内心を感じ取ったのか、ミーアが「肉」と呟つぶやいて顔の前に指で小さくバッテンを作った。

「へ～、エルフは肉を食べないんだ。やっぱ、妖精族ってそうじゃないとね！」

　アリサが嬉しそうに感想を言う。確かにエルフっぽいが、ミーアはアリサの言い回しが理解できないのか首を傾かしげている。

　そうだ、せっかくリアルエルフがいるんだし、長年思っていた疑問を聞いてみよう。

「ミーア、エルフが肉を食べないなら、弓は何の為ために持っているんだい？」

「魔物」

　これは判る。魔物狩りとか防衛用に使うって事か。

　獣娘達も強くなるまでは接近戦とかさせたくなくて、投石で遠くから攻撃させてたもんね。エルフ達も子供達は遠くから弓とか魔法で戦わせるんだろう。

　少し思考が逸それたが、肉が食べられないのが種族的な文化なら尊重するべきだろう。

「好き嫌いじゃないなら仕方ないね」

　何かを見つけたのかミーアがオレから目を逸らす。視線の先を追ってみたが、草が風に揺れているだけだった。

　それはともかく、配膳を担当した人はミーアの食事に肉を入れないよう伝えておく。

　肉のダシが染みた野菜シチューは平気みたいだし、アレルギーの人みたいに料理を作る段階から分けなくても大丈夫そうだ。

　なお、ミーアが小皿に避けた小さな肉はポチとタマが半分ずつ分け合って食べていた。

　さて、シチューだけでなく門前宿で用意してもらった弁当も食べよう。

　ストレージに入れてあったキッシュはほんのりと温かい。外気温から考えたらありえない温かさだ。ストレージは保温性能が良いみたいだ。

　旅の間にストレージの性能テストでもしてみるか。シチューとかを温かいまま運搬できるなら、食事の用意が楽になりそうだ。

　オレはそんな事を考えながらキッシュをフォークで一口サイズにして口に放り込む。門前宿の料理は相変わらず絶品だ。

　リザ達の作ったシチューも門前宿のキッシュも美味しくて食が進む。

　皆でわいわいとお喋しやべりをしながら食べるのが最上のスパイスなのかもね。




　　　　◆




　食後に皆で皿を洗ったり後片付けを済ませ、一時間ほど休憩とした。

　未いまだにスタミナが回復しきらない馬たちの休息という理由もあるが、タマやポチを歳とし相応に遊ばせてやりたかったんだよね。

「タマ隊員！　ポチ隊員！」

「あい！」

「はいなのです！」

　いい返事だ。顔はこっちを向いているが、草叢むらの方で物音がするたびに耳がピクピク動いている。今にも草原の向こうに駆け出しそうな雰囲気だ。

「これより二人に任務を与える！　巨石周辺を探索して来る事！」

「あい！」

「なのです！」

　矢のように駆け出す二人を見送る。一応遠くに行き過ぎないように「出発の時間になったら呼ぶから、あまり遠くに行くなよ～」と釘くぎをさしておく。

　素朴な音色に振り向いて見ればミーアが草笛を吹いていた。ベテラン奏者が吹いたみたいな玄人っぽい旋律だ。

「上う手まいなミーア」

「そう？」

　自分の実力に自覚がないのか、ミーアが首を傾げる。

　もっとも、褒められて悪い気はしないらしく、とても嬉しそうだ。

「ミーア姫、私にも草笛をご教授いただきたいと嘆願します」

「姫、違う」

　ナナがゼンの下僕だった頃はミーアの事を「姫」と呼んでいたらしい。

　ミーアはナナ自身を厭いとう気持ちを持っていないようだが、「姫」という呼称には強い拒否感があるようだ。

「ですが、ミーア姫」

「ナナ、ミーアが嫌がっているから、姫って付けないであげて」

「イエス、マスター。今後、呼称をミーアに変更すると確約します」

　──素直だ。

　ナナとしても今までの延長で呼んでいただけらしい。

　草笛の練習をするナナの顔は無表情なりに真剣だ。ミーアとナナが顔を寄せ合っていると、容貌が似ているだけに仲の良い姉妹のようだ。

　そんな二人を愛でていると、後ろからアリサが声を掛けてきた。

「わたしとルルで腹ごなしに巨石の周りをぐるりと散歩に行くんだけど、ご主人様も一緒に行かない？」

「ああ、そうだな。リザも一緒に行かないか？」

「はい、お供致します」

　オレ達は四人で巨石の周りを散歩する。

　丘の中ほどでポチとタマが兎を追いかけて必死に走る姿を見かけた。今晩は野兎のグリルかな？




　散歩中にアリサが巨石の上に登ってみたいと言い出したので、オレが先に登って安全を確認する事にした。

　常人の範はん疇ちゆうで巨石の足がかりを蹴って上に登る。

「ずいぶん身軽ね」

　アリサがゼナさんみたいな感想を口にする。

　リザに下から押し上げてもらいながら、まずはアリサを巨石の上に引き上げる。

「うっは！　いい眺め～」

　歓声をあげながらアリサが早速巨石の上を探索し始めたので、「落ちないように気をつけろ」と注意をしつつ、次にルルを引き上げてやった。

　最後にリザを引き上げた所で興奮したアリサがオレを呼びに来た。

「ご主人様！　ちょっと来て、見て欲しいモノがあるの！」

「どうした、そんなに慌てて」

　とにかく付いて来て、と言うアリサの導く方へ向かう。ルルとリザの二人もアリサの唐突な行動に困惑顔だ。

　手招きするアリサの所へ向かう。

「何を見せたいんだ？」

「あれ見て」

　そう言ってアリサが指差す方を見てみる。

　そこには倒れ重なった巨石が見える。アリサは何を見せたいんだろう？

「何を見ろって？」

「もう、ちゃんと見てよ」

　なるほど。ようやくアリサが見せたいものが判った。

「これは石の鳥居か？」

「倒れてるから判りにくいけど、三つの鳥居が並んでいたのが倒れたみたいね。神社でもあったのかしら」

　なんだろう？　この石鳥居に見覚えがある気がする。




　──何だ？




　鳥居を見ていると視界が揺れた。




　──イチロー君、忘れないで。私達、いつも一緒よ。




　フラッシュバックのように脳裏にイメージが浮かんだ。

　この記憶は何だ。




　──お主はどの世界でも、どの時代でも、いつもイチローじゃな。




　モノクロの記憶なのに、童女の瞳と髪だけが鮮やかな原色をしている。

　童女の顔が陰になっていてよく見えない。




　──生まれ変わりなんてあるのかな？




　そう問うたのはいつの事だ？

　彼女は何と答えた？




　──あるわよ。でもね、生まれ変わるだけじゃダメなの。




　……思い出した。後ろに見えるのは田舎の祖父じいさんの家の近くの神社だ。

　なら、変な髪の色をしたこの子は幼おさ馴なな染じみのアイツか？




　──神と人では寿命が違うわ。一緒にいるためには神格を得ないといけないのよ。




　巫女みこ衣装を着た少女が神楽を舞う。

　違う、カグラ舞いだ。人に恋をした祭神に捧ささげる舞いだ。




　──あなたなら……、きっと……。




　顔の見えない娘がオレの頰に小さな手を伸ばして──。




「ちょっと、ご主人様ってば！」

　気が付いたら、アリサの顔が目の前にあった。

「あれ？　アリサ？」

「もう、こんな所で居眠りして落ちたらどうするのよ！」

　アリサに詫わびを入れて、周囲を見回す。

　さっきのは何だったんだろう？

　ログを確認してみたが、何者かの精神攻撃を受けたわけではなさそうだ。

　心を落ち着けてから記憶を整理してみたが、田舎に帰った時に遊び場にしていた鳥居は普通に赤かったはずだ。

　フラッシュバックの時に見た幼馴染は全部違う姿だった。それに髪や瞳の色がアニメキャラみたいにカラフルだった。最後の子なんて虹色をしていたくらいだ。

　そういえば学生時代に、あの神社を舞台にした同人ゲームを作ったっけ。リアルであんな不思議会話をした記憶がないから、ゲームの中のセリフだったんだろう。

　寝不足の日が続いていたから疲れが溜たまっていたのかな。

「また、何か考え込んでる」

「ごめん、ごめん。小さい頃に遊んだ神社を思い出してたんだよ」

　同人ゲームの記憶がフラッシュバックしたとは言い難くてそう答えた。

　オレは白昼夢を振り払い、石鳥居の残骸を見つめてみる。

　巨石の周りにＡＲ表示で情報が示されていく。ただの巨石文明の名残かと思っていたんだが、なかなか意外な正体だった。

　もったいぶらずにアリサに教えてやる。

「壊れた転移門トラベル・ゲートだってさ」

　ゲームなんかだとよくある、旅をショートカットするためのギミックだ。これは遥はるか昔に壊れた物らしい。

「直せるの?!」

「無理だ」

　それを聞いたアリサが凄すごい勢いで聞いてくるが、首を横に振って手短に否定しておく。

　手持ちの資料に載っていないし、原理さえ判わからない物を修理なんてできるわけがない。

　ゲームみたいに旅をショートカットできるなら魅力的だが、行き先不明な場所に飛び込むのは遠慮したい。




　　　　◆




　巨石の陰に山菜の群生地を見つけたリザが目の色を変えて摘みたがったので、散歩は途中から山菜摘みツアーに変わった。

　山菜の近くに小さな白い花が幾つも咲いていた。ＡＲ表示によると「冬咲き草」というらしい。

「ルル、ちょっとおいで」

「はい、何でしょう？」

　その白い花の一つを摘んで、ルルの髪に挿してやる。

「うん、ルルの黒髪によく似合う。可愛いよ」

「……そ、そんな。私なんかに飾られたら、花が可か哀わい相そうです」

　容姿を誉ほめられるのが苦手なのか、ルルがきょときょとと落ち着き無く周囲に視線を彷徨さまよわせながら、ネガディブな発言をする。

　そういえばルルって、この世界の基準では不細工なんだっけ。

　──こんな、傾けい国こくどころか、傾けい星せいクラスと言っても良いほどの美少女なのに。勿もつ体たい無い。

「そうだ！　きっとアリサなら似合いますよ！」

　ルルが髪から花を外そうとするのを制し、アリサとリザには別の花を挿してやった。

　皆一緒なら安心なのか、それ以後はルルも花を外そうとしなかった。心持ち幸せそうな雰囲気だったので、花を挿す事自体は嫌ではないのだろう。




　この辺りにはあまり人が来ないのか、山菜が摘み放題だった。

　とは言っても、取り尽くすと次に来た人が可哀相なので、ある程度で摘むのを止やめておく。格納鞄ガレージ・バツグを持ってくれば良かったと思いつつ、外がい套とうを篭かご代わりにして山菜を持ち帰った。

　摘んだ山菜の情報は鑑定やＡＲ表示で判るので、セーリュー市で買った「旅と食べられる植物」や「薬草辞典」の出番は無かった。

　各種山菜や香草の他にも、止血や頭痛に効く薬草が少量だが数種類見つかった。

　草笛の音色に導かれるようにナナとミーアの待つ馬車前へと戻る。

　マップの光点の位置から判断して、そろそろポチとタマも帰ってくるようなので、ルルにお茶を入れてくれるように頼む。

　オレとリザは格納鞄に山菜や薬草をしまう。

　ミーアに教わっていたナナの吹く草笛もわりと上う手まくなっていた。それに対抗意識が芽生えたのか、アリサが足元に生えていた雑草を摘んで宣言する。

「負けてられないわ！　中学時代まで近所の悪ガキ達と遊んでいたアリサちゃんの実力を見せてあげるわ！」

　プピプペと草笛を鳴らすアリサ。

　上手い事は上手いが子供の遊びレベルで、ミーアとは比べるべくも無い。ミーア達が使っているのと同じ草を摘んで、オレも草笛を吹いてみる。




[image: ]「演奏」スキルを得た。

[image: ]「楽器製作」スキルを得た。

[image: ]称号「大自然の奏者」を得た。




　今更だが、雑草の端を切って草笛を作っただけで「楽器製作」スキルが手に入るのはどうかと思う。

　草笛で一小節吹き終わった所で止めにする。

　アリサが「ぶはっ」と堪こらえきれずに笑い出した。ルルは複雑な表情だが特に感想は口にしていない。リザは賢明にも顔に出さずに耐えた。ナナはいつもの無表情だ。

「……サトゥー？」

　ミーアが信じられないモノを聞いたような顔でこちらを見ている。

　──そんな目でオレを見ないでくれ。

　スキルポイントを割り振る気はなかったが、ミーアの反応がショックだったので「演奏」スキルにポイントを割り振った。

　呪文の詠唱もリズムが大事だって言うし、役に立つかもしれないからね。決して音痴呼ばわりされたのが悔しかったからじゃない。絶対にだ！
















　ふふふっ、「演奏」スキルレベル十の威力を味わうが良い！

「うがっ。な、何この上手な人がワザと下手な振りをしているみたいな音色は！」

「マスターの音響エフェクターに異常を検知しました。調整を進言します」

　アリサとナナが酷ひどい。

「禁止」

　ミーアがオレの使っていた草笛を取り上げる。

　ちょっと音程が狂っていただけじゃないか……。どうやら、「演奏」スキルではオレの音痴が改善する事はないようだ。

「ご、ご主人様、れ、練習すればきっと上手くなりますよ！　ご主人様ならきっと出来ます！」

「ありがとう、ルルは優しいな」

　黄昏たそがれていたオレをルルがフォローしてくれる。健けな気げな良い子だ。

　ルルに心配させないように、彼女の優しい言葉に精一杯の笑顔で答えた。

「代わり」

　ミーアがつんつんとオレの肩を突つついてそう言葉を掛けて来た。何が言いたいのかよくわからない。

　それをアリサが通訳してくれた。

「良かったわね、ご主人様。音楽が欲しいときはミーアが代わりに演奏してくれるって」

「ん」

　アリサの通訳が正しいとミーアが満足そうな顔で首肯する。

　ミーアはもう少し喋しやべる単語を増やして欲しい。

「ありがとう、ミーア」

　ついでに的確に通訳してくれたアリサにも礼を言っておいた。




「獲物～、なのです！」

　そんな風にまったりしていると、丘の向こうからポチが帰ってきた。

　ポチが誇らしそうに兎うさぎを両手で掲げている。兎にしては耳が短い。ＡＲ表示では、そのまま「短耳兎」という名前だった。前に門前宿で食べた丸焼きの原形か。

　ポチは頭から足まで草と土ぼこりで汚れているが、いい笑顔だ。

　受け取った兎をそのままリザにリレーする。

「小さいですから出発までには血抜きできるでしょう」

　リザが短剣を抜いてスパッと短耳兎の喉を搔かき切り、そのまま兎の後ろ足を持って血抜きを始める。

「ご主人様、せっかくの肉ですし、出発前に解体しておきたいのですが、宜よろしいですか？」

「ああ、いいとも」

　せっかくのポチの獲物だし、急ぐ旅でも無いしね。

「リザさん、私にも解体の仕方を教えてください」

「ルルは勉強熱心ですね。では、私がやり方を教えますから、ルルが解体してみてください」

「はい、リザさん」

　どうやら、兎の解体はルルがやるようだ。

　アリサがトコトコとこっちに寄って来た。血なまぐさいのが嫌なのだろう。気持ちは判る。

　解体の見物に行こうとしたポチを捕まえて、頭に付いた草や土を払ってやる。このままだと馬車の中が土つち埃ぼこりだらけになりそうだから、水で手や顔を洗ってから着替えさせる。

「髪も砂でジャリジャリだな」

「洗うのです？」

「ああ、お湯もあるし洗っておこう」

　ミーアに水魔法で生活魔法の「柔洗浄ソフト・ウオツシユ」みたいな呪文がないか尋ねたが、「無い」と返事が返ってきた。残念だ。

　無い物ねだりをしても仕方ないので普通の手段で洗う事にする。タライにお湯を入れて水でうめる。水を足しすぎて少し温ぬるくなってしまった。

　タマも汚して帰ってきそうだから、ヤカンに新しい水を入れて火に掛ける。

　ポチを洗い終わる頃に、早くも兎の血抜きが終わったのか、リザのスパルタな解体指導が行われていた。

　いつの間にかナナまで解体を見学している。肉を食べないミーアは興味なさそうだ。

　アリサはその光景を目にしたくないのか背を向けて魔法書に没頭している。

　オレは本物の犬のように体を震って水滴を飛ばそうとするポチを制して、タオルで丁寧に拭っていく。

「にく～？　とってきた～」

「さすがタマなのです！」

　オレの後ろから帰って来たタマが嬉うれしそうに報告してくる。

　タマは何を獲とって来たんだろう？　鳥かな？

「肉？」

　ミーアが首を傾かしげる。

「うはっ、何それ可愛かわいい！」

　アリサの喜色に染まった声に振り返る。

　確かに可愛い。毛並みも良いし、ペットショップで売っていそうな愛らしい外見だ。

　タマが捕まえてきたのは気絶した子犬のような生き物だった。紺色の毛並みに、頭にアホ毛のようなオレンジ色の毛が一房生えている。

「ちょ、ちょっと抱かせて」

「あい～」

　アリサが気絶した子犬を受け取る。

　ＡＲ表示では「噴進狼ロケツト・ウルフ」という名前の魔物だった。レベルは一しかない。

　同族をマップで検索したがヒットしない。領軍に親を退治されたのだろうか？

　アリサの「能力鑑定ステータス・チエツク」のスキルでも判るだろうけど、念の為、注意を促しておく。

「可愛くても魔物の子みたいだから注意しろよ」

「おっけー」

　アリサがタマに頼んで抱かせて貰もらった所で、子狼おおかみが目覚めた。

「痛っ」

　身を捩よじって暴れる子狼がアリサの拘束を解いて逃げ出す。

　タマが慌てて捕まえようと回り込むが、噴進狼はお尻からガスを噴出してタマの頭上を越えて五メートル近く向こうに跳躍した。

　ギャグマンガに登場しそうな生き物だ。

「えもの～」

　タマがダッシュで追いかけたが、子狼の必死の逃走に追いつけずにすごすごと帰ってきた。

「えもの、逃げられた」

「タマ、ごめんね。わたしがちゃんと持ってなかったせいで」

「いい」

　アリサが謝るが、タマは力なく首を横に振る。

「ご主人様、ごめんなさい。えもの……追いつけなかった」

　タマがしょんぼりとオレに謝って来た。

　慰めようとタマの頭に手を伸ばす。

　だが、タマは怒られたと思ったのか耳をペタンと伏せてしまう。

「一度獲物に逃げられたくらいの失敗で、怒ったりしないよ」

　オレはタマの頭を優しく撫なでる。

「タマが無事なら次がある。無理をして怪け我がをしない事。いいね？」

「あい」

　タマが恐る恐る目を開けて上を見上げる。

「タマ、今度はもっと大きな獲物を取ってくる」

　タマが袖で目尻に浮かんだ涙を拭ってそう宣言した。

　オレは「期待しているよ」と優しく囁ささやいてタマの頭をくしゃりと撫でた。




　　　　◆




　昼からの御者はルルの番だったのだが、リザも操車を覚えたいと言い出したのでルルを教師役に任命して指導させる。

　他の皆はミーアの草笛に合わせて歌を合唱している。ミーアが奏でる曲はアリサが鼻歌で教えたアニソンだ。マイナーなアニメだったのか歌詞に聞き覚えが無い。

　無邪気な合唱に加われるほど精神が若くないので、オレは荷台の一番後ろのあおり板に背中を預けて空を眺める。

　昼寝でもしようかと思ったが、せっかくなのでゼンの残した影魔法の魔法書を読むことにした。

　入門書と違って、いきなり呪文の羅列やゼンが追記したらしき書き込みばかりなので、なかなか読み手を選ぶ魔法書だ。といっても入門書や初級魔法の解説書は暇な時に何度も読んでいたので、何となく呪文の構文は判わかる。

　難解な流れを把握するのはプログラマーの基本スキルなので問題ない。

　オレの会社に入って来た自称ベテラン氏の書いた「下手糞なプログラムスパゲツテイーコード」に比べれば可愛いものだ。彼が炎上させたプロジェクトの火消しは実に大変だった。

　それに難読化のテクニックが使われているようだが、まだまだ性格の悪さが足りない。

　アセンブラ時代のように変数やコードが読む部分によって意味が変わってくるのは厭いやらしいやり方だが、そういうものだと割り切れば解読は簡単だ。

　以前のオレならもう少し手間取ったかも知れないが、高い知力ＩＮＴの補助があるお陰か、ページを切り替えるように情報が脳裏に浮かぶので非常に楽だった。

　最初に入門書を読んだ時は思わなかったが、理解が深まるほどに、この世界の魔法は驚くほどプログラム言語と親和性の高い事に気付いた。

　まるで、この世界の魔法を作った開祖がプログラマーだったかのようだ。

　──掌てのひらが何だか温かい。ポチかタマがオレの手を握って遊んでるのかな？

　オレは僅かに脳裏に浮かんだ雑念を振り払い呪文の解析に戻る。

　ほどなく、初級の影魔法の解析を終了し、今度は生活魔法の解析に移る。

　ポチを洗う時に欲しかった生活魔法の「柔洗浄ソフト・ウオツシユ」の呪文を水魔法で再現するのが目標だ。

　生活魔法を解析してすぐに判ったが、この魔法は異質だ。

　他の魔法と根本的に違う。前者は魔法の法則に従う限り術者が好きに改変したり新規に作成したりできるが、後者はブラックボックス化された既存の機能を呼び出すだけしかできない。せいぜい効果範囲を拡大したりする程度だ。

　これは生活魔法から水魔法に移植するのは無理だな。

　ミーアがアリサの鼻歌を耳コピしたように、オレも生活魔法の動作から必要な術式を考えて、既存の水魔法から使えそうな部分をコピペして新しい呪文を作ってみよう。

　こういった解析や研究はたまらなく好きだ。オレは徐々に思考の深みに埋没していく。

　このまま何時間でも──。

　──ん？　手に何か柔らかな弾力を感じる。

　全画面表示していたメニューを閉じて前を見ると、アリサがナナの豊かな胸にオレの手を押し付けていた。

　──おおっ。

　指がめり込む。そのまま本能のままに数度、ナナの胸を優しく揉もみしだく。

　ミーアとアリサがオレの手をパラダイスから引き剝がした。

「破は廉れん恥ち」

「ちょ、ちょっといつまで揉んでるのよ！　はなしなさいってば！」

　ミーアはともかく、アリサは自分で押し付けたくせに酷いやつだ。

　ナナが揉まれた右胸を手で押さえて下を向いている。見た目は成人女性だが、中身は〇歳児だっけ。

　オレはナナに謝ろうと口を開く。

　ナナは特に赤くもなっていない顔を上げ、無表情のままコテンと首を傾けて問いかけて来た。

「マスター、左の胸も揉みますか？」

「いいのかい？」

　聖女のようなナナの提案に思わず手を伸ばすが、その前にアリサがオレとナナの間に素早く体を割り込ませてきた。

　そのせいでオレの手はむなしくアリサの平たい胸で止まってしまった。残念無念。

「いいのかい？　──じゃ、なーいっ！」

　アリサがウガーッと紫色の髪を振り乱して吼ほえる。

「サトゥー、えっちなのはダメなの。いけないのよ？　結婚していない女の人の体を触るのはダメなの。だからサトゥーは触っちゃダメ」

　正座したミーアが長文でオレを叱ってくる。

　大きな胸を触りたいと思うのは男の本能なんだよ。口に出したらもっと怒られそうだけどさ。

　ナナがオレの前で角を出す二人を見て首を傾げている。どうして二人が怒っているのか理解していない顔だ。今度ルルかリザに教育して貰おう。

「おはよう、なのです？」

「うにゅ～」

　ポチとタマがその騒ぎにむくりと体を起こす。

　静かだと思ったら歌い疲れて寝ていたのか。

　目を擦こするポチとタマを見て怒りのテンションが下がったのか、アリサとミーアが黙り込む。だが、機嫌は悪いままなのか頰を膨らましたままだ。

　ここは大人な対応で行こう。

「無闇に触らないように善処するよ」

「その政治家みたいな言い方は気に食わないけど許してあげるわ。大人の余裕ってヤツよね！　触りたくなったら、このアリサちゃんに相談なさい。内緒で好きなだけ触らせてあげるから」

「むぅ、アリサ」

　アリサの妄言にミーアの説教先が変わったようだ。

　これ幸いにとアリサとミーアを残し、御者台のルルとリザの所へ移動する。

「ご主人様、アリサが騒いでいたようですけど、何があったんですか？」

　馬車の騒音のお陰で、後席の騒動はルル達にハッキリとは届かなかったようだ。

「ああ、アリサのイタズラから、ちょっとしたスレ違いがあったんだよ」

「そうなんですか？」

　ルルの問いに無難に返答し、リザに調子を尋ねる。

「どうだい、操車は上う手まくなったかい？」

「はい、ルルのお陰で道なりに走らせるのは問題なくなりましたが、人を追い越すときにふらふらと歩かれると焦ってしまいます」

「すぐに慣れるよ」

　今もリザが馬車の手綱を握っているが、なかなか如才ない感じだ。これからはオレ、ルル、リザの三人で御者を交代しよう。

「マスター、私も馬車の操縦がしたいと嘆願します」

「いいよ、次の小休止の後にでもリザと交代して教えて貰いなさい」

「イエス・マスター」

　ナナもやる気のようなので、明日あしたからは四交代にできそうだ。




　後ろから馬車の音に混ざって聞こえていたミーアの説教が止やんだので、そちらに向かう。

　さっさと見捨てられたアリサが文句を言ってきた。

　いつもならスルーして終わるところだが、今回はアリサの暴走で良い思いができたので最後まで付き合ってやった。

　意外にも、すぐにアリサの文句が終わったので本題に入る。

「それで、何の用だったんだ？」

「用は大した事じゃ無いのよ。それより目を開けたまま何の反応も無いんだもの。巨石の上でも様子がおかしかったし、凄すごく凄く焦ったんだから」

　それでアリサはあんな暴挙に出たのか。確かに、弁解の余地が無い。

　これからはメニューを全画面にして考察する時は、目を閉じるのを忘れないようにしよう。

「悪い悪い、新しい呪文の設計に没頭しすぎて周りが見えなくなって──」

「新しい呪文?!」

　オレの詫わびの言葉に被かぶせるようにアリサが驚きの声を上げた。

「どうかしたのか？」

「ご主人様って、呪文の研究家だったの？」

「いや、さっき思いついた呪文を作ってたんだよ」

　アリサが面白い顔で問いかけてくる。

「何の呪文をアレンジしたの？」

「いや、だから新しいのだって」

「……そんな簡単に作れる物じゃないでしょ。大国の研究機関が優秀な人材や資金を投入して何十年も掛けて作るような物じゃない」

　──大げさな。

「それは大規模な戦術魔法とかの話じゃないのか？　オレは生活魔法の『柔洗浄ソフト・ウオツシユ』みたいな水魔法が欲しくて作ってるだけだよ」

「……だ、だけって」

　オレは肩を竦すくめてアリサの勘違いを訂正する。だが、アリサは納得いかないようだ。

　話題に出たことだし、実験して貰もらう予定のミーアに先に頼んでおこう。

　オレはすぐ傍そばで魔法書を読んでいたミーアに話しかける。

「大体できたから、次の休憩時にミーアに実験して欲しいんだけど、いいかな？」

「ん、やる」

　ミーアが快諾してくれたので、次の休憩時間までに完成させないとね。

　ログを確認したら「研究者」という称号が手に入っていたが、「魔法学」や「呪文作成」のようなスキルは取得できていなかった。

　おっと、アリサの用事の話を忘れていた。

　オレは話が逸それた事をアリサに詫びて、オレを呼んだ大本の理由を尋ねた。

「馬車の中で遊べるような学習カードとかトランプみたいな道具が欲しかったのよ。何か無いかしら？」

「ん、楽器」

　木材なんかはあるが、これから板を作るのは大変そうだ。

　スキル的にはミーアが希望する楽器も作れるだろうが、レシピというか作り方が判らないので無理だ。少なくとも手持ちの資料には役に立ちそうな物が無い。

「手持ちには無いな。明日、楽器やカードの材料を買いに街に寄ろうか」

　最寄のカイノナは人口三千人程度の小さな街だが、楽器や板くらいなら手に入るだろう。ついでに木製のテーブルセットも買っておきたい。調理台なんかも欲しいね。




　　　　◆




　午後の旅路の間に、水魔法版の洗浄魔法が形になってきた。

　なお、今度はちゃんと目を閉じてから考察をしていたので、誰も心配させていない。

　きりのいい所で目を開けた時に幼女塗まみれになっていたが、子供の体温は温かいので肌寒い季節だと歓迎だ。

　なお、二時間毎ごとの小休止のたびに、実験をミーアに頼んで新呪文の動作検証を行っている。

　一回目の小休止時の実験ではケアレスミスで魔法が発動しない不具合があったが、二回目の小休止時に洗濯物を対象にした実験で成功を収めた。

　少々、消費魔力が大きすぎるので、次の小休止までに改良しようと思う。




　二回目の小休止から一時間ほどで、新呪文の調整が一通り終わった。消費魔力の低減も、参考にできる呪文が他にあったので、比較的楽にできた。

　あまり新呪文の開発ばかりにかまけてもいられないので、マップを開いて今日の野営予定地と現在位置を確認する。

　最初の予定地はセーリュー市から直線距離で四十キロほどの場所にある池の畔ほとりだったのだが、思ったよりも進捗が悪い。

　──おや？　メニューに表示された時計を見て意外な発見をしたので、オレの膝を枕に眠っていたアリサを起こした。

「アリサ」

「ふ、何ふあに？　まだ、何もしてないわよ」

　寝ぼけているアリサが目を擦りながら体を起こす。

「アリサ、質問がある。こっちの一日は何時間だ？」

「へ？　二十四時間じゃないの？　王城の時計塔は立ち入り禁止だったから、こっちでは時報の鐘の音が全てだったのよ」

　そういえば、セーリュー市でも時計は見かけなかった。お城に滞在していた時も見た覚えはない。

「そうか、なら一時間が何分かは知らないんだよな？」

「うん、体感じゃ同じくらいだと思うけど……もしかして違うの？」

　アリサの問いにオレは首肯する。

「ああ、オレの固有ユニークスキルに現在時刻が判わかるのがあるんだが、さっき向こうから持ってきた携帯電話の時計と比較してみたら一分の長さは同じだったんだが──」

　オレはそこで一いつ旦たん言葉を切って、先ほどの発見をアリサに伝える。

「一時間が七十分あるみたいだ」

　さっきまで気付かなかったが、メニューの時計表示の「分」の単位が六十になる瞬間を目撃したのだ。そのまま見ていると六十九分まで進んだ後、〇分に戻ったので間違いないだろう。

　ちなみに、六十分換算なら一日二十八時間になる。

「へー、こっちは一年が三百日だから、あっち換算だとかなり若くなるかと思ったけど一緒くらいなのかな？」

　一年が三百日というのは新情報だな。一ヶ月が三十日だから、年十ヶ月だろう。

　一日二十四時間換算なら三百五十日だ。四パーセントくらいの誤差だな。百年で四年ほどズレが出るくらいか。オレはアリサに暗算結果を教えてやる。

　それにしても、一日の長さが四時間も違ったら体調が変になりそうなものだが、こちらに来てから明確な体調不良を感じた事は無い。

　もっとも、十五歳に若返った事に比べたら、体調不良にならないくらい些さ細さいな事か。




　さて、新発見に気を取られてしまったが、マップに目を戻して野営予定地までの残行程を確認する。

　やはり、休憩時間を長く取りすぎているのか、そもそも見積もりが甘かったのか、このままだと辿たどり着つく頃には日が落ちそうだ。

　初めての野営準備を暗い中で行うのはハードルが高い。ここは新しい野営候補地を探した方が良いだろう。

　セーリュー市で買った「野宿の奨すすめ」によると、見通しの良い場所で火を焚たいたら虫系の魔物が寄って来るそうなので、途中にある小さな林の陰で野営しようと思う。

　丘陵地帯からは丸見えだが、そちら方向にいる魔物は遥はるか彼方かなたなので問題ないはずだ。

　一応、「魔物避よけの粉」という物も買ってあるが、先人の知恵は尊重したい。

　リザに予定地の変更を告げる。住所や地図なんて無いので、「あの丘の向こうの林の近くで野営する」くらいしか言えない。

　なんでも屋のナディさんに書いてもらった地図は大雑把な物なので、こういう時には使えないのだ。

　オレの固有ユニークスキルの事を教えていれば話は簡単なんだが、メニュー、特にマップやストレージの事は内緒にしている。

　他にもストレージに眠る莫ばく大だいな財宝やオレがレベル三百十である事や諸もろ々もろのスキルなど、皆に秘密にしている事は多い。どちらかと言うと、開示している情報の方が少ないだろう。

　これは皆を信用していないからではなく、安全の為ためだ。知らなければ何気ない会話から漏れたり、他者に推測される事もないだろう。

　お気楽で安全な観光旅行の為にも、やっかい事の種は最小にするのがオレの方針だ。

　なので、危険の芽を生まない為にも、皆にはオレのレベルや諸々のスキルの事は秘密にしている。ただ漠然と「本当は高レベルである」「索敵能力が高い」「色々と器用だ」とだけ教えてある。

　そのうち、皆が自衛できるくらい強くなるか強力な後ろ盾でもできたら、色々と話そうと思っている。




　野営予定地を変更したので、オレ達は日が落ちるよりかなり前に辿り着いた。

「本当に村に寄らないんだ」

「最初に言ったろ？」

　アリサが嘆息するように肩を竦める。

　奴隷商人のニドーレン達と一緒の時は、村人に疎まれながらも必ず村の広場の隅で野営したそうだ。結界柱の守りの無い場所で野営するのは流れの無宿人や盗賊のような命知らずだけらしい。

「大丈夫だよ、野営用に魔物避けの粉を買ってあるから」

「いや、そんな高価な薬を普段使いにしてたら破産しちゃうわよ」

　アリサが信じられないとばかりに首を横に振る。

「魔物避けの粉」は近くに人里が無くてどうしようもなく野営する時だけに使う非常手段らしい。

　だけど、高いと言っても一晩分で銀貨一枚しかしない。銀貨一枚の投資でウチの子達が不快な思いをしなくて済むなら安いものだ。

　ストレージに眠るオレの莫大な資金を教えていないせいで、心配させてしまったようだ。アリサと年長組には「金貨数百枚程度の出費は問題ない」くらいの事を折を見て話しておこう。




「よし、少し時間も早いし狩りに行こう」

　野営の準備を終えた所で、皆にそう声を掛けた。

　もちろん、オレがこんな提案をしたのはタマのリベンジの為だ。

　くやしい思い出は早いうちに嬉うれしい思い出で上書きしておいてやりたい。

「ポチは頑張るのです！」

「タマも頑張る。今度は大きい獲物取る」

「ご主人様、私もお供します」

「むぅ、弓」

　ミーアも参加したがったが、弓が無いので不参加となった。普通の魔法は発動に時間がかかるので、不意打ちでない限り逃げる獲物を狩るのには向いていないそうだ。

「ミーアはわたしと魔法の練習でもしましょ」

「ん」

　膨れるミーアのフォローはアリサがしてくれた。

　ミーアに完成版の新呪文を書いた紙を渡しておく。説明文はエルフの文字で書いておいた。

「では、私はナナさんと一緒に夕飯用の野菜の皮むきとかをしておきます」

「微力を尽くすと宣言します」

「ええ、お願いします」

　リザがルルやナナに夕飯の下準備を指示するのを待って、オレは獣娘達を連れて野営地を出発した。

　もちろん、ローブで山歩きはできないので、長袖のシャツとズボンに着替えてある。ポチとタマも長袖シャツとズボンだ。さらに防具代わりの外がい套とうを着込ませている。




　オレ達は四人で山やま裾すそ方面に向かった。この先に赤あか鹿じかの群れがいるのをマップで確認してある。

「あ！　兎うさぎなのです！」

「待ちなさい、ポチ」

　ポチが短耳兎を見つけて駆け出す。

　事前にリザにはポチのお守もりを頼んであるので、一瞬だけこちらに視線を送ってからポチを追いかけて駆け出した。

「兎を追わないのかい？」

「タマ、もっと、大きな獲物狙う」

　タマの口調が固い。早く赤鹿を仕留めさせて、いつもの間延びした口調に戻してあげたい。

　オレは獲物を探すフリをしながら、タマを赤鹿の群れに先回りする方向へ誘導する。

「獲物見つけた」

「鹿だね」

　赤鹿というからどれほど赤いのか期待していたのに、胸元の毛が赤いだけで他は普通の鹿と一緒だった。

　タマと二人で風下から赤鹿の群れに近付く。

　それでも接近中に気配を察知されて、逃げ出されてしまった。

　それを見てタマが追いかけるが、鹿の逃げ足に追いつけるわけもない。途中でタマを捕まえて追うのを止やめさせる。

「逃げられた」

「大丈夫、まだ獲物はいるさ」

　さっきの群れは警戒させてしまっただろう。少し時間を空けてから再挑戦しよう。

　赤鹿の群れが遠くに見える場所でタマと作戦を練る。タマに忍び寄るようなスキルがあれば良いのだが、無い物ねだりをしても仕方が無い。

　オレが勢せ子この役をやってタマの方に追いやり、タマの投石で遠距離から仕留める事になった。

　うかつに声を出したら赤鹿に気付かれるのでタマと手信号を決めておいた。タマが覚え易やすい様に「攻撃」「待て」「逃げろ」の三種類だけだ。

　タマをその場に残して、オレはさっき発見された時よりも遠くから回り込む。途中で幾つか投石用の石を拾っておく。

　タマに「待て」を指示して、オレは赤鹿の群れの前に姿を現してタマのほうへ追い立てる。

　うずうずと待つタマの射程に入ったあたりで「攻撃」の手信号を送る。タマの姿を捉えた赤鹿の群れが左右に分かれようとしたので、さっき拾っておいた石を投げて威嚇する。

　オレが投げた石が砲弾のような勢いで、赤鹿の群れの進行先の地面に大穴を穿うがつ。驚いた赤鹿がパニックを起こした所にタマの投石が届く。

　一発目は赤鹿の背にかすっただけだったが、二発目が別の赤鹿の頭を捉えた。タマが石を投げた場所が遠かったせいか、一撃必殺とはいかなかったようだ。

　地面に転がった一頭を残して他の赤鹿達は必死に逃げ去る。

　起き上がって逃げようとする赤鹿に、素早く駆け寄ったタマが小剣を突き立てて止とどめを刺した。

「おっきな獲物～」

「おめでとう、タマ」

　タマが満面の笑みで仕留めた赤鹿を持ち上げて喜ぶ。

　赤鹿の恨めしそうな死相から視線を逸そらし、タマの頭をガシガシと撫なでて称賛した。

　近くの木に赤鹿を吊つるして血抜きをする。吊るすためのロープはタマが余よ所そ見みをしている間にストレージから出した。

　格納鞄ガレージ・バツグは野営地に残して来たので、タマと二人で赤鹿を持ち帰る為の丈夫な棒を探す。適度なサイズの倒木なんてなかったので、細めの木を蹴り倒して短剣で枝を払って作った。

　この棒に赤鹿の足を括くくり付けて、タマと二人で棒の前後を持って運ぶのだ。オレなら肩に背負って運べるが、それをするとノミが付きそうなので止やめておいた。

　ある程度、血抜きが終わった所で赤鹿を担いで野営地へ戻った。




「獲物～」

「うわっ、凄すごいのです！　リザ！　肉なのです！　タマとご主人様が大きな肉を獲って来たのです」

　赤鹿を持ち帰ったオレ達を見て一番喜んだのはポチだ。目を回しそうな勢いでくるくると駆け回る。

　野営地にはアリサとミーア以外が揃そろっていた。リザとポチは早めに引き返していたらしい。

「おかえりなさいませ、ご主人様。素晴らしい獲物です。タマもよく頑張りましたね」

「あい！」

　リザの言葉にタマが尻しつ尾ぽと耳をピンッと立てて、誇らしそうに答える。

「ご主人様、お帰りなさい。タマちゃんもお手伝い頑張ったのね」

「マスターとタマの戦果を称賛します」

「タマ、頑張った～？」

　ルルとナナの誉ほめ言葉に、珍しくタマが照れている。

　出迎えてくれたリザに赤鹿を括り付けた棒を渡す。リザは軽々と受け取ってルルと一緒に解体を始める。

　気のせいかその凛り々りしい後ろ姿に踊りだしそうな印象を受ける。やはり尻尾のリズミカルな動きのせいだろうか。

「にくっ、にくっ、にくっ、肉なのです～」

「肉なの～」

　ポチとタマも「肉の歌」を歌いながら、解体の応援をしにスキップして行く。

　応援している内に歌だけでは足りなくなったのか、不思議な振り付けが加わった。

「あら、随分大きな獲物が獲れたのね」

「ただいま」

　そこにアリサとミーアが戻って来た。魔法の実験は順調だったらしい。

　ミーアが甘えるようにポフンと抱きついてくる。

「ちょ、ちょっとミーアずるい」

「ずるくない」

　ミーアがオレの胸に顔を擦り付けるのを見てアリサが「ぐぬぬ」と苦く悶もんする。

　そんなに悔しそうにするならアリサも抱きついてくればいいのに。セクハラをしないならハグくらい幾らでもしてやるよ？

　ある程度スキンシップが取れたところで、ミーアに例の新魔法を使って貰もらう。

「……　■■　泡洗浄バブル・ウオツシユ」

　横に置いた水みず桶おけから泡が浮かび上がってオレの汚れを吸い取っていく。泡が体にくっ付いても濡ぬれたりしない。設計通りだ。

「成功だ。ありがとう、ミーア」

「ん」

　嬉しそうにペタリと抱きついて来たミーアの頭を撫でる。

　山を駆けていた獣娘達も呼んで、ミーアの魔法で清潔になって貰う。リザは着替えて手を洗った後だったが、せっかくなので一緒に新魔法を体験して貰った。

「凄いわね。次、わたしね」

「無理」

「どうしてよ！　……って、魔力切れか」

「そう」

　便利な魔法だが、消費魔力ＭＰが多過ぎるのが欠点だ。

　これでも水源を別途用意して必要な魔力をかなり減らしたのだ。

　魔法で水を生み出すのは周辺の水分を集めるのではなく、魔力を精霊に与えて水属性に変化させて行うらしい。

　最終ステップの詳細が不明だが、幾つかの呪文を比較したところ、この工程で消費される魔力が多かったので、真っ先にカットしたのだ。

　それでも、現状では全員に使うにはミーアの魔力が足りない。もう少し改良したいが、当面は朝昼晩で分割して魔法をかけて貰う事にしよう。




　今日の夕飯は鹿の内臓モツと山菜を使った炒いため物と、ポチが昼間に獲った兎のステーキと野菜のシチューだ。ナナには麦粥がゆの他に芋のポタージュっぽい物が用意されていた。

　豪勢な夕食に皆テンションが上がっていたが、予想以上に肉々しい料理に手が出せないミーアが寂しそうだった。ナナは黙々と食べていたので、その内心は判わからない。

　野菜系の料理や流動食のバリエーションも何か考えないとね。アリサにも何かアイデアを出して貰おう。

「ご主人様、お茶です」

「ありがとう、いい香りだね」

　ルルの淹いれてくれた食後のお茶を飲みながら、ゆったりした時間を楽しむ。お茶請けはポチが拾ってきた木の実を、リザが塩を振りかけて炒いった物だ。硬めのナッツみたいな食感が癖になる。

　食後の後始末をしていたリザが戻って来た。

　洗い物はナナと年少組がやっていたので、リザがしていたのは穴を掘って食品廃棄物を捨てる作業だ。鹿や兎の食べない部位は別の穴を掘って埋葬してある。

「リザ、トゲトゲを報告しないのです？」

「報告ですか？　……ああ、鹿の解体に気を取られて忘れていました」

　ポチがリザの足にペタリとくっついて見上げながら尋ねる。ポチの言葉に首を傾げていたリザだが、何かを思い出したのか手をポンッと叩たたく。

　リザにしては珍しいジェスチャーだ。アリサがやっているのを見て覚えたのかな？




「こちらは山菜と一緒に回収してきたモノです」

　リザが馬車の陰から、分厚い外套に包まれたトゲトゲの多肉植物を抱えて戻って来た。ＡＲ表示では「棘とげの多い野草」という見たままの名前だ。

「何の植物だい？」

「それが……」

　オレの質問にリザが口ごもる。彼女も知らないらしい。

　ポチが甘い匂いがするからご主人様に持ち帰るのだと言って聞かなかったので、一株だけ持ち帰ったそうだ。

「食べられるの？」

「甘い匂いがしてるのです！　ぜったいに食べられるのです！」

　オレの質問にポチが自信満々に答えるが根拠は匂いだけみたいだ。

　ちなみにオレには甘い匂いなんてしない。くんくんと匂いを嗅かいでみたけど「聞もん香こう」みたいなスキルは手に入らなかった。

「甘い～？」

　タマも匂いを感じないのか首を傾かしげる。

「あ、あの、ご主人様。このトゲトゲなんですけど──」

「ルルは知ってる？」

「私の知っているのと少し違いますけど、冬甘草と似ていると思います。こんなに大きくないですし、トゲも殆ほとんどありませんでしたけど……」

　鑑定もしてみたが、冬甘草とは別の植物みたいだ。

　一応、ルルに冬甘草の特徴を聞いてみた。冬山に自生するトゲの生えた多肉植物で肉厚の葉を手折ると甘い汁を出すので、山で山菜や木の実を集める子供達の嗜し好こう品だったらしい。

　もっとも、果肉は嚙しがんで甘さを楽しむだけで、決して飲み込んではいけないそうだ。少量なら問題ないらしいが、沢山食べてしまうとお腹なかを壊して何日もトイレの住人になるらしい。

　オレは試しにアロエのような生え方をした葉の一つを折り取ってみる事にした。

　肉厚の葉に伸ばしたオレの手をリザが押し止める。

「ご主人様、このトゲはかなり鋭利なので素手で触られるのは危険です」

「そうか、ありがとう」

　上級魔族の毒爪でも怪け我がらしい怪我をしなかったオレの肌が、普通の植物のトゲで傷を負うとも思えないが、リザの気遣いが嬉うれしかったので素手で摑つかむのは止める。

　昼間にクッションを改造した余りの革を、ポケット経由でストレージから取り出す。それをトゲの上に巻いて直接手に触れない様にして葉を摑む。

　このトゲは予想以上に鋭く硬いらしく、革を突き抜けて掌てのひらに届いた。だが、オレの掌を傷つける事はできないようで、チクチクとした感触を気にしなければ問題ない。

　オレはそのまま肉厚の葉を折り取る。

　その瞬間、甘い匂いがオレの嗅きゆう覚かくに飛び込んできた。

　限界目め一いつ杯ぱいまで砂糖を投入した水のような香りだ。

　折った場所から透明な樹液がポタポタと流れる。

「こぼれる～？」

「勿もつ体たい無いのです！」

　タマとポチがその樹液を両手で受け止める。

　オレは零こぼれないように葉を持つ角度を調整する。ちょっと味見をしてみようと思って、掌に樹液を垂らす。傾けた時に力を篭こめてしまったのか勢い良く透明な樹液が溢あふれた。

　ちょっと水分が多すぎだろう。オレの知ってる植物と違う。さすが異世界の植物だ。

　ルルが格納鞄から取り出した器を渡してくれたので、葉をそちらに移して手の中の液体も流し込む。濡れた掌を舌の先で舐なめてみる。

　──甘い。ちょっと青臭いが砂糖の甘さだ。

　沖縄旅行したときに食べたサトウキビっぽい味だが、サトウキビはこんな風に樹液が流れ出てきたりはしなかった。

　ポチとタマがオレの様子を興味深そうに見ていたので「二人も舐めてご覧」と勧めてみた。

「はい、なのです！」

「あい！」

　二人は樹液をレロレロと舐め取る。

　くすぐったい──なぜか、二人はオレの手を舐めている。そのまま食べられてしまいそうな勢いだ。

　もちろん、オレとしては自分達の手を舐めてみろと言ったつもりだったのだが……。

　周りの視線が微妙に痛いので、ある程度で止めさせる。

「ささっ、ご主人様。これで手を拭いてください」

「ありがとう、アリサ」

　アリサが妙に甲か斐い甲が斐いしくタオルを差し出してくれる。器をアリサに渡して、代わりにタオルを受け取る。少し疑問に思いながらも水で湿らせたタオルで樹液と涎よだれ塗まみれの手を拭ぬぐった。

「では、失礼して──」

「待て」

　オレの手に器から樹液を流そうとするアリサを制止する。

「何をしている？」

「え？　だって、樹液を付けないとショ、いえ、ご主人様の手を舐めてご奉仕できないじゃないですか？」

　アリサは「何を当たり前の事を言っているの？」みたいな口調で言っているが、そんなご奉仕は求めていない。

　それにアリサ。迂う闊かつにショタと言いかけるあたり、自分の性癖を誤魔化せてないぞ。

　バカな事を言い出したアリサの頭に、叱る意味を篭めてコツンと拳こぶしを当てる。

「味見をしたいなら、樹液を皿に移して指をつけて舐めろ」

「……は～い」

　ルルが格納鞄ガレージ・バツグから出した小皿に樹液を少し垂らして、皆で味見をする。

　アリサだけはオレの指をつけて舐めようとしたが、もちろん却下した。懲りないヤツだ。

　甘さを堪能した皆が口々に感想を言う。

「う～ん、甘いわね。ルルが食べてたのが冬甘草だったら、これはさしずめ剣山甘草かしら？」

「うふふ、そうね。冬甘草の甘みはもっと弱いけど。鍋で煮込んだらこんな甘さになるから、きっと似た種類よね」

「トゲなのに剣なのですか？」

「そうかリザさんは剣山なんて知らないか。だったら、名前をつけるなら棘甘草ね」

　アリサ達がそんな会話をしていたせいか、この多肉草の名前が「棘の多い野草」から「剣山甘草」に変わり、最後に「棘甘草」で固定された。

　なるほど、鑑定で出てくる名前は多くの人達に認識されたモノが表示されるみたいだ。

　さて、そんな考察はこのくらいでいいだろう。なかなか好評のようだし、さっきルルが果肉を嚙しがんで甘さを楽しむって言ってたので、やり方を尋ねてみた。

「はい、皮を剝むいて中の果肉を一口サイズに切るだけです」

　なるほど、それくらいならオレにもできそうだ。

　リザやルルにやらせてトゲで手を突いたら怪我をしそうだしね。

　腰に差した飾りの短剣を使って皮を剝く。「短剣」スキルのお陰か、手を切る事もなく中のエメラルドグリーン色の果肉をむき出しにできた。




[image: ]「調理」スキルを得た。




　使えそうなスキルが手に入ったので最大までスキルポイントを割り振る。

　皆が期待に満ちた眼差しをしているので、果肉を裂き小指くらいの長さに揃えてから一つずつ配った。

　皆がもにゅもにゅと口の中で咀そ嚼しやくする。

　事前にタイミングを合わせたように、皆が一斉に幸せそうに微笑ほほえむ。無口なミーアも無表情なナナもほんのりと口元が緩んでいる。甘味は偉大だ。

「飲み込まないように注意するんだよ」

　オレは皆に注意喚起をしてから、最後の一切れを自分の口に放り込んだ。




　皆が甘味に飢えていたようなので、何種類かの果物に蜂はち蜜みつを掛けたデザートをリザに作って貰もらった。ナナの分は果物を搾ってジュースにするように頼んである。

　この蜂蜜は「揺ゆり篭かご」の件で紅針蜂クリムゾン・ニードル・ビーの巣を始末したときにゲットした物だ。普通の蜂蜜より粘度と糖度が高い。

　一番初めの試食分で味見をしたが、「棘甘草」とは違った濃厚な味だった。

　こちらは食後のデザート向け、「棘甘草」は旅の間のオヤツに良さそうだ。

　皆のオヤツ用にトゲを落とした棘甘草の葉を二枚ほど容器に移して、残りを格納鞄に入れようとしたのだが、大きすぎて無理だった。

　皆の視線と興味がリザの作るデザートに集まっていたので、棘甘草を包んであった外がい套とうを解いてからストレージに収納した。

　──うわ、外套の表面に小さなアリやアブラ虫みたいな生き物が一杯だ。

　そういえばゲームで不可能だったから試していなかったけど、生き物はストレージに仕舞えないのだろうか？

　おもむろに外套の上のアリを一匹摘まみ上げて収納しようとしたがダメだった。ログにも「生物をストレージに収納できません」と表示されている。

　アイテムボックスもストレージと同じ仕様らしく収納できなかった。

　そういえばゲームで収納できていたから疑問に思わなかったが、生き物が収納できないのに野菜や果物は収納できているのは何な故ぜだろ？　死体扱いなのだろうか？

　疑問を解決する為ために、近くの雑草で試してみる。

　千切った雑草は収納可能。周りの土ごと採取した雑草は収納不可。土を落としても収納不可。根を減らしても収納不可。根を取ると収納可能だった。千切った根も収納可能のようだ。

　接ぎ木とかもあるのに解せない。

　まあ、そういう「仕様」だという事で納得しておこう。

　一応試したが、アイテムボックスにも生き物を格納する事はできなかった。

　なお、この一連の検証の間に「実験」と「検証」のスキルを手に入れていた。

　便利なスキルも手に入った事だし、そのうちストレージやアイテムボックスについての検証をしてみよう。

　旅の間はする事が一杯で、無ぶ聊りようを託かこつ事はなさそうだ。




　夜が更けて焚たき火びに羽虫が集まって来たので虫除けの薬を投入する。

　魔物避よけの粉はオレが起きている間は不要だろう。近寄ってきたらレーダーで発見して魔法銃で狙撃すれば終了だ。

「ああ、もう、虫め！」

　虫除けの薬に即効性はないみたいで、キレたアリサが弱めの精神魔法で蹴散らした。これで虫の羽音に邪魔されずに眠れそうだ。

　とは言っても、まだ寝るには早い。

　何をしようか迷う前にポチが可愛かわいいお願い事をしに来た。

「ご主人様、絵本を読んで下さいなのです」

「いいよ、貸してごらん」

　ポチが格納鞄から出してきた絵本を読んでやる事にした。ポチの横にタマやミーアもちょこんと座る。リザも興味があるのか、きちんと座り直して絵本を聞く体勢だ。

　ヌイグルミを愛めでていたナナやお喋しやべりをしていたアリサとルルも、興味があるのかこちらに注意を向ける。

　ポチが持ってきた絵本は、この世界の神話だった。

「それじゃ、読むよ。皆静かにね」

「あい～」

「はい、なのです」




　むか～し、むかしのそのむかし。七柱の神様が世界樹と一緒に、神様の世界からやってきました。神様は世界樹を大地に植えて、沢山の人々に知恵と言葉を与えたのです。

　人々は平和に暮らし、八本の世界樹の麓ふもとで豊かに繁栄していました。ところが、いつの頃からでしょう。世界には九柱の神様がいたのです。

　八柱目は竜の神様。

　七柱の神様達が世界樹と一緒にやってくる前からいたのです。

　竜の神様は、お寝坊さんで、世界がすっかり変わるまで眠っていたのです。

　目を覚ました竜の神様は、たいへん吃驚びつくりしたのですが、小さな事に拘こだわらないおおらかな神様だったので、快こころよく七柱の神様達を認めて仲良く暮らしました。

　でも九柱目の神様は違ったのです。




「ご主人様、どうして『人』じゃなくて『柱』なのです？」

「そういう単位なんだよ。鳥は『羽』だしネズミは『匹』だろ？　そんな風に数える対象によって変わるんだよ」

　ポチの質問に答える。こちらでも日本語みたいに数える対象によって「個」や「匹」のように単位が違う。

「さすがはご主人様なのです。よくわからないけど、わかったような気がするのです」

　ポチが納得したようなので続きを読む。




　九柱目の神様は他の世界から旅をしてきた魔神だったのです。

　魔神はとても我わが侭ままで自分が一番でないと我慢ならなかったので、他の神様とよく喧けん嘩かをしていました。

　魔神は他の神々が様々な種族に囲まれているのがうらやましくて仕方がありません。

　ある時、寂しかった魔神は自分を崇あがめる魔族を作りました。魔族は創り手の魔神と一緒で、他の種族を苛いじめて回ったのです。

　困った神様達は魔神に魔族が暴れないようにして欲しいと抗議に行きましたが、まったく聞き入れてくれません。

　一番弱くて苛められていた人族が、幼い女神様に魔族と戦える力が欲しいと願いました。

　幼い女神様は、とても困りました。

　なぜなら、幼い女神様には戦う力などなかったからです。困った女神様は他の神様や王様達に相談しましたが、皆首を振ってうんうん唸うなるばかりで何もしてくれません。

　幼い女神様は、一番強い竜神様に相談に行きました。もちろん、竜族の力は借りられません。そんな事をしたら暴れる魔族より大きい被害が出てしまうのです。

　竜神様は、初めは渋っていましたが、幼い女神様が持ってきた人族の遊び道具やお酒を気に入って、一つの魔法を教えてくれたのです。

　それは勇者召喚の魔法。

　希望の魔法だったのです。




　絵本はこの後、召喚された勇者が魔王や魔物を退治して「めでたし、めでたし」で終わる。

　幼いパリオン神が他の神々や王達の協力を求めて右往左往するたびに、ポチとタマから熱い応援の声が掛かっていた。

　二人が前のめりになると絵本が見えなくなるので、ときどき二人の頭を軽く押し戻して朗読を続けるのが大変だった。




　この絵本は続きモノで、二冊目の絵本ではパリオン神が勇者と共に七体の魔王を討伐し、最後には竜神が牙を変化させて創り出した黒い剣を授けられ、魔神を空の彼方かなたの月に追い払うシーンで大団円となっていた。

　新月の夜は魔神の力が一番強くなるので出歩いてはいけないと絵本の語り部の老婆が締めくくっている。

　恐らく、新月の晩に出歩いて怪け我がをしないようにとの教訓だろう。

　どちらの絵本も奥付とかが無いので著者が判わからないが、どう見ても勇者ではなくパリオン神が主役の物語になっているので、神殿の関係者が書いたのではないかと思う。

　三冊目は勇者がパリオン神に婿入りする為に、眷けん属ぞく神になる為の冒険や試練を描いたお話だった。

　二冊目で勇者やパリオン神を助けて活躍していた「使徒」と呼ばれる天使っぽいポジションの存在が三冊目では雑魚ざこ扱いされているのが可か哀わい相そうだった。

　異世界の物語でもパワーインフレの波からは逃れられないのか。




　この三冊目の絵本を読み終わった所で就眠時間となった。

　焚き火に魔物避けの粉を投入する。白い煙が一瞬立ち上った時に蚊取線香っぽい臭いが広がったがそれ以降は無臭だ。

　レーダーで見ていたが、焚き火の灯あかりに集まって来ていた風下の魔物の光点が遠ざかっていく。風上の魔物も一定以上は近付いて来ない。どうやら、ちゃんと効果があるようだ。

　夜番は交代で行うが獣娘達を各当番に分散してあるので、万が一害獣や魔物が襲ってきても大丈夫だろう。少なくとも、獣娘が一人ソロで太刀打ちできないレベルの生き物は警戒範囲にはいない。




　最初の夜番はポチとミーアだ。

　二人共眠そうだが、リザが二人に顔を洗うように言いつけて目を覚まさせる。

　この世界は子供だからといって甘やかしてはいけないようだ。リザが厳しい態度でポチとミーアをシャキッとさせた。

　オレは深夜の番だが、今日だけ二人に付き合って起きている事にした。

　焚き火の傍そばで番をする二人が寝ないように、むき出しの土に棒で線を引いて○×をして静かに遊ぶ。

　意外な事に、遊びに集中していたはずのポチが、夜陰に紛れて大鼠ねずみが寄って来た時にちゃんと反応して、鼠の潜む草叢むらを警戒していた。

　眠っていたタマの耳もピクピクしていたから、獣が襲って来た時はちゃんと対処してくれそうだ。




　夜番の交代時間が来てルルとオレの番になったのだが、開始早々にルルがこくりこくりと船を漕こぎ出した。

　昼間は御者や料理をしていた上に鹿の解体まで手伝ったのだから、疲れが出たのだろう。

　ルルを起こさないように、そっとアリサの横まで運んで、そのまま寝かせておいた。




　さて、一人だと暇だ。

　さすがに新魔法の開発とかをやったら、注意力散漫で夜番にならないから自重する。

　なので、昼間にやろうと思っていたストレージの実験でもしようと思う。

　保温関係の実験の為に竈かまどに薪まきをくべてヤカンを火にかける。沸騰した時点で各種収納にしまって温度の違いを確認しようと思う。

　水が沸くまでの間に色々と検証してみよう。

　ストレージから二枚の紙を取り出して火を付ける。片方をストレージにしまって、残ったほうが燃え尽きるのを待って取り出す。

　ストレージの中から取り出した紙は燃えたままで、収納した時点の状態から変化がないように見える。ストレージの中は時間が経過しないのだろうか？

　アイテムボックスと比較するか。

　今度は三枚ほどの紙を取り出して、中ほどにインクで印をつけて火を付ける。

　印まで燃えた所でストレージとアイテムボックスに収納する。

　さっきと同じように外の紙が燃え尽きるのを待って、ストレージから紙を取り出す。燃える位置は印のままだ。それだけ確認してから、もう一度、ストレージに収納しておく。

　やはり、ストレージ内では状態が変化しないようだ。時間そのものが止まっているのか、単に別の状態で保管されているのかは不明だ。案外、外部記憶装置ストレージの名前通りに、ゲームみたいに「情報」として保管されているのかもしれないね。

　次にアイテムボックスから取り出した紙を確認する。こちらは燃え尽きる寸前で火が消えていた。アイテムボックスは状態が変化するらしい。追加検証して火が消えるのは紙と一緒に収納した酸素が尽きたせいだと判明した。




　そんな確認をしている間に、火にかけておいたヤカンから湯気が上がりだした。

　時間経過系のチェックが終わったので、もう保温の確認は不要だ。

　せっかくなので温まろうと香草茶を淹いれる。お湯に香草を浮かべるだけなので実にお手軽だ。

　一口飲んだ後、ちょっと思いついてカップの中のお茶だけをストレージに収納してみた。問題なく収納できた。

　今度はカップを地面に置いて収納してみたが、問題なく収納できる。距離をあけて試していった所、手が触れていない対象は三メートルが限界だと判った。

　直接目視する必要があるようだったので、試しにマップの３Ｄ表示で目的のアイテムをマーキングしたら回収可能だった。

　ついでにストレージから取り出した鋼の槍やりを持ってリーチを伸ばしたところ、槍の先から三メートル先のアイテムも収納できるようだった。

　これは某探検家みたいにムチやワイヤー操作をモノにするべきなのだろうか……。

　そんなバカな事を考えながら、焚き火の「炎」を収納できないか試してみたがダメだった。

　ところが、カップから上がる湯気に手を翳かざして収納してみた所、「蒸気」は無事収納できた。

　これは粒子の大きさで決まるのだろうか？

　そもそも炎って粒子だっけ？

　案外、ちゃんと理解できていないモノは収納できないという可能性もありそうだ。




　今度は混合物の分離を実験してみる。

　石混じりの土を収納したら「土」とだけ表示され、詳細情報を選択したら土や石など種類別のアイテムとしてツリーが表示された。お手軽に分離できるようだ。

　だが、お湯に塩を溶かして作った「塩水」を「塩」と「水」に分離する事はできなかった。海水から水を作るのは無理か。

　同様にストレージ内にあった「揺ゆり篭かご」の虫の屍し骸がいをストレージ内で解体できるか試してみたが、それも無理だった。手で触れずに解体できるかと思ったのに残念だ。




　この検証中に気がついたのだが、メニューからアイテムボックスにアクセスできるようだ。

　ストレージのルートフォルダと同じ階層に「アイテムボックス」というフォルダができていた。ストレージ内の移動と同様に、アイテムボックスとストレージ間でも移動できる。

　ただ、アイテムボックスの収納上限はスキル依存のようで検証がしにくい。

　スキルポイントも使い切れないほどあまっているので、「宝物庫アイテムボツクス」スキルも最大まで上げる事にした。

　アイテムボックスからアイテムを取り出すときは魔力を使用するのに、ストレージとの移動では魔力が必要なかった。

　ストレージ内では収納アイテムに他のアイテムを収納したり取り出したりが自在なのに、アイテムボックス内ではそういった編集作業ができないようだ。

　アイテムボックス内にあるアイテムは、詳細情報を確認したりメニュー内でアイテムの外見を３Ｄ表示したりはできないようだった。

　他にも、アイテムボックスの検証をやってみたが……。

　完全にストレージの下位互換だな。アイテムを取り出そうとしたら、外気の影響を受けるから保温性能もイマイチだ。

　──使えない。

　芳しくない検証結果に、そんなボヤきが脳裏に浮かぶ。

　だが、モノは考えようだ。状態が変化するなら、保管以外の用途で役に立つかもしれない。きっと何か使い道が見つかるだろう。

　少なくとも、ストレージの存在を誤魔化す役に立ってくれるはずだ。




[image: ]称号「探求者」を得た。







　戦場跡にて





〝サトゥーです。出会いと別れ、それが旅だと何かの本に書いてありました。旅先で出会った人と思わぬ再会をするのも、旅の醍だい醐ご味みですよね。〟






　朝を知らせる鳥たちの声が聞こえる。

　身体からだが何となく重い。目が覚めた姿勢のまま視線を胸元に下ろすと、オレのシャツを緩く摑つかむたおやかな手が見える。視線を横にずらすと、そこにはオレの左手を抱きこんで眠るルルの姿があった。

　眠った時は離れていたから、きっとアリサと間違えて抱きついたんだろう。

　次に視線を反対側へ移す。

　そこには巨大な双丘で頭を圧迫されて、不快そうに顔をしかめたまま眠るミーアと、彼女ごとオレの腕を抱え込んだ双丘の持ち主の静かな寝顔がある。こうして寝顔を見ると本当に姉妹みたいだ。

　皆を起こすのも可哀想なので、ささやかな柔らかさと、女の子特有のいい匂いを堪能しながら、まどろむ。

　ミーアの頭を圧迫して変形したナナの胸の起伏に視線がロックオンされてしまうのは男の性さがだ。

　朝の生理現象は理性の総力を結集して抑え込んだので、この位の楽しみは許して欲しい。

「ご主人様、もうすぐ朝あさ餉げの準備ができるので起床してください」

　明け方の夜番をしていたリザが起こしに来てくれた。声が平へい坦たんなのは気のせいのはずだ。

　なんとなく後ろめたさに「ごめんなさい」と謝りそうになったが、なんとか堪こらえて朝の挨あい拶さつをする。

　その声にルルとミーアが目を覚ましたようだ。

　ミーアは抱きつくナナを邪険に押しのけながら、短く「はよ」と小さく挨拶する。

「ご、ご主人様、ご、ごめんなさい！　私ったら寝ね惚ぼけて──」

　ルルがオレの腕を抱き込んでいた事に気がついて慌てて距離を取る。白い肌が耳まで真っ赤だ。

「そ、それに私みたいな醜しこ女めの顔を朝から見せちゃって──」

　ルルが自虐的なセリフで謝り出したので、食い気味に言葉を重ねる。

「腕くらいなら何い時つでも貸してあげるよ。それにオレはルルの顔を可愛かわいいと思うよ。どう言ったら信じて貰もらえるか判わからないけどさ」

「か、可愛い……」

　オレの言葉が信じられないのか、口元が緩んだり微妙に歪ゆがんだりと忙しい。

　少しナンパ男みたいなセリフになってしまったが、これでルルのコンプレックスが少しくらい薄らいでくれると良いんだけど……。

　美少女の百面相は見ていて飽きないが、そろそろ起きないとね。

　ルルの様子を微笑ほほえましく見守りながら身体を起こす。

　変な抵抗を感じて掛け布団を除のけると、そこにはオレのシャツを摑んで眠るポチとタマの姿があった。

　なるほど、さっきから感じていた重さと温もりは、この子達だったのか。

　二人の鼻を摘まんで起こし、寝巻きから着替えさせる。

　ミーアに押し退のけられて仰向けになったナナの胸が重力に健けな気げに逆らう。その姿に魅了されて手が伸びそうになるが、子供たちの視線があるので欲望を抑え込む。

　オレの視線に気がついたミーアが、不快そうにナナの胸を摑んで起こした。

「──起動シークエンスを実行。実行完了。ミーア、胸部緩衝ユニットを用いた覚かく醒せいリクエストは痛覚情報が過多だと通達します」

「ん、ごめ」

　ロボみたいな呟つぶやきを漏らしながらナナが上半身を起こす。要は痛いから胸を摑んで起こすなと言いたいのだろう。

　ミーアが自分の薄い胸をぺたぺたと触りながら、ナナに短く詫わびる。

　ポチとタマに続いてルルとナナも着替えを始めたので、風除けにしていた馬車の後ろに移動してオレも着替えをする。

「サトゥー」

「なんだいミーア？」

　オレは「早着替え」スキルの助けを借りて素早く服を着る。

「拭いて」

　ミーアはオレにタオルを渡すと、その場で寝巻きを脱いで背中を向ける。

「寝汗」

　なるほど、寝汗を拭けという事か。

　ミーアには元々懐かれていたが、ゼンから助けてから、こんな風に無防備過ぎる甘え方をするようになった。

　ハグするくらいなら良いが、これはちゃんと注意した方が良いだろう。

「ミーア、無闇に異性の前で裸になっちゃダメだよ」

「ん」

　短く返事をして頷うなずくが、本当に判っているのだろうか？

　後でリザかルルにでも改めて注意して貰おう。

「はい、綺き麗れいになった」

「ありがと」

　背中を拭き終わったので、ミーアにタオルを差し出す。ミーアは体の向きを変えて両手を広げて前も拭けの姿勢だ。

　さすがに下半身は下着を着けているが、上半身は長い髪が掛かっているだけだ。

「こっちも」

「ミーア、前は自分で拭きなさい」
















「……サトゥー」

「甘えても、ダメ」

　上目遣いでねだってくるが、これ以上は危険だ。平坦な肢体に興味がなくても、何か背徳的な気分になってくる。

　オレには険しい幼女趣味ロリコンの道を進む気がないので、断固としてミーアの要求を拒否した。

　やがてミーアは諦あきらめたのか、渋々タオルを受け取って自分の体を拭き始める。

　レーダーの光点の動きからルルとナナの着替えが終わったのを察して、オレはミーアを置いて皆のいる場所に戻った。




　セーリュー市を出発して二日目の朝御飯は鹿肉と大蒜にんにくのような野草を炒いためた物と豆と玉たま葱ねぎのスープだった。朝から肉は勘弁して欲しい。

　ナナは麦粥がゆだが、チーズの削り粉を入れてアクセントを付けてあった。リザの気遣いを感じる。

「アリサ、眠るなら朝食を食べてからにしろ」

「うい」

　リザと一緒に朝方の夜番をしていたアリサが、食事中にうつらうつらとしていて危なっかしい。

　スープ皿に顔を突っ込みそうになるアリサをフォローしながら朝食を済ませた。

　食事を終えるなり、アリサはそのまま眠ってしまった。

　アリサは朝が弱いようなので、今晩からはアリサの夜番は最初の方に持って行こう。

　そんな事を考えながら出発までの時間を呪文の詠唱を練習して過ごした。

　ミーアがたまにアドバイスをくれたが、ミーアの短い言葉とジェスチャーだけでは何を指摘されているのかわからず、せっかくの親切を生かせなかった。

　もっとコミュニケーションを取って、意思疎通がスムーズになるようにしないとね。




　　　　◆




　野営地を出発してしばらくした頃から、丘陵地帯の雑草の海の中にチラチラと黒い影が見え隠れしていた。

　ＡＲ表示では「大牙蟻ラージ・フアング・アントの屍し骸がい」となっている。

　前にリリオ達が遭遇戦をしたと言っていた魔物の名前だ。

「サトゥー」

「ん？　なんだいミーア」

　後席で年少組の合唱大会で草笛を演奏していたミーアが御者台の方へやってきた。

「止めて」

　たぶんトイレとかだろう。街道脇の草地が大きく踏み固められている場所があったので、御者の練習をしていたナナに指示して止めさせる。

「肩車」

「ここでかい？」

「そう」

　よく判らないが、いつもと違う真剣な表情のミーアのお願いを聞いて、御者台の上でミーアを肩車する。

　ポチやタマが肩車されるミーアを羨うらやましそうに見上げる。肩車くらい後でしてあげるから、しばらく待っててね。

「あそこ」

　ミーアが指差す方を見る。

　獣道というよりは軍隊でも通過したような幅で踏み固められた道が丘の上にできていた。

　道沿いに先ほどの大牙蟻の屍骸が沢山見え隠れしているので、ここで魔物との戦いがあったのだと判る。

「連れて行って」

「了解」

　ミーアを肩車したまま獣道に踏み込む。

　馬車の留守番はナナとリザに頼んだ。

「ミゼが言ってた」

　獣道に入るとミーアがポツリと呟く。

　ミゼとはゼンの放った魔物からミーアを守ってセーリュー市まで届けた、鼠人の戦士の名前だ。ミゼの被かぶっていた赤い兜かぶとが印象的だったので、オレは赤あか兜かぶとと呼んでいる。

「私を守って……」

　なるほど、ここで魔物達と鼠人の戦士達との戦いがあったのか。

「ゼゼ、ポロ、ジェネ、ミトロ、ホゼ、ラダ、キュゼ──」

　ミーアが戦士達の名前を呟き始める。十二人の名前を呟いて、ミーアの声が途切れた。

　はらはらと透明な雫しずくが風に散る。

「ミーア、戻ろう」

「まって、もう少し……」

　肩車していたミーアを横抱きにして、ハンカチで涙を拭いてやる。

　もし、遺体が野ざらしだったら埋葬してやろうと、マップで検索する──この丘には遺体が存在しなかったので検索範囲を広げてみる。

　あれ？　ミーアが名前を挙げた十二人の名前の内、五人がこれから向かうカイノナの街に生存していた。奴隷として奴隷商館らしき所にいる。

　残り七人は存在しない。検索設定を調整して、街の近くの木立の根元に六人が埋葬されているのを確認した。残り一人は遺体も残らなかったのか……。

「ミーア、生き残りが近くの街にいるかもしれない。次の街に寄った時に探してみよう」

「ん、わかった」

　生き残りがいるのは確定なんだが、固有ユニークスキルを内緒にしたまま上う手まく説明できる自信がなかったので、こんな言い方になってしまった。




　　　　◆




「一匹あたり、金貨十枚で御座います」

「ほう、ずいぶん吹っかけて来たな」

「吹っかけるなどとは心外で御座います。これでも正直者で通っておりますです、はい」

　頭の薄い奴隷商人がこちらの懐を探るように厭いやらしい上目遣いで見上げて来た。

　オレは昼過ぎにカイノナの街に到着した後、一人で奴隷商館を訪れていた。もっとも小さな街の奴隷商館なので、奴隷が十人しかいない小さな店舗だ。

「正直者が聞いて呆あきれる。相場なら金貨三枚にも行かないだろう？」

　体が小さく力仕事に向かない鼠人族ラツトマンの奴隷は安い。愛あい玩がん用途で買う者もいないので、相場は銀貨三枚程度の安値だ。彼らの場合、戦闘用のスキルがあるので多少高くなるが、それでも金貨三枚が精々だろう。実際、相場は銀貨で十二枚──金貨二枚半弱になっている。

「もう数日もすれば鉱山都市の奴隷商人が買い付けに来ますので、少々お高くなっております」

　オレが年若いと見て与くみし易やすいと見たのだろう。「交渉」スキルに頑張ってもらったが、それでも金貨六枚までしか値切れなかった。

　このまま言いなりになって払っても良いが、カモ扱いされるのも業ごう腹はらなので少しズルをする事にした。

　セーリュー市で手に入れてから使っていなかった、「威圧」スキルにポイントを割り振って有効にする。これで少しは対応がマシになるだろう。

「五人で金貨十五枚だ」

　オレは微笑ほほえみ掛けながら、奴隷商人に最さい後ご通つう牒ちようを突きつけた。もちろん、目だけは冷ややかになるように気を付ける。

「威圧」の効果なのか、奴隷商人の状態が「恐慌」に変わる。スタミナも徐々に減っているようだ。

　青い顔をして口をパクパクさせる奴隷商人に一歩近付く。

「は、はい、そのき、金額でお売り致しますです、はい」

　ここまで効果が高いと交渉じゃなくて、脅迫とか恐喝の類だな。称号にも「脅迫者」というのが付いていた。以後はよっぽどの事がない限り使わないようにしよう。

　まあ、相場より大分高い金額なのだから、奴隷商人も損は無いはずだ。

　奴隷契約を終え、手続き待ちの間に暇そうな店員に買ってきてもらった中古のフード付き外がい套とうを鼠人達に着せる。

　人族用の物なので、背の低い鼠人達が着ると引き摺ずるような長さだ。怪しい風体だが、亜人と判る姿よりは安全だろう。

　鼠人達を連れて皆の待つ宿に向かう。

　アリサが交渉するというので任せておいたのだが、どういう手段を使ったのか、宿の部屋の中に獣娘達を泊めるのに成功したようだ。後で秘ひ訣けつを聞いてみよう。

「あ、ご主人様！　本当に見つけたの？」

「人探しは得意だって言っただろう？　それより、ミーアを呼んできてくれないか？」

　驚くアリサに何でもない事だと答え、ミーアを呼びに行かせる。

　オレが口にしたミーアという言葉に、鼠人達の間からわずかにざわめきが走った。母国語で呟つぶやいたらしく「灰鼠人族語」スキルが手に入っていた。

「おっけー。その格好じゃ部屋に入れて貰もらえないと思うから、厩きゆう舎しやか馬車で休んでて」

「わかった。馬車で休憩させるよ」

　オレは鼠人達を宿の中庭に駐車してある馬車へ連れて行く。

　鼠人達を馬車に乗せ終わったタイミングでミーアがやって来た。

「ゼゼ、ジェネ、ミトロ、ホゼ、ラダ」

　鼠人達の名を呼び、皆纏まとめて腕を回して抱きつく。鼠人達も「シメさむぁ」と聞き取りにくいシガ国語で再会を喜んでいた。きっと「姫様」と言っていたに違いない。

　だが……。

「マスター、宿の主から夕飯は宿で──」

　そんな和やかな雰囲気がナナの登場で殺伐としたものに一変した。

『『『悪魔人形』』』

『『『姫様を守れ』』』

　鼠人の内、三人が藁わら束たばのクッションを構え、残りの二人がミーアを抱えて馬車の奥に避難させる。

　それを見たナナが護身用の細剣を抜いて、身体強化の理術を使う。ナナはナナで臨戦態勢だ。

「敵性体を確認。マスター、排除許可を」

　鼠人達の言う悪魔人形とは、ナナや彼女の姉妹のホムンクルス達の事だろう。

　彼女達は「トラザユーヤの揺り篭クレイドル」事件の時に、ミーアを捕らえていた「不死の王ノーライフキング」ゼンに仕えていたので、鼠人達とも実際に戦った事があったのかもしれない。

　さてと、見守っていたら本当に戦いが始まりそうなので、割って入る事にした。

「ナナ、戦闘行動を禁止する。お前達も藁束を下ろせ、『命令』だ。それからミーアを庇かばってるつもりの二人はミーアの上から退どいてやれ。ミーアが苦しがっているぞ」

　ナナはすぐに剣先を下ろしたが、身体強化は掛かったままだ。

　鼠人達はオレの「命令」を聞かなかったせいで、「契約違反」状態になって苦しそうに喘あえいでいる。「契約コントラクト」を違反したら、こうなるのか。隷属の首輪をしていないから、物理的に首が絞まっているわけでは無いはずだが、相当苦しそうだ。

　後ろの二人はミーアを解放して、「契約違反」状態が解除された。ミーアがパタパタと三人の鼠人達の前に回りこんで、両手を広げて彼らを制止する。

「藁束を下ろして」

　苦しみつつも藁束を構える三人にミーアが訴える。

「サトゥーは味方」

『で、ですが、後ろの悪魔人形は魔人の部下でありまする』

「ナナも味方」

　ゼンは魔人って呼ばれていたのか。鼠人達も自分達の言語だと流りゆう暢ちようだ。

　オレやナナの名前を言われても鼠人達には誰か判らないだろうと思ったのだが、「味方」という単語とミーアの雰囲気から、前衛の三人が藁束を下ろして「契約違反」の苦しみから解放された。

『オルぇはサトゥー、こちカ、ナナでゅあ』

　鼠人の言葉で自己紹介をしようとしたが、思ったよりも発音が難しい。彼らの口の構造に合わせた言語だから人族の口だと話しにくいのか。オレは諦あきらめてシガ国語で話す事にした。

「オレはミーアを故郷に連れて行く所なんだよ。ナナは以前は魔人の配下だったが、今はオレ達の仲間だ。ミーアに危害を加える事はないから安心しろ」

『では、我等はミーア姫の護衛をする為ために買われたでありまするか？』

　オレは彼らの質問に首を振って否定する。簡単にミーアを攫さらったゼンが昇天した事と赤兜が無事である事、そして鼠人の捕虜が奴隷にされた噂うわさを聞いて彼らを故郷に帰す為に買い取ったと伝えた。なお、「噂」云うん々ぬんの作り話は「詐術」スキルの活躍だ。

　鼠人達には充分な食事を摂った後に一晩ゆっくり眠らせて、明日あしたの朝、国境の山やま裾すそまで送るという事で話を纏めた。

　オレとしては数日は休養を取らせるつもりだったのだが、思ったよりも鼠人達の健康状態が良かったので予定を前倒しにした。

　奴隷の境遇にも耐えられたのは、彼らが鍛えられた戦士達だったからだろう。




　獣娘達とミーアを鼠人の世話と護衛に残して、オレ達は物品の調達をする事にした。

　アリサとルルにナナを護衛に付けて、セーリュー市で買い忘れた品物や食料を買いに行かせる。もちろん、鼠人用の物もだ。

　オレは鼠人用の登山道具とミーア用の楽器、狩猟用の弓矢、学習カード用の薄い板、木工や細工の為の雑多な工具を買いに行く。

　残念ながら小さな街だったので、求めていた品物の半分も手に入らなかった。

　流通が発達していないし、需要も少ないから仕方ないのだろう。

　それでも、楽器や弓矢、木板は手に入れる事ができた。楽器は弦の傷んだ中古のリュート、弓矢は狩猟用の短弓が二つに青銅の鏃やじりの矢が二十本だけだ。

　脚立や調理台、テーブル、椅子類などの一般的な道具は問題なく買えた。ほとんどが中古だったのが、現代日本というか消費社会との違いだろう。

　工具類は受注生産らしいので、大きな都市に滞在する時までお預けだ。それでも中古のヤスリとノミ、それから木鎚づちが手に入ったので多少の加工はできそうだ。

　学習カード用の薄板はカードサイズに切断して角を丸める加工までやって貰った。初めは三日掛かると言われたのだが、木工工房の親方が「三倍の工賃を出すなら一晩でやってやる」と口を滑らせたので明日の朝までに仕上がる予定だ。

　鼠人達の運搬用に荷車と牽けん引いん用のロバを二頭購入した。馬が売っていなかったのだ。山裾からはロバの背に荷物を載せて運ばせれば良いだろう。




　翌日、セーリュー市を出発してから三日目の朝、高いだけであまり美味おいしくない朝食を食べてオレ達はカイノナの街を出た。

　灰鼠首長国との境に向かう前に、鼠人達の仲間が埋葬された場所に立ち寄る。

『ボルエナンの森のミサナリーアが、シガ王国の木々に願う。我を守り勇敢に敵に立ち向かい散っていった鼠人族の勇者達に、安らかなる眠りを与えん事を』

　ミーアがエルフ語で静かに墓標の木に願う。その言葉に応えるように、木の枝が風もないのにザワザワと鳴る。まるで、木に宿る精霊がミーアの言葉に応えたようだ。

　リュートの音色に合わせて、ミーアがエルフ語の葬送の詩を歌う。

　オレ達は木の根元に彼らが好きだったというチーズの塊と干し肉の塊を供え、供養の酒を撒まいた。

　鼠人の一人が墓の近くに埋めて隠してあった鞍くら袋から一枚の紙を取り出して、オレに差し出してきた。

『こで、オイの宝物。サトゥーにやる。お礼』

『ホゼ、そんな役にも立たない紙切れ渡されたって、サトゥー殿を困らせるだけだぞ？』

　それはとても小さい字がびっしりと書かれたメモ用紙だった。

　そのメモには陶芸関係の事が妙に詳細に書かれていた。内容よりも、オレは書いてある文字の方に目を引かれた。

　オレはアリサを呼びつけて、彼女が来るまでの間、ホゼに質問する。

「いや、ありがたく戴いただくよ。ところで、これはどこで手に入れたんだい？」

『山で遭難していた人族がオイにくれた。変なヤツだった』

　オレはホゼに礼を告げて、その紙にもう一度視線を落とす。

「呼んだ？」

「ああ、これを見てみろ」

「へ？　何コレ？　釉ゆう薬やくの作り方とか陶芸関係のメモ書き？　──って日本語？　ご主人様が書いたの？」

　そう、そのメモ書きは「日本語」で書かれていた。文具屋やコンビニで売っているような罫けい線せんが引かれた上質紙のメモ帳を破いたような紙切れだった。

　その後、ホゼからもう少し根掘り葉掘り尋ねて得た情報から推測して、日本人疑惑のあったリリオの元彼氏が、このメモ帳の持ち主だった可能性が高い。

　彼はセーリュー市を訪れる前にホゼに会ったようだ。不思議な縁を感じる。その内、本人にも会えそうだ。

　オレはメモ帳をポケット経由でストレージの「日本人」フォルダへと収納した。




　しばしの時をそこで過ごし、オレ達は国境の山裾に向かった。

「きらきら～？」

　タマの言葉に山の中腹に視線をやると、確かに何かが光を反射している。「望遠」スキルで見えたのは槍やりの穂先のような物だった。素早く、マップで確認する。

「出迎えみたいだ」

「むぅ？」

「あれは赤兜──ミゼとその仲間達だよ」

　マップで見つけたのは赤兜と三十人ほどの鼠人達だ。たぶん、生き残りを探すための部隊だろう。

　鼠人のまとめ役をしているゼゼに、山の中腹にいる赤兜に狼煙のろしで連絡を取らせた。




「姫様、それび、ざトぅー。感謝すグゥ」

「気にするな」

　出迎えに来た赤兜に鼠人達を引き渡す。

　相変わらず鼠顔のクセにニヒルな男臭い表情だ。

　赤兜の仲間達は六本足の猪いのししみたいな魔物を騎獣にしていた。称号が「従魔」となっていたので魔物を調教したのだろう。

　他にも荷物運び用に「愚ぐ鹿しか」というずんぐりした鹿を連れていた。これは山岳での運搬に向いていた品種らしい。どうやらロバは不要みたいなので、街で売却する事にした。

『キュゼ！　お前、生きていたのでありまするか！』

『ポロ副隊長が守ってくれたであります』

　赤兜の連れていた中に生き残りの鼠人の戦士がいたようだ。例の遺体も残っていないと思い込んでいた最後の一人だろう。

　昼間のマップ検索で発見できなかったのは何な故ぜだろう？

　ひょっとしたら、マップ検索は現在オレがいる支配領域しか対象にならないのかも。

　いや、さっき領域外にいた赤兜達の光点は見えていたから、デフォルトの検索範囲がそうなっているのだろう。

　再会を喜ぶ鼠人達を見ながらそんな事を考えていたオレに、赤兜が話しかけてくる。

「ざトぅー、貴殿にぃ」

「ああ、灰鼠人族語も判るから無理にシガ国語を喋しやべらなくて良いよ」

『貴殿は博識だな。この鈴を貴殿に譲りたい。里さと長おさに預けていたものだが、エルフ様方の作られた品だ。これには特殊な効果は無いが、隠れ住む妖精族や隠者達にエルフ様の信頼を得た者の証として通用する。ミサナリーア様の信頼を得たサトゥー殿には所持する資格があるだろう』

　大切な物みたいなので固辞したのだが、自分だけで無く仲間達を平和裏に人族から救い出してくれたお礼だと言って聞かなかった。

　赤兜達はシガ王国と衝突してでも仲間を探すつもりだったそうで、オレ達は意図せず地域紛争を未然に防いでいたようだ。

　結局、エルフの鈴は押し問答の末に受け取るハメになった。正式な名前は「ボルエナンの静せい鈴りん」というらしい。赤兜によると、世界樹の枝から作られた品だそうだ。

　赤兜から鈴を受け取ったミーアがオレの腰帯に付けてくれた。この鈴は中に玉が入っていないので音が鳴らない。エルフ達が発行する身分証的な物なのだろう。
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　　　　◆




　オレ達はロバと荷馬車を売る為に再びカイノナの街に寄る事にした。

　国境との往復に時間を食ったので、カイノナの街に到着する頃には夕方近くになってしまった。

　道中では学習カードを完成させて皆から称賛を受けたくらいで、他に特筆するような出来事はなかった。

　アリサ達に昨日の宿で部屋を確保するのを頼み、オレは一人でロバや荷馬車を買った店に向かう。

　幸い閉店時間の前に辿たどり着つき、元値の八掛けで買い取って貰もらう事ができた。

　宿で食べた夕飯は今朝と同様にイマイチだったが、羊肉の焼肉だけはなかなか美う味まかった。少々塩味が濃すぎるが、臭みも無かったし充分及第点だと思う。




　オレは夜中にこっそりと宿を抜け出し、一人で歓楽街に出かけた。

　だが、人口の少ない街らしく歓楽街の規模が小さい。立ち飲みの屋台が十軒ほどと酒場が二軒あるだけだ。

　どうやら、この街には綺き麗れいなお姉さんと楽しむ店が無いようだ。

　立ち飲み屋台の周りで客を探す街がい娼しようの娘さん達は、若すぎるか熟女すぎたのでスルーする。

　二軒ある内の比較的客層の良さそうな店に入る。もう片方の店は堅気とは思えないご面相の人達が大勢でバカ騒ぎをしていた。

　店の位置が離れているのが幸いだ。

　空いているテーブル席に座ると清せい楚そな顔立ちに美乳の女給さんが注文を取りに来る。なぜか注文をとる姿勢が不自然で、ちらちらと覗のぞく胸の谷間が素敵だった。

「お若い商人さん、お酒は何を持ってきましょう？」

「蜂蜜酒ミードはあるかい？　なければお勧めを頼む」

「蜂蜜酒は無いから、カイノナ羊よう乳にゆう酒しゆはいかがかしら？」

　街の名産らしい。名物に美味いモノ無しと言うが、ご当地名物に挑戦するのも旅の醍だい醐ご味みだ。

　オレは羊乳酒と羊肉と豆の煮込みの皿を注文した。女給さんの顔が近い。金髪で人の頰をくすぐるのは止やめてください。

　ほどなく注文した品が届き、羊乳酒を一口啜すする──不味まずい。生臭さと酸味が予想以上にキツイ。口に含んだ瞬間に、鼻び腔こうを刺激してきた獣臭に負けて咽むせてしまった。

　昔飲んだ馬乳酒はもう少しまろやかな酸味だったんだが……。

　あれは日本人向けに味を調えた物だったのかも知れない。結局、追加で飲み易やすいシガ酒を頼む事にした。

　煮込みの方は塩分控えめで優しい味わいだ。たっぷりの豆に羊肉の脂が絡んでいて美味い。ほとんど肉がないのが気になるが、ツマミとしては充分だ。

「おい！　塩が効いてないぞ！　ケチケチせずに入れやがれ！」

「やかましいぞ、この飲兵衛が！　そんな値段でポンポン塩を使えるかってんだ」

「けち臭い爺じいだ。テメェなんて魔女の大おお釜がまで煮られて食われちまえ！」

「なんだとぉ──」

　……常連客と店主の言い争いが聞こえてしまった。

　上品な味付けってわけじゃなかったのか。美味いからいいけどさ。

　一人で飲むのも寂しいので、地元民にタダ酒を振る舞って噂うわさ話の輪の中に交ぜて貰う。
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　追加注文の度に女給さんが「当ててんのよ」的なサービスをしてくれる。なかなか素敵なお店だ。チップに賤せん貨かではなく銅貨を奮発したからかもしれない。

　噂話もカイノナの街の中の話がほとんどで、街の外の話は星降りの事や蟻ありの魔物の大群が街の近くまで来た事、隣のクハノウ伯爵領との境で狼おおかみの被害が増えているという話くらいだった。

　あと噂話と言うよりは寓ぐう話わみたいな感じだったが、クハノウ伯爵領の森に暮らす魔女の話も聞けた。善良な者には薬を与え、無法に森を荒らす者は捕らえて大釜で煮てしまうのだそうだ。

　どうせならお菓子の家に住んでいるとか、もっとファンタジー感が欲しかった。

　さて、充分に楽しんだので酒場を出ようと立ち上がる。いつの間にかオレの横で飲んでいた女給さんがオレの腕を取って、酒場の二階へと引っ張って行く。

　周りの酔客に口笛で囃はやしたてられて、ようやく酒場が連れ込み宿を兼ねている事に気が付いた。酒場の女給が娼しよう婦ふを兼ねている事は、過去の地球でもあった風習だ。

　……たくさんチップをはずんだ女給さんのご奉仕は実に献身的だった。

　翌朝、満足そうに眠る彼女の枕元に銀貨を添えておく。充実した夜のお礼だ。

　衣装を着替えて、酒場に営業に来ていた呪い士の魔法で綺麗に洗浄して貰う。これで香水や女性の体臭や色々な痕こん跡せきが消えたはずだ。

　これだけ配慮したのに、宿に帰ったオレは浮気者の亭主のような扱いを受けてしまった。

　怒っているのはミーアとアリサだけで、ポチとタマは意味が判わからず、リザやナナは特に問題視していないようだ。ルルは複雑そうな顔をしているが、特に怒ったり悲しんだりはしていない。

「不潔」

「もう！　これだけ女の子がいるのに、どうしてそう浮気性なのよ！」

　浮気も何も、被保護者に手を出すのは倫理的に不ま味ずいだろう。

　だから、たまに外で発散するくらいは大目に見て欲しいものだ。

　そんな可愛かわいい修羅場から始まったセーリュー市出発から四日目の朝。

　オレ達は気分転換を兼ねて、出発前に少しだけ朝市を見て回る。

　あまり目新しい物はなかったが、色々と食材を買えたので良しとしよう。精肉所で羊の半身が買えたので、今日の晩御飯はジンギスカンとかが良さそうだ。




　早くも朝市を終えて帰る村人に続いてカイノナの街の門を潜くぐる。

　高台にある街門から街道までの下り道は、丘を切り開いて作ったのか両脇が高くて街道との合流地点まで視界が悪い。信号機も無いので、出会い頭の事故もあるようだ。

　オレ達の前で荷車を引いていた農民夫妻が下り坂で速度を落としきれなかったのか、街道との交差点に飛び出した。衝突しそうになった馬が棹さお立だちになって急停止する。

「邪魔だ愚民ども！　道を開けろ！」

　騎馬の男性の進路をふさいだ荷車の農民夫妻が口汚く罵ば倒とうされている。荷車を引いていた農民の夫が馬に蹴られたのか地面に蹲うずくまり、その横で妻らしき女性が土下座するように馬上の男性に詫わびている。

　オレ達の後ろから、何事かと門衛達がやって来た。

　それを見て男が荷車を避けるように馬首を巡らす。その時に不意に男と目が合った。瞬間、その瞳が憎々しげに歪ゆがむ。

　──はて、睨にらまれる覚えなんてないし、そもそも男とは面識がないはずだ。

　だが、それも僅かの間の事で、門衛達が近付く前に男はそのまま街道を去って行った。

「ご主人様、先ほどのはあの男では？」

「誰だっけ？」

　どうやら、リザには見覚えがあるようだ。

「セーリュー市で羽蟻の魔核コアを巻き上げようとした役人です」

「ああ、あの小悪党か」

　リザ達の成果を横取りしようとした領軍の主計課の男だ。

　名前は覚えていないが、あの時の小物っぽい悪事が印象的で「小悪党」と脳内インプットされていたようだ。

　マップで男を確認したら、所属が「なし」になっていた。

　もしかして横領とかが発覚して領軍を首にでもなったのかな？

　さほど興味も無いので、オレは脳裏から小悪党の人相を振り払い馬車を発進させる。

　農民の夫は馬に蹴られた時に怪け我がをしたらしく、状態が「骨折」になっていた。詳細を選択すると「骨折：鎖骨」と判る。体力ゲージの低下が止まっているので継続ダメージは無いようだ。

　門衛達は事情聴取を終えて門に戻って行く。事故として処理するようで、怪我をさせた相手を追いかけたりはしないみたいだ。

　旦だん那なさんを荷車に乗せ、奥さんが細腕でそれを引いて行こうとしたので、セーリュー市で買った下級の体力回復薬を与えた。

　夫婦二人で遠慮していたが、無理矢理飲ませて回復させた。単純骨折なら下級の体力回復薬でも癒せるみたいだ。夫婦が平身低頭で礼を言ってくるのを鷹おう揚ように受けてその場を去った。

　馬車を走らせてしばらくしてから、アリサが苦言を呈してきた。

「見知らぬ他人にまで魔法薬を配ってたら、キリがないわよ？」

「大丈夫だよ。下級の体力回復薬で骨折が治せるか知りたかっただけだから」

　そう、人助けはついでだ。必死な奥さんの姿に心打たれたからじゃない。

「そういう事にしておいてあげるわ」

　アリサが「わたしは何でもお見通しよ」と言う表情で肩を竦すくめる。

　──だから、ついで、なんだってば。




　ちょっと確認したい事ができたので、御者をリザと交代する。

　御者台のすぐ後ろでミーアのリュートの伴奏によるアニソンの合唱をしていた皆の間を通り抜けて、荷台の一番後ろに腰掛けて空を見上げる。ここはオレが呪文の作成など考え事をする時の定位置だ。

　オレはマップを開いて確認作業を始める。

　一応チェックしてみたが、さっきの小悪党の賞罰欄には「轢ひき逃にげ」のような罪は刻まれていなかった。

　マップを検索して賞罰の種類を調べてみた。「窃盗」「傷害」「殺人」「強ごう姦かん」「放火」「反逆」の六種類だけのようだ。

　あれ？　さっきの事故はともかく、オレがセーリュー市で悪漢を殴ったり無力化したりした時に「傷害」は付かなかったぞ？

「どうしたのよ？　難しい顔して」

　いつの間にか近くまでやってきたアリサが、心配そうに覗き込んできた。

「ああ、ちょっとヤマト石の賞罰欄の事を考えていたんだ」

「そんな事だったら、このアリサちゃんに聞いてよ！　詳しいわよ～」

　アリサが薄い胸を張って変なポーズを取る。ポチやタマがマネするから止めなさい。

「まず、賞罰の種類は七種類ね」

「六種類じゃないのか？」

「違うわよ、窃盗、傷害、殺人、強姦、放火、反逆の六つが一般的だけど、『背信』っていうのがあるわ」

　──背信？　オレの脳裏に堕落した聖職者が「この不信心者め！」とツバを飛ばしながら叫ぶ映像がよぎった。

「洗礼を受けた神様の教えに反したり、その神様を裏切ったり貶おとしめたりするような行為をしない限り『背信』にならないから、今まで見た事無いけどね」

　それだと「神の洗礼」を受けなければ「背信」になる事はないのか？

　そんな疑問をアリサに尋ねてみた。

「そりゃそうでしょ。契約せずに制約違反になるのは無理よ。洗礼を受けると神の祝福を得られる事があるから、たいていは奉公に出始める七歳くらいから成人までの間に洗礼を受けるみたいね」

　そうか、この世界は神が身近に実在するから、現世利益があるんだっけ。

「それに流行はやり病やまいとかが起こったら、洗礼を受けた信者を優先するから、洗礼を受けないのはお布施のできない貧乏人か、王族や領主の直系くらいね」

「前者は判るけど、後者は何な故ぜだ？」

　王権神授がリアルにありそうな世界なら、為政者こそ率先して洗礼を受けそうなのに。

「王や領主は位を継いだ時に、都市核シテイ・コアと契約しないとダメだから。洗礼を受けていると継げないのよ。都市の太守とか街の守護なんかの役職に付く人は、王や領主から代行を任されて都市核の使用代行権を預かるだけだから洗礼を受けていても大丈夫なの」

「待て、アリサ。一度に言われても判らないよ」

　怒ど涛とうのようにまくし立てるアリサを制止する。

「都市核っていうのは何だい？　迷宮核ダンジヨン・コアみたいな物なのか？」

「そうよ、ってゴメン、この話はオフレコでお願いね。都市核ってお城の地下にあるんだけど、王族や領主の直系、それも次代を継ぐ人間だけの秘密なのよ。わたしは王太子の兄さまの授業に忍び込んで聞いてたけど、下手したら消されちゃうから注意してね」

　アリサが舌をだしてウィンクをする。突っ込み待ちな顔をしたアリサをスルーして、もう少し続きを教えて貰もらう。

「判った、他言はしないから、もう少し都市核の詳細を教えてくれ」

「おっけー、領主や王が契約する物っていうのはもう話したよね？　契約すると都市の地下にある源泉の力を操れるようになるの」

　都市の地下にも源泉があるのか。そういえばナディさんもミーアの治療の事を話した時に、セーリュー市の城の奥に源泉があるって言ってたっけ。

「都市を魔物から守ったり、周辺の土地を豊かにしたりする儀式魔法が使えるのよ。範囲が広いからしょぼい効果に誤解されがちなんだけど、儀式魔法は領地全体の気候を調整したり、水不足を緩和したりして生産性の底上げをしてくれるの。範囲を城に絞ったら中級や上級魔族の攻撃だって何度かは防げるらしいわ」

　なかなか凄すごい物のようだ。

「アリサ、そこまで都市核が重要なら、都市や街は源泉の傍そばにしか存在できないんじゃないのか？」

「そうなるわね。都市や街が築けるほどの源泉は滅多に無いはずよ。大抵は精霊溜だまりや魔物溜りって呼ばれる小さな源泉がほとんどね」

　アリサの言う精霊溜りは、潤沢な魔力の影響で珍しい植物や動物が生息する場所らしい。季節外れの花が咲いたりもするそうだ。

　魔物溜りは名前通り魔物が住み着く場所らしい。トラザユーヤ氏の資料と併せて考察すると、普通の生物が魔物溜りの瘴しよう気きを吸って魔物に変へん化げしたのが真相のようだ。

　横道に逸それた思考を戻して、アリサに話を続けて貰う。

「それにフルー帝国時代以降に新規で都市核が作られたって話は聞かないそうだから、特に秘匿されているの」

「それなら侵略戦争が頻発するんじゃないか？」

「そりゃあるけど、余り大規模な戦争をしたら魔族が介入したり、竜の好奇心をそそっちゃうから小競り合いが殆ほとんどね」

　なるほど、魔族や竜の存在が人間同士の大戦争の抑止力になっているのか。

　話が逸れたことをアリサに詫びて、都市核の話に戻ってもらう。

「えーっとね。他には『叙爵』『褒賞』『断罪』『免罪』なんかの機能があったはず。叙爵は騎士を任命したり貴族に取り立てる事ね。褒賞は勲章を授けたりするの。支配領域内だと『支援バフ効果』があるらしいわよ。逆に賞罰に罪を刻まれている人間は『阻害デバフ効果』があるらしいわね」

　どの程度効果があるのかという質問には答えが返って来なかった。アリサも知らないそうだ。

「断罪は罪人を罰するのか？」

「まさか。罪人は物理的に首ちょんぱで終わりよ。犯罪者を告発する調書を『断罪』すると、告発された相手が本当に罪を犯していたら賞罰に罪が刻まれるの」

　おお、冤えん罪ざいとは縁のない素敵なシステムだな。

「でもね、『免罪』で罪を消せるから、領主や王が不都合な罪は無かった事にされちゃうのよ」

　だからこそ、為政者の公平さや厳格さが重要なのだとアリサは言う。

　本来の『免罪』は戦争に出兵した兵士や騎士の「殺人」罪を消す為のモノらしい。

「なあ、アリサ。オレがセーリュー市で人を殴った時に『傷害』の罪が付かなかったのは何故かわかるか？」

「裂傷や骨折とか重傷を負わないと『傷害』にならないわよ。酒場のケンカとかで殴り合いなんて日常茶飯事だしね。さっきのみたいな事故の場合は当事者同士の認識で賞罰が付くか決まるみたいよ」

　なるほど、さっきの農民夫妻は自分の方が悪いと思ったから相手の賞罰に「傷害」が付かなかったのか。

　そうだ、ゼンの自殺幇ほう助じよをした時も「殺人」が付かなかったが、ゼンが「殺人」だと思わなかったからなのだろうか？

　よく考えたら人を殺あやめたはずなのだが、今ひとつ実感が無い。悪霊みたいな外見だったので成仏させたような感覚だったからかもしれない。

　それか、精神力ＭＮＤの能力値が高いせいとか、ゲーム的な補正とかかも。うじうじと悩むのは趣味じゃないから、そういう事にしておこう。

　あ、竜や蜥蜴とかげ人達も殺してたっけ……。どうして「殺人」の罪が付かないのだろう？　正当防衛だと罪にならないのかな？

「アリサ、殺人をして賞罰に載らない事はあるのか？」

「あるわよ。毒殺とか、暗殺みたいに正体を悟られずに殺したりね。あとは正当防衛とか双方合意の決闘なんかで殺しちゃった時とかもかな」

　ふむ、流星雨で倒したのと蜥蜴人との対決はそれでだな。

　先制してきた蜥蜴人はともかく、不可抗力で殺された竜達には悪い事をした。オレはストレージ内の「墓場」フォルダを表示して、もう一度、冥めい福ふくを祈る。シガ王国を一周してセーリュー市に寄った後にでも、竜の谷に本物の墓を作ろうと心に決めた。

　そんなオレの思いを他所よそに、アリサが思い出したように話を付け加えた。

「あ、王様や領主が自分の領地で人を殺しても罪にならないわよ」

　それはまた酷ひどい話だな。そんな特権があるなら、ゼンに滅ぼされた侯爵みたいに自分の領地で神のように振る舞うダメ領主とかも出てきそうだ。




　この時、オレは新しい情報の波に溺おぼれて「神の洗礼を受けると都市核と契約できない」理由をちゃんと聞くのを忘れていた。そして、その事を知ったのは随分と先の事だった。




　　　　◆




　あんな事故に遭遇したせいか、オレは昼休憩の時に先延ばしにしていた錬金術の実習をしてみる気になった。

　自作できるようになったら、もっと気楽に配れるだろう。

　楽しそうに学習カードで遊ぶ皆を横目に、錬金術の道具を並べる。

　アリサの「今度は錬成？　どんだけ多才なのよ」という、どこか呆あきれたような呟つぶやきを「聞き耳」スキルが拾ってきた。

　オレはそんな呟きを聞き流し、防水シートの一角に陣取って、老ノームから買った本を見ながら錬金術の準備を続ける。理科の実験道具みたいな器具が多い。

　教本はストレージに収納したままメニューの閲覧機能でページを開いている。この状態なら本のページを手で押さえなくても良いので便利なのだ。

「錬金術の初歩」を読む。老ノームに最初に読めと念を押された本だ。本というよりは小冊子というべきか？　わずか二十ページほどの薄い本だ。

　その本は道具の説明から始まっている。しかも図解入りなので初めてでも道具を間違えないように配慮されている。爺じい様が最初に読めと念を押すだけある。

　まず乳鉢と乳棒を取り出す。よく知っている白い磁器製ではなく薄いピンク色の乳鉢だ。鑑定してみたら瑪め瑙のう製だった。瑪瑙って宝石じゃなかったっけ？

　本の通りに「試薬一」と書かれた袋から乾燥させた薬草を乳鉢に移してゴリゴリ磨すり潰つぶす。小鉢に水を入れて、細い金属製の攪かく拌はん棒で磨り潰した薬草を溶いていく。

　開始から五分ほどで調合が終わる。入門書の一番初めに書いてあるだけあって非常に簡単だ。




[image: ]「調合」スキルを得た。




　さっそく「調合」スキルにポイントを最大まで割り振って有効化アクテイベートする。

　完成した水溶液は「熱冷まし薬」だ。鑑定してみると「熱冷まし薬（品質：最低）」という名称で、内容は「解熱作用のある水みず薬ぐすり。効果は極めて低く気休め程度である」となっていた。初めての調合だ、品質が低いのも仕方ないだろう。

　鑑定していて気がついたのだが、アイテムの備考情報に製作者の名前が刻まれるようだ。

　リザの槍やりを鑑定すると「製作者：サトゥー」と表示された。ＡＲ表示では製作者情報が出なかったが、メニューの設定を弄いじると表示されるようになった。非表示がデフォルトだったらしい。

　ヤバそうな薬やアイテムを作る前に気が付いて良かった。次からアイテムを製作する時は名前を空欄にして作る事にしよう。




　入門書の次のページには、「錬成板がある者は二章に、錬成板が無いものは四章へ進め」と書かれている。ビジネスソフトの入門書というよりは、往年のゲームブックのような印象を受ける書き方だ。

　二章は錬成の初歩となっていた。魔法薬ポーシヨンを実際に作るようだ。

　教本の解説によると、調合によって製作する通常薬品と錬成によって作られる魔法薬は効果が似ていても違うものとして扱われるそうだ。

　魔法薬の方は製作するのに秘薬と呼ばれる魔力触媒や魔力ＭＰが必要になるが、代わりに効果が即座に発揮される利点がある。

　魔法薬の錬成作業を入門書に従って進める。

　まずは錬成板の準備だ。黒こく檀たん製なのか黒い木目の大きな板だ。表面に魔術的な感じの浅い溝が沢山刻まれている。板の上の六ヶ所の印の場所に、付属の金属棒を立てる。細い金属棒には錬成板と同じような意匠の細かい彫刻が施されていた。

　設置が終わったら錬成板の手形の印に両手を置いて、起動の合言葉を言う。普通のシガ国語の単語で「錬成板起動」と言うだけで、オレの両手から魔力が吸い込まれ錬成板の溝から淡い赤い光が漏れる。なかなか綺き麗れいだ。

　錬成板の機能設定はこの溝に指を這はわせて行うらしい。ある意味、タブレットのタッチパネルみたいな仕組みだ。

　オレは教本の指定通りに錬成板を設定し、六本の金属棒の真ん中に金属製のビーカーを置く。

　そこにさっき製作した水薬を入れる。これが魔法薬のベースになるそうだ。

　そこに調合済みの秘薬──「試薬二」を攪拌しながら少しずつ混ぜる。この「試薬二」が沈殿する前に魔力を注ぐ。

　錬成板に手を置いて魔法薬の錬成を開始する。

　六本の金属棒が真っ赤に光り、ビーカーの中の「試薬二」の粉がキラキラと淡く光り出す。反射ではなく粉自体が発光していた。この輝きが消えると完成だ。




[image: ]「錬成」スキルを得た。




　もちろん、「錬成」スキルも最大まで取得しておく。

　完成した魔法薬ポーシヨンは「解熱ポーション（品質：最低）」だった。捨てるのも勿もつ体たい無いのでビーカーの中の液体をそのままストレージに収納しておいた。

　さて、ここからが本番だ。

　オレは体力回復薬用の秘薬が三本分あったので、教本の手順どおりに錬成して行く。慣れもあるが、「調合」と「錬成」スキルのお陰で高品質な体力回復薬が完成した。

　スキルを上げてから調合や錬成をした時に、「薬師」や「錬金術士」の称号を手に入れた。

　教本によると魔法薬は専用の小瓶に入れて保管しないと魔力が抜けて劣化してしまうそうだ。

　小瓶には専用のインクで書かれた簡単な魔法陣が描かれている。この魔法陣の効果で中の薬から魔力が拡散しないらしい。

　オレは鑑定やＡＲ表示があったので気にしていなかったが、普通の人は小瓶に描かれた魔法陣で種類を判別するそうだ。

　教本には載っていなかったが、トラザユーヤ氏の資料によると材料を増やす事で一度に五本まで同時に製作できるみたいだ。

　魔法薬製作時に本数当たり二倍の魔力が必要な上に品質が若干下がると注釈があったので、教本には載っていないのだろう。

　更にスタミナ回復薬、それに鎮痛系の魔法薬を追加製作する。

　錬成板を片付けながら次に作りたい魔法薬のラインナップを考える。

　やはり、毒消しや麻ま痺ひ解除薬だろう。

　毒消しは毒の種類毎ごとに存在するので入門セットの中には合成済みの秘薬が入っていなかった。竜白石を使った万能版の毒消しなら便利そうだが、幾つか材料が足りないので今すぐ作るのは無理のようだ。

　麻痺解除薬も麻痺の種類によって色々あるので毒消し同様にバリエーションが多い。

　秘薬は魔核と安定剤が主成分となる。魔核は沢山あるし、少量なら「安定剤」もあるので、もっと薬を作ろうと思ったら作れるのだが、どうせなら、もう少し色々な薬を作ってみたい。

　次の街に着いたら魔法薬の調合に必要な素材を色々と買いあさってみよう。




　予想以上の成果にホクホク顔のオレを乗せて馬車が出発した。

　あまり皆を放置しても悪いので、野営地までの道のりは魔法の研究を取りやめて皆と一緒に遊ぶ事にした。

　音痴のオレにアニソンの合唱は辛いので、旅の定番「しりとり」を提案する。

　説明好きのアリサに「しりとり」のルールを教えるのを任せ、遊び始める。

　自分で提案しておいてなんだが、このゲームはオレにはハードルが高かった。日本語に翻訳された単語と実際のシガ国語の単語の発音が違うのを忘れていた。

　惨敗に次ぐ惨敗だったが、途中でコツを摑つかんでなんとか面目を保てた。

　思わぬ失敗だったが、年少組だけでなく年長組にも好評だったので、これからの旅の定番になりそうだ。

　そんな楽しい雰囲気のオレ達を乗せ、馬車は丘陵地帯を抜けて領境の山々の手前にある野営予定地へと辿たどり着ついた。




　　　　◆




「難しいな」

　オレは的から大きく逸それた矢を見てボヤいた。

　野営の準備を終えたオレ達は、カイノナの街で買った短弓の射うち方をミーアに教えて貰もらっていた。

　オレが射っているのを見て、獣娘達だけでなくアリサやナナもやりたがったので、ルルも巻き込んで一緒に練習してみる事になった。

　だが、弓を射るのは思った以上に難しい。

　一射目なんて、真まっ直すぐ飛ばすどころか足元に矢を落とすような体たらくだったからね。

「見てて」

　ミーアが模範的な試射を行う。弓道と違って、弓を水平に構える射ち方だ。

　皆も順番に試射をするが、オレと変わらない感じだ。

　意外に上う手まかったのがアリサで、前世で一週間だけ弓道部に入部していた事があると自慢にならない自慢話をしていた。

　ナナが弦で胸を打つハプニングは無かったが、弦で手を打ったポチが手を赤く腫らして、ミーアの水魔法で治癒して貰っていた。

　結局、実用レベルで弓を使えるのはミーアだけで、他にはアリサとタマが前に飛ばせるようになったくらいだった。命中率が低すぎるものの牽けん制せい程度になら使えるだろう。

　タマの場合は投石の方が威力も命中率も高いし、アリサも無詠唱で使える精神魔法があるので、弓を使うのはミーアだけになりそうだ。

　オレも適当な獲物を見つけて「弓」スキルを手に入れるまでは、手を出さないようにしようと思う。




　練習を終えた後、オレはポチとタマを連れて遠くに飛んでいった矢を拾い集めに、標的にしていた木の向こうにある藪やぶに分け入っていた。

　矢のある場所はマップでマーキングしてあるので、気楽な散歩と一緒だ。

　移動中に、魔法薬に使う薬草を見つけたので摘んでおく。

「薬草～？」

「そうだよ、これは赤茶篭かご目め草って言って魔力を回復する薬が作れるんだ」

　タマが興味深そうにオレの手元を覗のぞき込んできたので、薬草の説明をしてやる。

「タマも摘む～」

「ポチだって摘むのです！」

「じゃあ、皆で摘みながら帰ろう」

　矢の回収を済ませ、三人で薬草を摘んで帰る。「採取」スキルの違いなのか目め敏ざといだけなのか、タマの摘んだ薬草が一番多かった。




　野営地に戻ると、リザからメインディッシュを何にするか尋ねられた。

　タマと一緒に狩った鹿の肉は残り少ないので、カイノナの街で買った羊肉をさっそく使う事にした。

　格納鞄ガレージ・バツグ経由でストレージから出した羊肉をリザに手渡す。

　状態の変化しないストレージに収納してあったので、解体したてのままの色の肉だ。

　新鮮すぎる肉にリザが少し首を傾かしげたが、格納鞄の機能とでも思ったのかそのまま調理台で今日使う分を切り出して残りをオレに返す。

　年少組の活躍で調理以外の準備は早々に終わった。はらぺこ娘達の熱い視線を浴びるリザ達の為ためにも、年少組には夕飯ができるまで学習カードで遊んでいるように言っておいた。




　ただ夕飯を待つだけというのも何なので、オレは魔法道具製作にチャレンジしてみる事にした。

　セーリュー市で買った『魔法道具の基礎』は既に熟読してある。

　魔法道具は、大雑把に言うと特定の魔法効果を呪文の詠唱無しに再現する装置だ。魔法道具には魔導回路サーキツトというパターンを埋め込む事で呪文の代わりにするらしい。

　簡単な回路なら大した設備が無くても作れるが、複雑な回路を作るには専用の工房が必要になる。「豆電球と導線と電池による電気回路」と「半導体を使った電子回路」の違いと言えば判わかりやすいかもしれない。

　魔導回路を構成するためには、回路液サーキツト・リキツドを特定パターンで引くだけでいい。ちなみに回路液は本によっては魔液リキツドとも呼ばれるようだ。

　目的に応じて魔力抵抗の違う回路液を使う必要があったりするが、最初はオーソドックスに行こう。

　まず、カイノナの街で買った厚めの木板にインクで丸い円を描く。

　次に短剣を使って円を浅く彫る。

　後は、ここに回路液を流し込んで完成だ。

　今回製作している回路液は溶かした銅に魔核コアの粉と安定剤の混合物を投入するだけの一番簡単なモノだ。

　安定剤は錬成に使う物と同じなので、出発前に魔物避よけの粉と一緒に買ってある。意外に安価な品だった。魔法薬にも使うみたいだし、次の街に着いたら多めに買っておこう。

　まず、坩堝るつぼに銅を入れて溶かす。

　これにはアルコールランプのような形をした魔法道具を使った。

　ボタンを押すと使用者の魔力を吸い取って、バーナーのように高温の炎を吹き出す仕組みになっている。

　燃料もなしに燃えるとは、さすが魔法道具だけはある。

　なお、坩堝やバーナーは「揺ゆり篭かご」の戦利品の中で見つけた。恐らくトラザユーヤ氏かゼンが使っていた物なのだろう。




[image: ]「彫金」スキルを得た。




　金属を溶かすことで条件を満たしたのかな？

　坩堝で溶かした銅に魔核コアの粉と安定剤の混合物を投入する。ポンッと軽い音がして赤い煙が小さく上がる。匂いはしなかった。

　次に木板の溝に回路液を流し込んでいく。熱い回路液が木板を焦がす匂いと煙が上がる。

　もう少し冷ましてからやった方が良かったか。




[image: ]「魔法道具製作」スキルを得た。




　完成と同時にスキルを手に入れたので、さっきの「彫金」と一緒に最大までスキルポイントを割り振って有効化アクテイベートする。

　さて、後は動作検証なのだがやり方が判らない。「魔法道具の基礎」には「完成したら魔力を流してみましょう」としか書いてないのだ。

　著者には当たり前な事過ぎて詳細を書き忘れたのだろう。

「何作ってるの？」

　オレの作業が一段落したように見えたのか、先ほどから学習カードそっちのけで興味津々に様子を窺うかがっていたアリサが話しかけてくる。

「魔法道具一号だ」

「えっ？　自作できるものなの？」

「みたいだな、試してみるか？」

「いいの？」

　アリサの嬉うれしそうな顔に罪悪感が芽生える。

「魔力を流してみてくれ」

「おっけー、魔法道具を使う時って『右手から左手に魔力を流す』んだっけ？」

　説明ゼリフをありがとう。これでこっそり試行錯誤できそうだ。

「じゃ、行くわよ！」

　アリサが魔力を注ぐと、赤銅色の魔導回路が朱金色を帯びる。

「よし、もういいぞ」

「で、何がどうなるの？」

「魔力を注ぐと、魔導回路に魔力が流れる」

「うん、うん、それで？」

「それだけだよ、魔力が消費されるまで巡回して終わり」

「え～～～」

「はじめて作った魔法道具に、高度なものを期待するな」

「うぅ、期待したのにっ」

　アリサは凄すごく不満そうだ。

　だいたい、丸い円を描いただけの魔導回路が複雑な機能を持つわけがないだろうに。

　興味を失ったアリサがさっきまで読んでいた魔法書を開き直した。

　オレはアリサが注いだ魔力が消費され切って魔導回路が元の色に戻るのを待つ。

　さて、ではオレも魔力を注いでみよう。アリサの魔力ゲージの減りからしてほんの少しだけで良いみたいだ。

　オレは魔導回路に慎重に右手から左手に魔力が流れるのをイメージする。

　次の瞬間、魔導回路が赤い閃せん光こうと共に弾け飛んだ。

　オレは咄とつ嗟さに傍らに畳んでおいた外がい套とうを広げて木片や回路の欠片かけらを受け止める。

「敵襲～？」

「大変なのです！」

　急な爆発音にタマとポチが飛んで来る。リザ達もこちらの様子を窺っていた。

「ああ、何でもないんだ。驚かせてごめん」

　オレは皆にすまないと詫わびつつ、実験の続きに戻る。

　ログを確認すると、さっきの騒ぎの時にスキルや称号が色々と手に入っていたようだ。




[image: ]「魔力操作」スキルを得た。

[image: ]「過剰供給」スキルを得た。

[image: ]称号「魔法道具設計士」を得た。

[image: ]称号「魔法道具技師」を得た。

[image: ]称号「破壊魔」を得た。




　役に立ちそうだし、すぐにスキルポイントを割り振っておく。

　この「過剰供給」スキルは破壊活動向きなので、ポイントを割り振ってから「無効」に切り替えてある。危険な魔法装置を破壊するのに使えそうだ。

　もう一度、同じ回路を製作して魔力を流してみる。「魔力操作」スキルがあるから大丈夫だとは思うが、破片が飛んだら危ないのでアリサから少し離れて実験する。

　今度は問題なく魔力が供給できた。高スキル状態で回路を製作したせいか、アリサの時の十倍以上の時間、魔力が流れ続けた。

　これを上手く使ったら、魔力をプールするバッテリーやコンデンサーのような物が作れそうな気がする。

　オレは就寝時間が来るまでの間、「魔法道具の基礎」に書かれた練習用の回路を順番に製作してみた。

　その結果気が付いたのは、魔導回路の仕組みや機能が電気回路に似通っている点が多く見られる事だ。魔力と電気を置き換えただけの物が散見された。

　もっとも、明らかに物理的に不可能な機能を持つ回路もあるので、完全に置き換えられる物でもないようだ。

　幾つか試作してみたい回路があるが、工具や材料が不足している。工具は「揺ゆり篭かご」や「竜の谷」の戦利品の中にありそうだが、手頃な材料は探すのが大変すぎて諦あきらめた。

　街に寄った時に買い集めよう。街で買いたい物が多すぎて忘れそうだったので、メニューの交流欄にあるメモ帳に優先順位付きで一覧表を作成した。




　羊肉をたっぷり使った夕食を堪能し、食後のお茶を楽しむ。

　何やら考え事をしていたリザが、意を決したようにオレの前にやって来た。

「ご主人様、体が鈍らないようにポチやタマと訓練を行いたいのですが、宜よろしいでしょうか？」

　何を言われるのかと身構えていたのだが、大した事のないお願いだったので快諾する。

　もちろん、実剣だと危ないので、近くの木を切り倒して簡単な木製の小剣と槍やりに見立てた両手棍を製作した。

「マスター、次は私も参加したいと懇願します」

「ああ、いいよ」

　獣娘達が楽しそうに訓練するのを見てナナがそんな事を言い出したので、木製の細剣を作ってやった。

「訓練中は理術の『魔法の矢マジツク・アロー』を使わないようにね」

「禁則事項を登録。マスターの指令は受理されましたと報告します」

　ナナが無表情にコクリと頷うなずく。

　獣娘達はレベル十三、ナナは半分程度のレベル七しか無いので、理術による「身体強化」を許可した。ちょうど良いハンデだろう。

　一対一の個人戦や、二対二のチーム戦をさせてみた。

　オレは審判と怪け我がをしそうな時のフォロー役なので、訓練には参加していない。

　やはり、リザが突出して強く、続いてタマ、ポチ、ナナの順位となった。

　タマは回避が上う手まいので、相手の攻撃を避よけ続け時間切れで引き分けに持ち込むのを得意としていた。

　ポチは攻撃がリザ並みに良かったが、攻撃一辺倒で防御や回避が疎おろそかだったので、リザにその隙を突かれて敗北していた。

　ナナは残念ながら全敗だった。「魔法の矢」が使えたら僅差で勝てたかもしれないが、今回はレベル差と勢いで獣娘達に届かなかったようだ。

　だが、四人の中では一番防御が上手かったので、レベルが上がれば良い盾戦士タンクになってくれそうだ。




　訓練後に四人が汗を拭いている間に、ルルに温め直してもらったスープを飲んでから皆を寝かし付けた。

　アリサと一緒の最初の夜番の時に吸血コウモリが襲ってきた。魔物っぽい名前だが、吸血コウモリは血を吸うだけの普通のコウモリだ。

　オレは外套の陰でストレージから取り出した魔法銃で、吸血コウモリの翼を撃って地面に落とす。

　短弓に矢を番つがえ、地面でバタバタともがくコウモリの翼に矢を押し付けた状態で射て「弓」スキルをゲットした。

　動物を虐待する趣味はないので、スキルを手に入れた後はナイフで首を落として即死させた。




　翌日、セーリュー市を出発して五日目の朝、オレの目の前には解体されて下ごしらえされた吸血コウモリの山があった。

　昨夜、マップで調べた限りでは吸血コウモリの巣は遠かったはずなのだが、朝までに何度も襲撃があったようだ。

　朝食にはいい香りをさせた吸血コウモリの姿焼きが出たが、どうにも手が出せなかったので、味見のふりだけして後は他の皆に譲る。

　アリサやルルもオレと同じ感想だったらしく、姿焼きは獣娘達のお腹なかに消えた。三人とも美味おいしそうにバリバリと骨ごと食べていたので、意外と美味しい物だったのかもしれない。

　せっかくの異世界の旅だし、今度は頑張って挑戦してみよう。

　そんなオレの決意を乗せて、馬車はセーリュー伯爵領を抜けてクハノウ伯爵領へと入った。







　魔物の襲来





〝サトゥーです。里帰りした時に『熊に注意』のような看板がありましたが、幸いにも遭遇した事はありません。車ならともかく、生身では絶対に出会いたくないですよね。〟






「ご主人様、雲行きが怪しくなってきました。山越えの途中で雨が降るかもしれません」

　山中の領境を越えたあたりで、御者台のルルがそんな報告をしてきた。

　確かにいつのまにやら濃い色の雲が出始めている。そろそろお昼時だが、今日は馬車の中で食べる事になりそうだ。

　オレは格納鞄ガレージ・バツグから取り出した防水の外套を着込む。馬車の中なら濡ぬれないと思うが、皆にも雨具を渡して着るように告げる。

「ルル交代するよ」

「はい、道幅が狭いですから、なるべく山側でお願いします」

「了解」

　ルルから御者役を引き継ぐ。

　山に入ってから街道の幅が狭まり、馬車が一台通るのがやっとになっている。馬車での通行を考えてか街道の傾斜が緩いのが救いだ。その分、曲がりくねっているので街道の見通しは悪い。

　二つほど向こうの山中に見える街道を四頭立ての馬車が爆走しているのが見える。爆走といっても原付よりよっぽど遅いのだが、何かあったのだろうか？

　メニューの魔法欄から「全マップ探査」を選択して、クハノウ伯爵領の情報を取得する。

　馬車に追従する騎馬が三騎──はじめは盗賊かと思ったが護衛らしい。馬車を襲撃しているのはここからだと姿の見えない三十近い光点だ。その一つを選択して、狼おおかみの群れだと判わかった。

　チラリと姿が見えた騎馬の護衛は、短弓を馬上で使って狼たちを牽けん制せいしているようだ。

　護衛隊長はリザと同じくらいのレベルだ。他の二人はレベル六、七なので一般的な兵士程度の強さと言った所か。

　狼がレベル三から五程度なので追いつかれて囲まれない限り大丈夫だろう。

　このままだと逃げる馬車と正面衝突する未来が待っているので、マップを調べて馬車を退避できる場所を探す。

　この先の峠に退避場所兼休憩所らしき山小屋付きの広場があるので、そこまで馬車を急がせよう。

「犬～？」

「いっぱい、なのです！」

　雨具を着こんで御者台の所に来たタマとポチが、木々の間に垣間見える狼の群れを発見して指差す。

「あれは狼だよ。馬車を追いかけているみたいだ」

　オレは二人の間違いを訂正し、着替えを終えて御者台の後ろに集まる皆に状況を報告する。

「馬車が追われているの？　こ、これは王女様や貴族様を助けるフラグね！」

　アリサが「お約束キター！」と嬉うれしそうな声で叫ぶのを、「不謹慎だ」と窘たしなめる。それに、姫救出も貴族救出も既にクリア済みだ。

　そんな軽口を聞いて運命の神様がヘソを曲げたのか、馬車くらいの大きさの巨大な狼が騎馬の護衛に襲い掛かった。余よ所そ見みをしていたせいか、騎馬の前に瞬間移動して現れたかのように見えた。

　騎馬隊長が巨大狼の攻撃に抵抗していたが、さらに三匹の巨大狼の出現で攻撃を捌さばききれず、その命を落とした。それを見た残りの二騎が弓を捨てて逃走を始める。賢明な判断だ。

　援護したい所だが、この距離だと短弓が届かない。魔法銃も短弓と同程度の射程なので無理だ。

　──だが、投石や投げ槍やりなら届くかも。

　オレは馬車を止めて、投石で巨大狼の一匹を攻撃する。空気抵抗も重力加速度も振り切って、亜音速の石が巨大狼の頭部を粉砕する。

　二投目を構えるが、出現時と同じく巨大狼達がその場から消えた。光点の動きからして馬車の追撃に向かったのだろう。

　マップで巨大狼達の詳細を確認する。「噴進狼ロケツト・ウルフ」というレベル十台後半の魔物で、「噴射」と「眷けん属ぞく支配」という特殊技能を持っている。

　……前にタマが捕まえた子狼の同族か。

「この先の広場で狼を迎え撃つ。全員戦闘準備だ」

　オレの言葉に全員が了解の声を返す。馬までがぶるんと気合の入った鼻息で応えてきた。

「ギー頑張るのです！」

「ダリーもガンバ～？」

　ポチとタマが馬達を激励して、小盾や小剣を身に着けに行った。ギーは右側の馬、ダリーは左側の馬だ。右と左から名前を取ったのは言うまでも無いだろう。

「ルル、御者を頼む。オレは先に広場に向かう」

　オレから手綱を受け取って慌てて御者台に着くルルを確認して、街道を一人で駆け出した。もちろん、全力で走りすぎて街道をデコボコにできないので、一般道の自動車程度の速さだ。

　走りながらもマップを確認する。

　この僅わずかな間に護衛の騎馬は人馬共に噴進狼の餌食になってしまったようだ。

　護衛が時間を稼いだお陰で、馬車はまだ無事だ。荷台部分に弓兵が乗っているらしく、馬車に追いすがる狼達を近付かせないように頑張っているみたいだ。

　小さな狼は茶色狼という普通の動物だ。恐らく噴進狼の「眷属支配」で操られているのだろう。

　広場にたどり着く。思ったよりも広い。広場には谷側に風除よけの木が何本も並び、馬車が三台ほど止められそうなスペースがある。山側の少し高台になった場所にログハウスのような小屋が設置されていた。

　曇天の向こうからついに雨粒がポツポツと降り始める。

　オレは小屋のある高台の更に登った所に目を付けた。あそこからなら峠の狼を狙撃できるはずだ。

　速やかに移動し、ストレージから短弓と矢を取り出して構える。

　──しまった、矢が十本しかない。

　オレは舌打ちしながらも、山道に見え隠れする馬車と茶色狼を確認し、一匹また一匹と狙撃していく。茶色狼の急所を狙っているので、ほぼ一撃必殺だ。




[image: ]称号「弓の名手」を得た。




　連射速度は魔法銃よりも弓のほうが速い。

　ちらりと姿の見えた噴進狼も一匹始末した。こちらは最後の一本で始末できなかったので、ストレージから出した魔法銃で止とどめを刺した。

　短弓の威力は弦の強さに左右されるので、レベル補正の影響が少ないようだ。

　その後も魔法銃で何匹かの茶色狼を始末したが、大きく山沿いに湾曲した街道のせいで、ここからだと馬車や狼の姿が見えなくなってしまう。

　下に皆を乗せた馬車が到着したので、合流する事にした。

「狼を半分ほど始末した。噴進狼という巨大な狼が二匹残っている。こいつらは強敵だから全員で一匹を狙え」

　獣娘達でも一対一だと無傷で倒すのは難しいだろう。

　ルルを山小屋に隠し、馬達も山小屋の陰の木に繫つなぐ。

　腕まくりしてグルグルと腕を回すアリサに小声で釘くぎを刺す。

「アリサ。固有ユニークスキルは使うなよ」

「え？　アリサちゃんの凄すごいトコを見て、ご主人様がメロメロになる計画が──」

「命令だ」

「しょんなぁ～」

　地面に両手をついて落ち込むアリサには悪いが、ゼンが死に際にくれた忠告がある。アリサの使い捨て大砲のような固有スキルは、迂う闊かつに使わせる訳にはいかないのだ。

　山陰の坂の向こうから馬車が姿を見せる。三十メートルほどの距離だ。

　雨に濡れた馬たちの体から白い湯気が出ている。

「馬車来た～？」

「よし、攻撃開始」

　タマの報告に戦闘のゴーサインを出す。

　ミーアの弓矢、ポチとタマの投石、ナナの魔法の矢が馬車馬を狙う狼を狙撃する。アリサの精神魔法は馬車を巻き込む可能性があるので、ここでは使わせなかった。

　オレも二丁の魔法銃で狼を狙撃していく。

「うっはっ、二丁拳銃とか萌もえる！　ああ、どうしてこの世界には『デジカメ』が無いのよ」

　アリサの言葉を聞き流し、一匹、また一匹と茶色狼を始末する。

　馬車馬が傾斜を上がりきり、下りに変わると馬車の荷台が見えた。そこには幌ほろが裂け、今にも御者に喰くらい付こうとする噴進狼の姿があった。荷台に乗っていた護衛達の姿は無い。

「魔物だ！　あんたらも逃げろ！」

　オレ達の姿を見つけた御者が力の限り叫ぶ。噴進狼の息遣いが聞こえるのか、御者は決して振り返らない。

　噴進狼が愉悦に浸る様に、御者の頭上で口を開いた。

　──そこまでだ。

　オレは威力を最大にした魔法銃で噴進狼の頭を撃ち抜く。

　血ち飛沫しぶきを撒まき散ちらして、馬車から崩れ落ちる噴進狼。

　馬車が広場の前を通過する。

「アリサ！」

　オレの呼びかけに応えて、アリサの「精神衝撃波シヨツク・ウエーブ」の魔法が馬車に追従する茶色狼達を一網打尽にする。

　茶色狼達が目や耳から血を流して転倒した。半数が死んだようだ。

　獣娘達に茶色狼の始末を頼みたい所だが、まだ一匹、噴進狼が残っている。そちらが先だ。

　その時、山頂から真まっ直すぐにこちらに向かってくる光点がレーダーに映った。

　そちらを見上げるが姿は見えない。

　光点はオレ達ではなく、さっきの馬車の方に向かっているようだ。オレは街道に出て、走り去った馬車の方を窺うかがう。

　馬車の上に空から降ってきた巨体が着地し、噴進狼に痛めつけられていた荷台が粉砕される。

　それは竜のような体に三つの蛇のような首と二枚の翼を持った「三つ首ヒュドラ」だった。

　一戸建ての民家くらいもある巨体に相応ふさわしく、レベル三十九もある。不死の王ゼン並みのレベルだ。

　御者を救うべくヒュドラに銃を向ける。

「ご主人様、後ろ！」

　背後でアリサが絶叫した。「危機感知」スキルも同時に反応している。

　レーダーの赤い光点が急接近してきた。噴進狼だ。

「盾シールド！」

　オレが振り返るよりも早くナナの魔法の盾が噴進狼の突進を止める。

　慣性までは止めきれないのか、透明な魔法の盾が噴進狼に押されてオレに迫る。オレは魔法銃をストレージに収納し、片手でそれを押し返す。

　御者を指す光点はレーダーから既に消えていた。

　オレは八つ当たり気味に魔法の盾ごと噴進狼を蹴り上げる。

　一撃で魔法の盾が光の欠片かけらになって砕け散り、その向こうにあった噴進狼の顎あごを蹴り砕く。その一撃で九割近い体力を奪ったようだ。噴進狼の体力ゲージが凄い勢いで減っていく。

　駆け寄ったポチとタマが噴進狼の後脚の腱けんを断ち、リザの槍やりが噴進狼の脇腹から心臓を貫く。

　最後にナナが理術で作り出した三本の魔法の矢が、噴進狼の頭部に突き刺さり息の根を止めた。

　残敵の掃討はリザ達に任せ、ヒュドラに視線を向ける。

　ヒュドラはその三つの口に馬を咥くわえ、悠々と山の向こうに飛び去る所だった。

　今更、ヒュドラを攻撃しても誰の運命も変わらないが、敵討ちくらいはしてやろうと思う。既に魔法銃の射程外なので、ストレージから短槍を取り出して頭を狙って全力で投とう擲てきする。

　音速すら超える短槍が、ヒュドラの三つの頭を串刺しに貫かんと迫る。

　二つの頭を貫き、最後の頭も無傷ではなかったが、倒すには至らなかったようだ。飛行姿勢を崩したヒュドラの姿が山向こうに消える。

「小火弾フアイア・シヨツト」の魔法なら倒せた気がするが、その後に発生する森林火災を考えると危なくて使えない。「凍結弾」とか「魔法の矢」みたいな使い勝手の良い遠距離魔法が欲しいものだ。

　念の為、ヒュドラにはマーカーを付けておく。

　他にも領内の強めの魔物にマーカーを付けておいた方が良いかと考えて検索してみたが、領内全体だと数が多い。

　魔物や魔族の光点の色も、敵対しない限り人や動物と同じ白色表示だったのでデフォルトの色を黄色に変更した。

　そのチェックをしていて気がついたが、セーリュー伯爵領と違って領内に空白地帯が幾つかある。

　この空白地帯はクハノウ伯爵の支配領域外の場所なのだろう。

　ほとんどは南のムーノ男爵領との境付近だが、このノウキーの街の南方にも空白地帯がある。

　そこが単なる未開地や自治区などなら良いが、ヒュドラのような魔物の巣そう窟くつだったら危ないので早めに調査したい。

　今晩は最寄のノウキーの街に宿泊して皆の安全を確保した上で、こっそりと調査に行ってこよう。また、娼しよう館かん巡りをしたと思われるかもしれないが、安全確保は必須だからね。
















　戦いの最中に降り始めた雨は、戦闘が終了する頃にはゲリラ豪雨並みの激しい降りになってしまった。

　遺体を雨あま晒ざらしにするのは心苦しいが、土砂崩れの危険もあるので皆を山小屋に避難させる。

　全員雨に濡ぬれて体温が下がっているので、体を温める為に昼食の用意を頼む。

　先ほどの戦いでアリサとナナのレベルが一つ上がっていた。ナナはスキルが増えておらず、アリサはスキルポイントを温存するそうだ。

　戦闘で理術を使いすぎたせいか、ナナが魔力の欠乏を訴えたのでセーリュー市で買った魔力回復薬を飲ませておいた。

　お湯が沸いたので、ルルにお茶を淹いれて貰もらう。スッキリとした味の香草茶がオレの頭をシャープにしてくれる。

　暢のん気きにしていたが、馬車の残骸や噴進狼の屍し骸がいで後続の馬車が事故を起こしても寝覚めが悪い。

　オレはマップを開いて街道沿いの馬車らしき光点を調べる。一番近い馬車でも、あと三時間くらいは大丈夫そうだ。

　──おや？　峠の途中に生存者がいる。なんと二人もだ。体力は半分くらい残っているが、状態が「気絶」になっていた。

　アリサ達に少し馬車の様子を見てくると告げて、一人雨の向こうへと踏み出した。

　途中の路上に倒れていた護衛の遺体や街道に横たわる噴進狼の屍骸をストレージに回収しつつ、生存者の光点の方へと向かう。

　馬車が峠を急旋回するときに振り落とされたのか、崖がけの途中の岩棚に引っかかって一命を取り留めたようだ。

　オレは山側の丈夫そうな木に括くくったロープを伝って崖を降りる。いつものように軽快にジャンプしても良いのだが、二人の人間を回収する必要があるので慎重を期した。

　泥で汚れていて外見が判わかり難いが、ＡＲ表示ではどちらも十代半ばの少年少女だった。意外な事に高校生くらいのくせに夫婦らしい。いや、こっちだと成人同士だから普通か。

　少年の方が足を骨折していたので、添え木を当てて応急処置を施す。

　二人を命綱のロープで縛り、纏まとめて抱えたまま一跳びで三メートル上の街道へと戻る。

　……ロープは不必要だったみたいだ。

　とりあえず二人の命に別状は無いので、雨宿りできる木陰に寝かせて、雨ざらしの護衛隊長や彼の愛馬の遺体をストレージに回収してから二人を山小屋に連れ帰った。

　遺体は馬車の近くの雨に濡れない木陰に並べて布を掛けてある。馬の屍骸は大きすぎて木陰に安置できないので、防水布を掛けるだけにしておいた。

「生存者だ。ミーア、回復魔法を掛けてやってくれ」

「ん」

　コクリと頷うなずくミーアに二人を任せ、オレは再び外に向かう。御者の遺体を回収する為ためだ。

「ご主人様、調理はルルとナナに任せてきました。私だけでも同行させてください」

　雨具を着けたリザが付いて来たので、連れて行く事にした。

　ポチやタマも付いて来ようとしたが、凄せい惨さんな遺体になっている可能性が高いので山小屋で待つように命令しておく。

　オレはリザを連れて街道に出る。

「あの亜竜の巨体が着地するとこうなるのですね」

　リザが震える声で呟つぶやく。

　彼女の視線の先にはかつて馬車だった残骸がある。御者台だった場所には上半身を踏ふみ潰つぶされた男の死体があった。オレが救おうとした時には既に殺された後だったようだ。

　遺品を集め、その中にあった男の身分証を確認する。彼はクハノウ市の商人だったらしい。積荷はほとんど粉砕されているので、通行の邪魔にならない程度に馬車の残骸と一緒に路肩の茂みに押し込んだ。




　雨が上がった後、アリサの精神魔法の「覚醒ウエイクアツプ」で二人を目覚めさせた。他に生存者はいないと二人に伝え、木陰に安置していた遺体の所へ連れて行く。

「アニキぃ……」

「兄様っ」

　広場に転がる噴進狼の屍骸から魔核を取り出す作業をしていた獣娘達が、気遣わしげな視線を二人に送っている。

　獣娘達の近くで茶色狼の血抜きをしていたルルも心配そうだ。ルルと一緒に作業していたナナの表情からは何も読み取れないが、二人の方を見ていたので多分彼女も心配しているのだろう。

　先に落ち着いた少年の方と少し話をした。

　御者は少女の方の兄で、三人で商売を行っていたそうだ。領境に狼が出没するという話を聞いて、腕利きの護衛を雇ったらしいが、狼と一緒に噴進狼のような魔物が一緒だとは知らなかったそうだ。

　広場に横たわる噴進狼の頭を憎々しげに足あし蹴げにする少年を連れて、街道に散乱していた積荷の回収に向かう事にした。何かをしていれば気が紛れるだろう。

　アリサとミーアを呼んで、少女のケアを頼む。

　馬車を軽くする為に捨てられた積荷を、少年と一緒に検分していく。ポチとタマも一緒だ。

　積荷は木工製品や陶器類が主らしい。おが屑くずのような緩衝材が入っていたので陶器類も半数が無事だ。木工製品は各種家具や漆器、槍やりの軸、矢の軸のような雑多な品物だった。

　タマやポチが「運搬～」「なのです！」と精力的に運んでくれたので、護衛隊長の遺体があった場所まで辿たどり着つく頃には、殆ほとんどの荷物を回収できていた。

「遺体はどうする？」

「山小屋の裏手に埋めようと思います。お世話になりっぱなしで心苦しいのですが、埋葬を手伝っていただけないでしょうか？」

　てっきり、近くの街まで運んでくれと言われるのかと思ったが、少年によると旅先で見つけた遺体は野の晒ざらしのまま放置するのが普通で、信心深い人でも冥めい福ふくを祈ったりお供えをする程度で終わりらしい。

　今回のように身内の生存者がいる場合でも、埋葬する余裕があるのは稀まれなのだそうだ。

　オレは彼らの頼みを快諾し、小屋の裏手に墓穴を掘る。

　四人もの遺体を埋める墓穴を掘るのは大変なはずだが、オレの無駄に高い筋力ＳＴＲ値と獣娘達の手伝いによって短時間で終わった。

　生き残りの二人が別れを惜しむ間に、広場の隅に馬達を埋葬した。リザからは解体して食料にするか尋ねられたが、なんとなくそんな気になれなかったのだ。

　格納鞄ガレージ・バツグを持たせたポチとタマに広場や街道の茶色狼の屍骸の回収を頼み、オレは噴進狼を解体したいというリザを手伝う。

　噴進狼はそのままだと格納鞄に入らないので、解体したいのだろう。

　解体作業には茶色狼の血抜き作業を終えたルルとナナも参加したので、オレが手伝ったのは大木の枝に引っ掛けたロープで噴進狼を吊つり上あげる作業だけだ。

　清潔な水の入った小こ樽だるをリザの傍らに置いた後は静かに作業を見守る。毛皮だけかと思ったら肉も取るようだ。

「あ、あのリザさん。魔物の肉なんて食べられるんですか？」

「さすがに内臓は危険なので破棄しますが、肉の色から見て普通に食べられるはずです」

　ルルの質問にリザが迷いのない口調で答える。

　確かに牛肉みたいな色だが、それだけで判断するのはどうかと思う。

　切り出した肉塊を鑑定してみたが、毒なども含まれておらず食用可能らしい。

　少年少女の傍そばに付いていたアリサとミーアが小屋の陰から呼んだので、そちらに向かう。

「別れは済みましたか？」

「はい、いつまでも泣いていたら兄様に叱られます」

　泣きはらして赤くなった目元を拭って少女は気丈に微笑ほほえんで見せる。オレは彼女に一声掛けてから少年と一緒に遺体に土を掛けていく。

　身分証に書かれた彼らの名を、手頃な大きさの石に刻んで墓標代わりにした。




　　　　◆




　峠の山小屋を出発したオレ達は、夕刻までに最寄のクハノウ伯爵領のノウキーの街に辿り着いた。

　少年が門衛に峠での出来事を報告する。オレは都度、補足を加えた。

「噴進狼が率いる群れが領境の街道に出たのか？　もっと西の方にいるはずなんだが……」

　──もしかして、ヒュドラに追われて群れを移動させたのかも。

　そう思ってヒュドラの事を門衛に話した。

「ヒュドラだと？　噴進狼だけでは無いのか？」

「僕も潰れた馬車を見た。上から岩でも降って来ないとあんな壊れ方をしないよ」

　半信半疑の衛兵に少年も証言を付け加える。

　それでもヒュドラが人里に出たという話は信じがたいらしい。

「それこそ落石のせいで壊れたのではないか？」

「お疑いなら現場で馬車をご覧になれば宜よろしいかと存じます。他にも目撃者がいるはずですので、近隣の農村や狩人かりゆうどにお尋ねになってはいかがでしょう？」

　どうしてもヒュドラの事を信じて貰いたい訳では無いので、適当なところで話を切り上げる。

　だが、その態度がかえって信しん憑ぴよう性せいありと思われてしまったのか、役所まで連れて行かれ「審議官」と呼ばれる役人に会うハメになった。




「話を纏めるぞ。噴進狼と茶色狼の群れに襲われている行商人を発見、行商人の護衛達は狼に襲われて殉職、貴殿らが狼退治を行うも、突然現れたヒュドラに御者をしていた商人は殺され、馬を喰くらったヒュドラが山向こうに逃げ去った。そういう話で相違ないな？」

　オレは審議官氏の言葉に首肯し、間違いないと答える。他に同席しているのは、少年と役人らしき男達だけだ。他の皆は役所の前に止めた馬車の傍らで待っている。

「では、私はこれから先ほど纏めた事を順番に質問していく。事実か否かにかかわらず、必ず『はい』とだけ答えるように」

　彼はそう告げて順番に審議を開始する。

「審議官ハテスが問う。行商人の護衛達は狼と戦い殉職したのだな？」

「はい」

「審議官ハテスが問う。行商人はヒュドラに殺されたのだな？」

「はい」

「審議官ハテスが問う。貴殿らは行商人一行を害していないのだな？」

「はい」

「審議官ハテスが問う。ヒュドラは山中に去って行ったのだな？」

「はい」

　さり気なく尋問が混ざっていたが、気にせず答えた。

　この街でヒュドラの報告をした衛兵が「断罪の瞳」というギフトを持っていたから、オレ達が行商人を殺していないという事は判っているはずだしね。

「この者の話は真実だ」

　審議官氏の言葉を聞いた役人の一人が慌てた様子で「守護様！」と叫んで奥に駆けて行った。守護というのは領主から街の統治を任された代官の事らしい。

「守護様が緊急報知用の魔法道具で領主様に連絡を取ってくださる。ほどなく軍が派遣されてヒュドラを討伐してくれるだろう」

　審議官氏が心配無用だと笑ってみせた。




　オレと少年は守護執務室という部屋に呼ばれて、もう一度、ヒュドラや噴進狼の報告をさせられた。

　噴進狼は山狩りをしても眷けん属ぞく支配した茶色狼を囮おとりにして山奥に逃げてしまう為、領軍も手を焼いていたそうで、守護職の男爵が偉そうな態度で称賛してくれた。

　その後、事務を司る守護補佐官殿の執務室に席を移し、ヒュドラ出現の報告と噴進狼討伐の褒賞の話になった。

　どうも、この街の予算は少ないらしく、現金を出し渋っている感じがしたので、金品の代わりに今晩の宿の紹介状を求めてみた。

　現金の謝礼が不要だと告げた瞬間に、細身の守護補佐官殿が機嫌よくサラサラと筆を走らせてくれた。

　守護補佐官殿は爵位を持つ下級貴族なのに世知辛い話だ。




　その後、少年は死亡した行商人と護衛達の死亡届を出しに行った。

　その間にオレは役所の窓口で噴進狼から回収した魔核二つを売却する。やけに相場が上がっていてセーリュー市の三倍近い値段が付いた。

　役所での用事が終わった後、少年達を彼らの知り合いのいる商会まで送った。

　少年から謝礼として、手持ちの商品の中から好きな物を持って行ってくれと言われた。

　金には困っていないが、ここで礼を受け取らないのも少年を下に見ているような感じになるので、矢の軸や槍やりの柄などを譲って貰もらった。

　それだけだと少年達の今後が心配なので、彼らの手持ちの商品の中でこの街で処分が難しいものをそれとなく聞き出して、仕入れ値に多少色を付けた値段で買い取らせて貰った。

　アリサには甘いと窘たしなめられたが、輸送費ゼロなんだからそのうち黒字で売却できる場所で処分すれば良いだろう。

　何度もお礼を言って見送ってくれる少年少女と別れ、オレ達は役所で紹介して貰ったこの街で随一という宿に向かった。
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　狭い街なので、ほどなく宿に辿り着く。部屋を取って皆を休ませようとしたのだが、亜人を部屋に上げるわけにはいかないと突っぱねられた。

　カイノナの街で見せたアリサの手腕をもう一度振るって貰っても良いのだが、せっかく役所で紹介状を書いて貰ったので、それを宿の主人に見せる。

　紹介状は効果覿てき面めんで、こちらの要求どおり四人部屋を二部屋取る事ができた。

　宿の主人が丁寧に畳んだ紹介状を返してきたので、そのまま懐にしまう。もう用済みだが、貴族の書いた手紙を捨てるわけにもいかない。

　部屋割りはじゃんけんで決め、ナナ、ルル、リザの三人がオレと同室になった。

　これは試練なのかと頭を悩ませたが、問題無い事に気付いた。そう、今夜は空白地帯の探索を行う予定だったのだ。

　夕刻近かったが、明日あしたは朝早くに出発するつもりだったので、手分けして買い物を行う。

　アリサとナナにはコショウなどの香辛料の探索を任せる。残りの者達には飼料の手配と空になった小樽に水を補給する作業を頼んだ。

　オレは護衛役のリザと一緒に、街で唯一の錬金術店兼魔法屋に向かう。リザにはトラブル防止に、フード付きの外がい套とうで体を隠して貰った。

　目的の店の前で、フードを目深に被かぶった男が勢い良く開けた扉にぶつかりそうになったが、リザが素早く腕を伸ばして扉を受け止めてくれた。

　急に止まった扉に男が顔をぶつけ、居丈高な口調で文句を言ってきた。

「気を付けろ！　私を誰だと思っている！　私は──」

「失礼。お怪け我がはありませんか」

　状況的に相手の自業自得だと思うのだが、大人なので謝罪の言葉を口にする。心が篭こもっていないのは大目に見て欲しい。

　フードで顔の見えない男が何かに気が付いたように口を閉ざし、店の前に待たせてあった馬車に乗り込んで行った。

　もたもたと大荷物を抱えて店から出てくる従者に、フードの男が罵ば声せいを浴びせる。

「次の店に行くぞ！　さっさと付いて来い、このグズな奴隷め」

　奴隷男が乗っていないのに馬車が走り出す。奴隷男は文句一つ口にせず、かちゃかちゃと音のする大袋を肩に担いで馬車の後を追いかけて行った。

「行くよ、リザ」

　馬車の方を気にするリザを促して、店に入る。

「いらっしゃい。強壮剤は丸薬ならあるけど、魔法薬の方は無いよ」

　開口一番、変なメガネ型の魔法道具を付けた店番嬢が決め付ける。オレはそんなに好き者に見えるのか。

　オレは内心の不愉快な気分を顔に出さないように「無表情ポーカーフエイス」スキルの助けを借りる。

「こんにちは、魔法薬ポーシヨン用の秘薬を買いたいんですが、在庫はありますか？」

「体力回復薬のなら、三包みほど売れるよ。一つ銀貨一枚だ。ちょっと魔核コアが不足していてね、値引きには応じないよ。嫌なら止やめておくんだね」

　三つの薬包を指の間に挟みながら、店番嬢が殿様商売をする。薬包は病院で貰う粉薬が入っているような小さな紙の包みだ。

　セーリュー市の錬金術店の値段に比べたら三倍近い値段だが、「相場」スキルが教えてくれる値段も同じくらいなので、ぼられているわけでも無さそうだ。

　理由は知らないが、魔核が不足しているから高いと言う事なら、安定剤だけなら安いんじゃないだろうか？

　さっき手に入れた噴進狼の魔核は役所で売却したが、迷宮や「揺ゆり篭かご」で手に入れた魔核が大量にあるので、安定剤があれば秘薬を幾らでも作れるだろう。

「では安定剤はありますか？」

「ああ、安定剤なら大量にあるよ。あんた魔核を持ってるなら少し融通してくれないかね」

　唐突な子だな。急に魔核を売れとか。

　いや、今の会話の流れで秘薬の材料になる安定剤を求めるなら、もう一つの主材料の魔核を持っていると推測するのは当然か。

　だが、領内で手に入れた魔核は、その領地の役所か門衛に売却する決まりだったはずだ。

「魔核は先ほど役所で売却してしまったのですよ」

「なあ、頼むよ。錬金術士なら、一つや二つは隠し持っているだろう？」

「残念ですが」

　材料が無くて困っているのは同情するが、普通に違法行為じゃないか。オレは自分の保身を第一に考えて取引を断る。

「なら、アンタの知り合いに魔核を持っているヤツがいたら、売りに来るように言ってくれないか？　どんな怪しい風体のヤツからでも何も言わずに買うからさ」

「知り合いに話しておきますよ」

　そうだ、相手の弱みに付け込むようだが、魔核を融通する代わりに魔法の巻物スクロールを売ってもらえないだろうか？

「知り合いは魔法の巻物を欲しがっていたのですが──」

「朱三以上の等級の魔核を、この錘おもりと同じくらい持って来たら考えてもいいね」

　魔核に等級とかあったのか。一応、魔核の等級について店番嬢に教えて貰った。色見本があったので、見せてもらいながらストレージの中で手持ちの魔核を表示させて比較する。手持ちの魔核の中から色見本と一致する物を見つけ、等級別フォルダを作って標本を作製した。

　オレが標本を見ている間に、店番嬢が店の奥から十キロ近い大袋を持って出てきた。

　その袋はフワフワと浮きながら彼女の後をついてくる。魔法らしすぎて、逆に手品っぽい。

「それは魔法ですか？」

「『自走する板フローテイング・ボード』だよ。そんなに珍しい魔法じゃないだろ？」

　自分で珍しくないと言いつつ、ちょっと自慢げな感じが見え隠れしている。確かに術理魔法の初級本にそんな名前の魔法があった。

　彼女の持ってきた安定剤を確認する。ＡＲ表示では「安定剤／ウギの葉の粉末」となっている。相場だと金貨五枚だ。

「ウギの葉の粉末ですね」

「そうだよ、よく判わかったね。この辺じゃ珍しい品なんだけど、前に商人が薬の対価に大量に置いていってね。傷む前でよかったよ」

「どのくらい売っていただけますか？」

「安定剤はジャルマ草のを仕入れたばかりだし、全部でも構わないよ。全部買うなら金貨二枚で良い」

　むしろ仕入れた方を売れよ、と言いたいが相場の半分以下で売ってくれるなら見切り品でも構わないだろう。ストレージ内は品質の劣化も無さそうだし、オレにとっては良い買い物かもしれない。

　オレは安定剤を袋ごと購入し、秘薬の製作に必要な素材や自己調達が面倒そうな必須素材を追加購入した。

　会計を終えて店を出ようとして、買い忘れに気が付いた。

「魔法薬用の小瓶が欲しいのですが、お幾らでしょう？」

「──悪い。あんたが来る前に全部買い占められちまった。セダム市の太守印付きの徴発令状を持っていてね、断れなかったんだよ」

　小瓶なんて強制的に集めて何をするんだろう？　太守さんは魔法薬の大量生産でもしているのかな？

　太守というのは守護と似た役職で、都市を司る代官だそうだ。

　ここで駄々を捏こねても仕方ないので、仕入れ元の陶芸工房に買い付けに行く事にしたが、そちらでも先ほどの男が買い占めていて品切れだった。

　錬金術用の小瓶は月に一度しか焼かないそうなので、来月まで待ってくれと言われてしまった。焼き物の土に安定剤を混ぜるので、他の器とは同時に作れないそうだ。

　安定剤はさっき大量に買ったし、次の街か都市に寄った時に売っていなかったら自作してみるか。幸い、鼠人のホゼから貰った紙に、詳しい焼き物の手順が載っていたから何とかなるだろう。




　宿に戻ると、先に戻っていたアリサからコショウをゲットしたとドヤ顔の報告を受けた。

　アリサ達の成果はそれだけでなく、カラシやトウガラシの粉末、大蒜にんにくやラッキョウのようなものの油漬け、キャベツや白菜の酢漬け、それに沢たく庵わんそっくりの漬物も手に入れてきた。

　さらに沢庵の材料らしき二ふた股またや三み股またの大根も仕入れたそうなので、大根の煮物とか野菜料理に幅が出そうだ。

　夕飯は部屋に運ばせて食べた。カイノナの宿屋の食事よりはマシだったが、これなら屋台街で食べた方が美う味まい料理に出会えたかもしれない。

　子供達を早めにベッドに寝かしつけ、オレは一人で夜の街へと出かけた。リザ達には出かけるとだけ告げてある。

　リザやナナが護衛に付いて来たがったが、今回はオレ一人じゃないと移動に時間が掛かるので我慢して貰った。




　おっと、空白地帯の調査の前に、やっておく事があったっけ。

「魔核を必要としているそうだな」

　オレは錬金術屋に入るなり、店番嬢にそう切り出した。

　今のオレの服装は顔に布を巻いた上にボロボロの外套を羽織ってフードを目深に下げている。

　普通なら通報されてもおかしくないほど不審者っぽい格好だ。

「朱三以上のがあるならね」

　だが、店番嬢はオレが誰か判ったのか、ごく普通の対応をしてくれる。

　オレはポケットから出した魔核をカウンターに並べた。「紅針蜂クリムゾン・ニードル・ビー」から回収した魔核なので小さい物が多い。

　迷宮産のは朱七以上の高品質の物しか無く、「揺り篭」のは朱二以下のばかりだったので、選択の余地がなかったのだ。

「あんた、いくら粉末にする前の魔核が安定しているからって、ポケットにそのまま入れるのは止めておきな。魔法を使うときに魔力を吸って破裂したらどうするんだい？」

　なんと、破裂するのか。そういえば最初に作った魔法道具も魔力を注ぎすぎて破裂してたっけ。

　オレは彼女の忠告に礼を言って、合計二十個の魔核を並べる。

　彼女は小さな錬成板のような物の上に魔核を置いて、何かを調べてメモしている。どうやら魔核の値段を見積もっているようだ。

「もうちょっと質の良いのは無いかい？　できれば中級薬に使える朱五以上のが欲しいんだ。少しでも良い」

「これで良いか？」

　オレは赤兜かぶとを助けた時に倒した「這い寄る影シヤドウ・ストーカー」の魔核をテーブルに置く。少々小さいが、これは朱六ほどの魔核だ。

「こ、これは良い石だね」

　店番嬢が見積もりを終えるまでの間に巻物を見せて貰もらおう。

「店主、魔核の対価は巻物で払ってもらえると聞いたのだが」

「この中から好きなのを選んでおくれ」

　見せて貰った巻物は「盾シールド」「探知ソナー」「信号シグナル」の三種だ。店の奥には「魔法の矢マジツク・アロー」や「短気絶シヨート・スタン」なんかの巻物がある。

「他には無いのか？」

「あるんだけど、殺傷力の高いのを一いち見げんさんに売るのは勘弁しておくれ。これなんかは旅の探索者くずれが置いていった品だけどどうだい？」

　店番嬢が出してきたのは「風圧ブロウ」という巻物だ。生活魔法の「そよ風」より強いが、人を倒す程の効果は無いらしい。本来の用途は帆船の補助に使う風魔法だったらしい。

　どんな酔狂者が作ったのか気になって聞いてみた。これを売った探索者によると、迷宮からの出土品だそうだ。

　正直、どれも微妙な魔法ばかりだが、せっかくの機会なので手に入る巻物は全て買い求める事にした。どの巻物も銀貨四から六枚で、巻物四本で合計銀貨十九枚だった。

　紅針蜂の魔核が平均銀貨一枚、影の方が銀貨六枚で、どちらも相場の三倍近い値段だ。秘薬と同じく高騰しているらしい。

　オレは残りの分を現金で受け取る。本当は中級の魔法書や魔法道具を買いたかったのだが、オレが欲しいと思う商品がなかったので諦あきらめた。
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　錬金術屋を出たオレは街の外壁を飛び越え、一人夜の街道を自動車並みの速さで駆け抜ける。

　もちろん、身元がバレると面倒なので、名前を空白に変えて全身を隠す黒い外がい套とうに着替えてフードを目深に被かぶっている。

　半時間ほどで目的地から一番近い街道まで辿たどり着つき、森の奥へ踏み込んだ。

「暗視」スキルと「悪路走破」スキルのサポートのお陰で昼と変わらない。

　時折茂みの間から現れる夜行性の小動物を避よけ、時に小さな谷川を飛び越えて森の奥に向かう。

　予定地点の半ばまで来た所でオレは足を止める。

　空白地帯では何が待っているか判らない。ここは万全の態勢で向かうのが良いだろう。

　オレは適当な場所で巻物を使い、「盾シールド」「探知ソナー」「信号シグナル」「風圧ブロウ」の魔法を覚えた。「術理魔法」スキルと「風魔法」スキルも同時に取得している。

　この「術理魔法」スキルは、前に「流星雨」を使った時に手に入れた「術理魔法：異界」とは別口のスキルみたいだ。案外、「鑑定アナライズ」スキルみたいな包括スキルなのかもしれない。

「盾シールド」は魔法欄で選択して使っても、ナナの使う理術と変わりないように感じる。比較検証は後日やろう。

　次に「探知ソナー」を魔法欄で選択して使ってみる。

　百二十メートルほどの範囲の生き物の分布が脳裏に浮かぶ。取捨選択に慣れないと辛そうだ。

　それに効果範囲がレーダーより狭い上に、探知対象に察知されるのか範囲内の野生動物が逃げてしまった。アクティブ・ソナーみたいな物なのだろう。これは死蔵決定だな。

　今度は「信号シグナル」を使ってみたが、残念ながら単体で使う魔法では無いようだ。

　本来は魔術士同士の合図出しや通信に使うみたいだから、魔法道具と併用して簡単な通信機が作れないか試してみるのも面白いかもしれない。

　最後に「風圧ブロウ」を使った。

　風洞実験に使うような暴風が吹き荒れる。何本かの細い樹木がなぎ倒されているが、「小火弾フアイア・シヨツト」に比べると可愛かわいいものだ。

　どうやら、純戦闘用の「小火弾フアイア・シヨツト」よりは殺傷力が低めになっているみたいだ。

　魔法の実用試験という名の自然破壊を終了し、本来の目的に戻る。

　空白地帯に辿り着くまでの間に「動物学」「追跡」「気配感知」「忍び足」「潜伏」「隠おん形ぎよう」のスキルが手に入った。

　移動中に見かけたふわふわの毛の小動物を触ってみたくて、気付かれないように接近した時にスキルを取得したのだろう。

　称号も「森の探求者」「姿なき追跡者」というのが増えていた。後者はストーカーみたいで、ちょっとイヤな感じだ。




　マップの空白地帯に入る瞬間、眩暈めまいに似た感覚に襲われた。

　違和感はすぐに消えたが、気になってログを確認した所、「方位幻惑という魔法に抵抗した」と表示されていた。新しい耐性スキルは手に入っていない。

　周辺に魔法使いらしき存在はいない。オレは素早くメニューの魔法欄から「全マップ探査」の魔法を選択して、マップの空白を埋める。

　ここは「幻想の森」というそうだ。見た目は普通の森なので名前負けしている気がする。

　人は遠くの塔にいる人族の女性が二人だけだ。片方が魔女で、もう片方が魔女の弟子となっていた。他には何体かの魔創生物コンストラクター達と、幻獣に分類される生き物達がいる。もちろん、普通の生き物も沢山生息していた。

　何気なく先ほどの眩暈がした場所をしばらく見つめていると、「方位幻惑の結界」とＡＲ表示された。侵入者を平和裏に追い返すための仕組みなのだろう。

　先ほどの結界を通過したのが魔女さん達に伝わったのか、魔女の弟子がこちらに向かっているようだ。

　オレの用は済んだのだが、不法侵入した詫わびは言っておかないとマズいだろう。

　誰が何の目的で侵入したのかを伝えておかないと、無用の心配を相手に強いるかも知れないからね。

　さて、そろそろお出迎えが到着しそうだ。

「……　■■　石筍トス・ストーン」

　木々の向こうに姿を隠した小さなローブ姿の幼女──魔女の弟子が魔法を使って牽けん制せいしてきた。

　鍾しよう乳にゆう石せきのような三本の石の槍やりが足元から突き出て来る。三方から囲むような攻撃だが、オレを刺し貫くのではなく石の槍で囲んで動けなくするのが目的のようだ。

　オレはその場から動かず、槍が囲むのに任せ──るつもりだったのだが、一本だけ狙いを失敗した石の槍がオレの心臓を貫く角度で襲ってきたので、中ほどを軽く蹴って砕く。




[image: ]「土魔法」スキルを得た。

[image: ]「土耐性」スキルを得た。




　見た目ほど頑丈じゃないみたいだ。

　もしかしたら身体に当たっても、少し痛いくらいで怪け我がもしなかった可能性が高い。

「ふぇぇ、『石筍』を蹴って壊すなんて……非常識」

　魔女の弟子が泣きそうな声で呟つぶやく。アリサくらいの歳の気の弱そうな子だ。フードから癖のある赤い髪が覗のぞいている。

　彼女は体高一メートル強くらいの鋼鉄製の豹ひようの上に乗っており、さらに彼女を守るように四体の「生ける甲冑リビング・アーマー」が追従している。豹もリビング・アーマーと同系の被造物のようだ。

「うぅぅ、みんな、やっちゃってぇぇ！」

　魔女の弟子が半泣きでリビング・アーマー達に大雑把な指示を出す。

　片手斧ハチエツトと丸盾ラウンド・シールドを持った二体が魔女の弟子を守り、残る二体がオレを襲ってきた。

　さて、どうしたモノか。

　ここまで問答無用で敵対されるとは思わなかった。

　結界を張ってまで侵入を拒否している他人の敷地への不法侵入だから、間違いなくオレが悪い。許して貰えるかわからないが、ここは潔く謝ろう。

「不用意に君たちの領域に侵入してしまった不手際は謝罪する。すまない」

　オレは手て斧おのを両手に持って襲い掛かってくるリビング・アーマー達を壊さないように注意して、森の木々が作る闇の奥に投げ捨てる。

　その合間にも先ほどと同じ「石筍トス・ストーン」の魔法が作り出す石槍が襲ってくるが、軽く手で捌さばくだけで砕け散るので特に危険はない。

「あぅあぅ、魔法が効かないよぉ。お師匠さまぁ～～」

　パニック気味の幼女が長い呪文を唱え始める。

　最初のフレーズからして土魔法のようだ。最近、魔法書を読み込んでいるせいか、手持ちの呪文は大体わかるようになってきた。

　こんなに頑張っているのに、詠唱が上う手まくいかなくて自由に魔法が使えないなんて、世の中はままならないものだ。

　さて、愚痴はこの辺にして、彼女に矛を収めて貰わないと。

「とりあえず、危ないから襲い掛かってくるのは止やめてくれないかな？　罰が必要なら一発くらいなら殴られてあげるからさ」
















　オレは腰を落として彼女の目線に合わせて話しかけるが、まったく話を聞いてくれる様子はない。

　彼女の唱えているのは「泥波マツド・ウエーブ」の呪文みたいだから、まともに喰くらったら泥だらけになりそうだ。

　不法侵入の罰としては受けても良いんだが、彼女の上から現れた人物がそれを止めてくれた。

　バサリと頭上で音がして、一つの影が降ってきた。

　巨大なスズメの姿をした「古老雀エルダー・スパロー」が、幼女を押しつぶすように着地する。

　柔らかな雀の腹の下から「ぐえっ」と幼女の悲鳴が聞こえたが、ＡＲ表示を見る限り、とりあえず無事のようだ。

　古老雀の背には幼女と同じようなデザインのローブを着た老女が座っていた。田舎の縁側にいそうな優しい雰囲気の彼女こそが、この森の魔女だ。

　彼女は古老雀の羽を滑って地面に降り立つと、オレの前まで進み出て──平伏してしまった。

　──へっ？

　誰かオレに状況を説明してくれ。

「お初にお目にかかります。私はこの幻想の森の源泉を預かりまする魔女でございます。先ほどは私の不肖の弟子が、ボルエナンの使者様に無礼な振る舞いを致しました事を深くお詫び申し上げます。何なに卒とぞ、弟子の不始末は、この老骨の首一つでご容赦賜りますよう、伏し願い奉ります」

　──ここも源泉なのか。

　いや、それよりも、「ボルエナンの使者」って何だろう？

　ミーアの氏族が「ボルエナン」だったのと関係あるのかな──ああ、赤兜かぶとから貰った鈴のせいか。あれが確か「ボルエナンの静鈴」っていう名前で、エルフ発行の身分保証アイテムだったはずだ。

　まあ、そんな事よりも、誤解を解いて立ってもらおうか。

「魔女殿、そんな事をなさらずお立ちください。あなたの領域に何の挨拶もせずに踏み込んだのです。謝るなら私の方ですよ」

　そう声を掛けても平伏姿勢をやめない老魔女の肩に手をやって、顔を上げさせる。

　まあ、電話も無いし訪問前に連絡を入れる方法があるのかわからないけどさ。

「ありがたきお言葉なれど、使者様──」

「誤解があるようですね。私はボルエナン氏族のエルフを保護していますが、公式な使者ではありません」

「ですが、静鈴を所持する方を攻撃するなど、ボルエナンの里に戦をしかけるのも同義」

　外交官に発砲したような感じなのかな？

「とにかく平伏するのをやめてくださいませんか？　女性を地面に這はい蹲つくばらせているのは心苦しいのです。私の為ためだと思って立ってください」

　とにかく老魔女に立ち上がって貰もらい、謝罪の言葉をもう一度告げて和解する事ができた。

　それからオレが「幻想の森」の領域に侵入したのは「源泉の主に挨拶する為」という事にした。「詐術」スキルが頑張ってくれたお陰か、問題なく信じてもらえたようだ。

　もっとも、オレが使者ではないという事は半信半疑だったが……。




　オレは老魔女と一緒に古老雀の背に乗って魔女の塔までやって来た。

　ふかふかした背中はもっと乗っていたくなるくらい乗り心地が良い。天井に着地する時もベテランパイロットなみに静かなランディングだ。

　古老雀から降りる時にログをチラ見したら、同乗していただけなのに「騎獣」スキルが付いていた。

　そのうち飛行型の生き物を沢山調教して、皆で空の旅とかをしてみたいね。

「サトゥー殿、こちらでございます」

　杖つえの先端に光を点ともした老魔女に続いて塔の屋上にある階段を下りる。塔の外壁に沿った手すりの無い螺ら旋せん階段だ。手作り感満載で、踏み抜いて崩れないか心配になる。

　最上階は倉庫らしく、棚には乾燥させる為に吊つるされた植物が並び、室内には積まれた箱や篭かご、それに何に使うかわからない様々な器具が整然と並べられていた。彼女もしくは先ほどの弟子は綺き麗れい好ずきな性格なのだろう。

　老魔女達の私室のある階を通過し、応接室兼研究室のような部屋に招き入れられる。

　クルゥポウと変な鳴き声の毛玉が出迎えてくれた。ケセランパサランみたいだが、ＡＲ表示によると「毛玉鳥パフバード」という名前の幻獣の一種で老魔女の「使い魔」らしい。

　部屋の隅ではいかにも魔女の住すみ処かにありそうな大おお釜がまが火に掛けられ、グツグツと緑色の何かを煮込んでいる。

　ＡＲ表示では「魔女の大釜ウイツチーズ・コールドロン」となっている。そのままの捻ひねりのない名前だ。

　それにしても、火の始末もせずに出かけたのか。彼女達には悪いことをしてしまったようだ。

「魔法薬の錬成途中ゆえ、少々薬草臭いのはご勘弁を願います」

「いえ、私も錬成を嗜たしなみますので、お気になさらず」

　オレが大釜を見ていたのを、そんな風に捉えたのか。

「ですが、魔女殿は錬成板を使わないのですか？」

「あの大釜も錬成板の一種でございますよ。源泉の豊富な魔素マナを魔法薬に篭こめて効能を飛躍的に高める魔法道具でございます」

　なんでも、この塔自体が魔素を集める集束施設なのだそうだ。都市核シテイ・コアがあるくらいだから塔核タワー・コアとかがあったりして。

　そんな不ぶ躾しつけな質問はできないので、お互いに改めて挨拶を交わした。

　オレは彼女の横にＡＲ表示されていた詳細情報を確認する。彼女は人族でありながらエルフのミーアより年上で二百十七歳だ。

　魔女だから長生きなのか、源泉を支配しているから長生きなのかは気になるところだ。

　彼女はレベル三十七と長生きの割に低い。水魔法と術理魔法を使うようだ。他にも瞑めい想そうや錬成、調合、魔法道具製作など実に魔女らしいスキルが揃そろっていた。

　称号が「幻想の森の魔女」なのは良いとして、名前まで「幻想の森の魔女」なのはどういう事だろう。

　なんとなく気になって世間話の合間に老魔女の名前を尋ねてみたら、「源泉を継承したときに昔の名前は捨てました」という答えが返ってきた。

　源泉を継承する時の儀式で、個人としての名を捨てる事で継承資格を得るそうだ。

　それにしても、源泉を継承するのに儀式とかが必要なのか。

　オレが「竜の谷」の源泉を支配した時にはそんな儀式なんてしなかったんだが、流星雨で竜たちを虐殺したのが儀式に相当したんだろうか？

「トラザユーヤの揺ゆり篭かご」の源泉を支配できなかったのは複数の源泉が支配できない物なのか、ミーアが「揺り篭の主」だったから彼女に源泉の支配権があったからなのかは不明だ。

　なぜか「源泉の支配権」は称号や備考欄に載らないので、確認のしようがない。

　流星雨の後にログを調べていなかったら、オレ自身、「竜の谷の源泉」を支配した事に気が付かなかったに違いない。




　源泉の話が終わった所で、老魔女に完成品の魔法薬を見せて貰う。鑑定してみたが、どれも「高品質」となっていた。

「素晴らしい出来ですね。魔法薬は魔素や魔力を篭める程、性能が上がるのですか？」

　オレは老魔女作の魔法薬を返しながら尋ねる。

「理論上はその通りでございます。ただ、一定以上の魔素を魔法薬に篭めても、すぐに魔力が抜けてしまうので余り意味がございません。すぐ使うのならば効能を高める効果がありますが、魔力効率からして回復魔法を使う方が現実的でございます」

　なるほど、それで錬金術の教本には載っていなかったのか。

　それからしばらく老魔女と錬金術談義をした。ほとんど老魔女の独演だったが、なかなか有意義な話だった。




　階下でバタバタと物音がする。

　レーダーで事前に判わかっていたが、魔女の弟子が帰ってきたようだ。護衛達は鋼鉄の豹より足が遅いのか、まだ森の中を移動している。

　階段を駆け上がってきた弟子がその勢いのまま部屋に入ってきた。

　落ち着きのないヤツだ。

「イネニマアナ、部屋に入る前は──」

「ご、ごめんなさい！　お師匠さま。あ、あの、さっきは、ごめんなさい！」

　師匠に倣ってか、弟子の彼女も床に平伏してしまった。

　毛玉鳥がフワフワと飛んで弟子の頭に着地し、丸く体を膨らませる。どうやら、そこが定位置らしい。

「こちらが不用意に領域に踏み込んだのが悪かったんだ。謝罪を受け入れるから、立ってくれないか」

　少し偉そうな物言いだが、こんな感じで言わないと納得してくれないみたいなので、向こうの感覚に合わせてみた。

　それにしても嚙かみそうな名前だ。イネちゃんとか愛称は無いのだろうか？

「魔法薬の様子はどう？」

　老魔女の問いに、イネちゃんが大釜の中身を攪かく拌はんしながら状態を報告する。大釜用のサイズなので調合棒がオールみたいな長さだ。

「お師匠さま、順調だよ。これで今度の盟約もちゃんと果たせるよ」

「ええそうね。今夜の火の番はあなたに任せて大丈夫かしら？」

「うん！　大丈夫、イネに任せて！」

　なんとなく居眠りでもして失敗しそうなフラグのように感じるが、他人が茶化すのは失礼なので黙して聞き流した。

　少し気になるワードが出てきたので「盟約」とは何か尋ねてみた。

　もちろん、ただの興味本位なので相手が言いい淀よどむようなら無理に聞き出すつもりはなかったのだが、老魔女にとっても特に秘密にするような事ではないらしく簡単に教えてくれた。

「クハノウ伯爵との盟約でございます。この森に無法者や狩人かりゆうどを踏み込ませないようにする代わりに、年に二度、特製の魔法薬を三百本届けるのでございます」

　三百本か、材料集めが面倒そうだけど、あの大釜なら一回で作れそうだ。

　老魔女は言葉を飾っていたが、この森の自治権を確保するための納税みたいなモノだろう。

　特に、ここ数年は領内の銀山にコボルトの大群が襲ってくるようになったので、期限を必ず守るようにと念を押されるほどなのだそうだ。

　確かにアレだけ即効性のある薬品が潤沢にあれば、魔物の大群が襲ってきても犠牲が出にくいだろう。

　ノウキーの街で魔核が不足していたり、役人が魔法薬用の小瓶を買い占めていたのは老魔女が魔法薬を作るのに協力していたからなのかな？

　伯爵領の状況からして邪魔するはずもないもんね。




　弟子の帰還で中断していた老魔女との錬金術談義を再開する。

　彼女は錬成の道具から自作しているそうで、あの大釜も老魔女の自作だそうだ。錬金術談義に加えて魔法道具についても色々と教えて貰った。

　老魔女が気前良く設計やレシピを教えてくれたので、材料を集めて色々と作ってみよう。

　情報の対価というわけではないが、老魔女から一つ頼みごとをされた。

　オレが公都方面に行くという話をした時に、老魔女の知り合いに手紙を届けて欲しいとお願いされたのだ。

　街道から少し離れた森の中に住む相手だという話だが、さほど問題があるわけではないので快諾した。

　なんと、手紙を届ける相手が森巨人フオレスト・ジヤイアントだというのだ。

　ゲームなんかだったら、「巨人の里に手紙を届けろ」クエストが発生したに違いない。

　老魔女や相手の巨人の役に立って、尚なお且かつ森巨人の里の見物ができるのだから、まさにＷＩＮ─ＷＩＮの素敵な関係だろう。

　巨人の住む森には一角獣ユニコーンまでいるそうで、今から訪問するのが楽しみだ。

　さて、長居しすぎたので、そろそろお暇いとましよう。リザ達が心配してそうだしね。




　オレは重厚な木製の扉を潜くぐって塔を出る。

　老魔女が古老雀で送ろうと提案してくれたのだが、老人に初冬の夜空を飛ばせるのは酷なので固辞した。

　見送りに出てきた老魔女が呪文を唱えると、フットランプのような淡い明かりが地面に点り、光の小道を作り出す。

　見た目に反して高度な魔法だったらしく、老魔女の魔力が一割ほど減っていた。

　だが、それが凄すごい速さで回復していく。オレの半分くらいの速度だ。ミーアもアリサに比べると回復速度が速いが、老魔女の回復速度はそれ以上だ。

　恐らく、この回復速度も源泉の恩恵なのだろう。

　もっとも、元になる魔力量の違いがあるので、一概に割合だけで単位時間当たりの回復量の優劣の判断はできないが、充分目安にはなる。

　オレはそんな考察を脳裏から振り払い、老魔女に別れの挨拶をして塔を後にした。

　この光の小道を進むと領域の外まで行けるらしい。

　オレはこの森に来た時に名前負けだと思ったが、それは間違いだったようだ。

　蛍のように明滅する鈴蘭、淡く緑色に光る蝶ちよう、ガラスのように透き通ったバッタなど、実に幻想的フアンタジーな生き物で溢あふれていた。

　綺き麗れいな生き物達だけではないようで、目の前に飛んで来たリアルな人面蝶に軽く肝を冷やし、羽にある顔の模様に嗤わらわれてしまったりもした。

　森の中の小さな草地に集まった下半身が山羊やぎの「山羊足族パーン」という妖精達が、太鼓のような楽器を叩たたきながら楽しそうに踊っていた。

　年少組を連れてきたら一緒に交ざりそうだ。

　そんな光景も「方位幻惑の結界」近辺まで来ると、次第に姿を見せなくなっていく。

　少々名残惜しいが、充分堪能したし満足だ。

　帰りの道すがらに、移動経路沿いに潜んでいた猪を仕留めておいた。リザ達へのお土産だ。

　宿に戻ると、心配しすぎて少しヒステリックになったアリサから叱られてしまった。

　夜の森は危険だから単独でウロウロするなという趣旨だ。都市の外に出かけたと伝えていたっけ？

　部屋が違うのに何な故ぜいるのかという問いは誤魔化されたが、妙に丈の短い寝巻きだったので夜よ這ばいをしに忍び込んだのだろう。

　それを指摘して攻勢に立っても良かったが、涙目で必死に叱るアリサが可愛かわいかったので、下手な言い訳をせずに抱き寄せて謝り続けた。

　そのうち、暗闇の中でも問題なく行動できる事を証明して、アリサが心配しなくて済む様にしないとね。




　　　　◆




　翌朝、ベッドの軋きしむ音で目が覚めた。

　人の息遣いが聞こえる。また、アリサが朝からセクハラでもしに来たのか。懲りないヤツだ。

　オレは若干の呆あきれを感じながら目を開く。

「……マスター、……お願い……懇願します」

　予想外の色っぽい声に一気に目が覚めた。

　髪を解ほどいたナナがオレの上に跨またがっている。いつもの無表情のままだが、熱に浮かされたような感じで色っぽい。

　四よつん這ばいでオレの顔を覗のぞき込んでいるので、広い襟元から見える谷間が凄い。下から掌てのひらでたぷたぷと弄もてあそびたい衝動に駆られる。

　ナナが何と言っていたのか聞き取れなかった、昨夜は隣室のオッサンのイビキが煩うるさかったから「聞き耳」スキルをＯＦＦにしていたせいだろう。

「マスター、早く」

「……ああ」

　熱に浮かされたようなナナの声に釣られて、思わず頷うなずいてしまう。

　ナナが体を起こし、そのまま勢い良くシャツを脱ぐ。シャツに引っ張られて上に持ち上がった双丘が、自由を勝ち取って誇らしげに頂を晒さらす。

　その魅惑の光景も一瞬後には甲か斐い甲が斐いしく追いかけてきた長い金髪に隠されてしまった。

　オレの手が、魅了されたようにナナの胸に伸びる。

「おはよー！　あなたのアリサちゃんですよぉ──おおおおおっ、なんじゃソレ！」

　アリサの絶叫で、我に返る。同室のリザとルルの姿は無い。もう起きて出発準備をしているのだろう。

　さて、この持ち上げた手のやり場はどうしよう？

　──とりあえず、揉もむか。

　オレは寝ぼけた頭でナナに手を伸ばす。

「アリサちゃん、鉄壁のガード！」

　錯乱したアリサが飛び込んできたので、両手で受け止める。

　ナナが首をかしげて、オレとアリサを見つめる。

「マスター？　理術器官の調整を早くお願いします」

「へ？　えっちな事してたんじゃないの？」

　ナナの言葉にアリサが毒気を抜かれた顔になる。

　よし、この流れに乗ろう。

「アタリマエジャナイカ」

「何か怪しい……」

「ソンナコトナイサ」

　ジト目のアリサの追求を「無表情ポーカーフエイス」スキルの助けを借りて受け流す。

　アリサと一緒に、改めてナナの説明を聞いた。

　なんでも、昨日の昼に魔力回復の不調を訴えていたナナが、本格的に不調になってきたのでオレに調整を依頼してきたのだった。

「ナナなら魔力操作のスキルがあるでしょ？」

「理術器官が不調の為ため、魔力操作が不可能であると報告します」

「判った。オレも『魔力操作』スキルがあるし、やってみるよ。どうすれば良い？」

「心臓に近い場所に手を当てて、魔力を流してください。微調整は都度依頼すると宣言します」

　ナナが両手を横に垂らして無防備に体を晒す。

　横でアリサが「ぐぬぬ」と唸うなっている。

　悪いがコレは治療行為なのだ。うん、仕方ないナー。

　オレは意気揚々と腕を伸ばすが、実行寸前にミーアの一言に阻止された。

「背中」

「そうよ！　心臓に近いだけでいいなら背中側からでも問題ないじゃない！　さっすがミーア！」

「ん、任せて」

　入り口から顔を出していたミーアが、トテトテと部屋に入って来てポフンとオレの膝の上に飛び込んだ。

「ミーアの提案を承諾。背中でも調整効率に問題は無いと保証します」

　ナナが立ち上がって後ろを向いて座る。

　現代風の白い下着が眩まぶしいが、アリサやミーアの視線が痛いので凝視せずに調整に着手する。

　ナナが自分の髪を摑つかんで体の前に移動させた。うなじの後れ毛や、肩から背中へのラインが眩しい。肩甲骨の色っぽさが暴力的だ。油断すると理性が奪われそうになる。

　ここでナナの背中に、つつーっと指を滑らせたい衝動に駆られるが、理性の総力をもって我慢する。

　背中に両手を当てて、右手から左手に魔力を流す。

　僅かに引っかかるような感触を覚える。少し魔力の流れの強弱を調整して、魔力の流れる経路を掃除してやる。

　理術器官の調整は順調だ──。

「あんっ……くぅ……マスター、もう少し優しく。……ああっ」

　──ちょっと、ナナ？

　そんな最中みたいな悩ましい声を出すのは止やめて欲しい。下半身が反応したらどうする。

「むぅ、破は廉れん恥ち」

「ぐぬぬ。今度は絶対、絶対にアリサちゃんの番っ」

　むくれるミーアはともかく、血の涙を流しそうなアリサが怖かったので、オレを起こしに来たリザに頼んで朝食へ連れて行って貰もらった。

　十分ほど掛けて理術器官の調整が終わった。よほど刺激が強かったのか、ナナは調整が終わってからも、うつ伏せでベッドに倒れたままだ。

　満足そうな横顔だったので、出発までそのまま放置した。




　　　　◆




　ちょっと役得な気分に包まれた、セーリュー市出発から六日目の昼過ぎ。

　オレ達はクハノウ伯爵領のノウキーの街を出発し、領内の小川沿いの草地で日の高い内から野営の準備をしていた。

　トラブル防止の為に、街道からは見えにくい木々の陰を選んでいる。

　ここを野営地に選んだのは、昨日確保した獣の解体の為だ。

　ストレージの中だと鮮度が落ちないと言っても、処理しておかないと料理に使えないからね。

　やがて野営の準備が終わり、獣娘達が本題の解体に取り掛かる。ルルとナナも解体後の肉を処理する為の準備に移った。

　ミーアとアリサの二人は生臭いのを嫌ったので、川沿いを下流の方に探索に行かせた。二人には野草や薬草集めを頼んである。
















　さて、今回は数が多い。オレも手伝わないわけにはいかないだろう。

　オレは意を決して川岸で狼おおかみの解体をするリザ達の傍に向かう。

「どうかされましたか、ご主人様？」

　リザが今しがたナタで落とした狼の首を石の上に置き振り返る。

　──狼の生首と目が合う。

　オレの中のやる気が凄すさまじい速さで失うせていく。

「いや、昨晩の散歩で猪いのししを仕留めたんだ。一緒に解体してくれないか？」

　思わず話を逸そらしてしまう。

　オレが格納鞄ガレージ・バツグ経由でストレージから取り出した小型の猪を見て、リザが称賛する。

「さすがはご主人様です」

「いのにく～？」

「美味おいしそうな猪なのです！」

　タマとポチが受け取ってリザの指示する大きな石の上に置く。

「後は任せたよ」

「はい、本日の夕飯はご期待ください」

　興奮気味に胸を叩くリザに「楽しみにしているよ」と告げて、少し下流へ向かう。

「あ、ご主人様、大漁よ」

「サトゥー」

　篭かご一杯の魚を見せるアリサ。精神魔法を川に叩き込んで取ったらしい。

　草笛を吹くミーアの持つ篭には色々な木の実やキノコが入っていた。キノコは後で鑑定しないとね。

　──そうだ、獣は無理でも魚くらいなら捌さばけるはずだ。

　オレはアリサ達と一緒に野営地に戻り、アリサが獲って来た魚を捌く。もちろん、最初はリザに手本を見せて貰った。

　魚のぬめっとした体を摑み、ウロコを取る。手にくっつくウロコを不快に思いながらやりとげ、包丁で頭を大雑把に落とす。

　続いて胸ビレを切り取り、手本を思い出しながら腹を裂いて内臓を搔かき出して川に捨てる。テロリとした反射やぬめぬめした感触は思考の外に投げ捨てた。

　そこで小川の綺き麗れいな水でぬめりを落とし、一息吐つく。

　ここまでくれば、後は簡単だ。「調理」スキルと「解体」スキルのサポートに逆らわず魚を三枚におろしていくだけだ。

　残りの魚も同じように捌いていく。

　心を無心にして機械的に捌いていたせいか「明鏡止水」というスキルが付いていた。この世界に侍がいたら怒られそうな経緯だ。

　他にも「解体の匠たくみ」という不思議な称号が付いていた。どちらかと言うと調理より家屋を解体する人みたいな称号だ。

「ねぇ、ご主人様。凄すごい手際で捌いてたけど。こんなに捌いて何に使うの？」

　……うん、考えていなかった。

　オレの沈黙に全てを悟ったのかアリサがヤレヤレと言いたそうなジェスチャーをする。

　オレは灰色の脳細胞をフル回転させて使用方法を考える。

「フライは……油がないか」

「パン粉や卵もね」

　調理用の油は揚げ物が出来るほど量が無い。脂身は沢山あるが、これから油を採るのは面倒だ。次に街へ寄った時に揚げ物ができるくらい購入しよう。

　ふと、茶色狼を解体しているリザ達の姿が目に入った。

　あれだけ沢山の内臓が出たのなら、今晩の食事だけでは使い切れないだろう。そこに十五匹分の魚料理が加わったら、大量に食べ残す事になりそうだ。

「よし、干物にしよう」

「まぁ、あの光景を見たら順当よね」

　リザ達の横に積み上がった肉の山を見て、アリサがげんなりとした様子で川の方に足を向けた。川岸で綺麗な小石を集めているミーアに合流するようだ。

　元日本人で元王女のアリサは、オレと同様に獣の解体に抵抗があるのだろう。

　それを横目で見送りながら、オレは木板のトレイの上に並べた切り身に塩を多めに振っていく。

　後は天日干しして水分を飛ばせば完成……だったはず。

「ご主人様、魚を干すなら塩水に漬けて身の奥に塩を浸み込ませる必要がございます」

　日向ひなたに塩を振った切り身を並べようとしていたオレをリザが止める。

　リザによると、濃い目の塩水に三十分くらい漬けた後に水洗いしてから、風通しが良く日が当たる場所に干すそうだ。

　オレはリザに教えられた通りに作業を行う。「調理」スキルのサポートで塩の濃さの加減がなんとなく判わかる。時計も見ずに丁度の頃合が判るあたり、スキルシステムの凄さを感じる。

　オレは大き目の板に水洗いした切り身を並べていく。

　あとは虫が付かないようにしないとね。

　オレは川岸にいるアリサに声を掛ける。

「アリサ！　悪いけど『虫除け』を頼む」

「おっけー」

　アリサの「虫除け」の魔法はオレが設計したオリジナルスペルだ。前にアリサが精神魔法の「不安空間エンザイエテイ・フイールド」で、虫を蹴散らしていたのにヒントを得て作った。

　虫の警戒心を引き起こす呪文だ。小動物版も作ったのだが、使うと気配に敏感なタマが落ち着きを無くすので、ボツになった。

　この魔法は夜営時に朝まで快適に過ごすのが目的なので、一度使うと翌朝まで効果がある。




　さて、本番だ。

　魚を捌くミッションをクリアしたオレに死角は無い。

　いざ、狼解体へ──。

「……リザ？」

「はい、何か御用でしょうか？」

　切り取った狼の首を見つめていたリザに戸惑う。

「いえ、こんなに沢山あるので何か調理ができないかと思って」

　舌タンとか頰肉、脳みそなんかもあるが、ここは秘密にしよう。頭の解体を見物するのは、まだまだ難易度が高すぎる。

「街の精肉所に寄った時にでも、聞いておいてあげるよ」

「はい、是非！」

　リザが期待に満ちた表情でお願いしてきたが、両手で狼の頭を持っていたので少しシュールだ。

　オレは狼の頭と目が合わないようにして、残りの解体を手伝った。

　魚とは違うぬめりがあるが、皆に格好悪いところを見せたくない一心で頑張った。頭部の切断時に、屍し骸がいと目を合わさないようにするのがコツだ。

　途中で、先ほど手に入れた「解体の匠」という称号を付けて解体をしてみたが変化は体感できなかった。何の意味があるのだろう？

　これだけ解体すると獣臭が凄い。

　辺りを見回すと、ミーアとアリサが川岸で綺麗な小石を探しているのが目に入った。

　オレはミーアに声を掛けて、魔法で洗浄して貰う。

　だが、なかなかしつこい臭いで洗浄魔法一回では落としきれなかった。

「ミーア悪いけど魔力回復薬を飲んでもう一回頼む」

「嫌」

　ミーアが口の前に指でバッテンを作って拒否する。

「苦い」

　魔力回復薬って、そんなに苦いのか？

「確かに緊急時以外は飲みたくない味よね。普通にお湯を沸かして体を洗いましょう。ご主人様の背中はわたしが流してあげるね」

「むぅ、破は廉れん恥ち」

　アリサの不用意な発言のお陰で、ミーアが魔力回復薬を一気に呷あおって魔法を掛けてくれた。「にがっ」と心底嫌そうな顔をしていたので、口直しに棘とげ甘草の果肉を差し出した。




　一足先に清潔になったオレは馬車の陰で、魔法道具作りをしている。

　さっきまでは湯沸かし担当だったのだが、お城の迎賓館で一緒に入浴していた獣娘達はともかく、ナナやルルまで脱ぎだしたので移動してきた。

　どうも、こちらの女性は無防備というか、裸に対する羞恥心が薄い気がする。

　脳裏にセーリュー市の門前宿で出会った行水美女の白い肌が浮かんだので、頭を振って煩悩を追い出す。こんな場所でリビドーを増幅してどうする。

　オレは強い意志の力で煩悩を抑え込み、魔法道具作りに戻る事にした。

　今作っているのは湯沸かし器だ。点火魔具テインダー・ロツドのように、魔力を熱に変換する回路は比較的簡単なので挑戦してみた。

　前に作った時は木板に回路を描いたが、今回は加熱用品なので木板だと燃えないまでも焦げてしまうだろう。

　ストレージ内で、耐熱性と熱伝導率の良い品を探す。

　候補は幾つかあったが、予備の鍋を使う事にした。肉厚で火が通りにくい鉄製の片手鍋と、同じくらいの大きさの銅鍋の二つで試してみる事にした。

　鍋の底に回路液サーキツト・リキツドで加熱回路を描いていく。

　魔力を通すと回路が赤熱して高温を発する。やがて温度が上がりすぎて銅鍋に穴が開いてしまった。鉄鍋の方は大丈夫だが、回路の方が少し溶けてしまった。

　湯沸かしに使うには温度が高すぎるので、回路を調整して焚たき火び程度の温度まで絞る。

　鍋に水を入れて、回路にゆっくりと微量の魔力を通す。回路が赤熱し、鍋の底から小さな気泡がふつふつと生まれる。やがて、気泡の数が増えお湯が沸き始める。

　鍋一杯だと魔力一ポイントで三十度ほど温度が上がるのか。小火弾フアイア・シヨツトが一発あたり魔力を十ポイントしか使わない事を考えると効率が悪い。

　魔法道具の本によると鉄は魔力が拡散し易やすいと書いてあったから、多分そのせいだろう。

　それでも一分ほどでお湯が沸いたので良しとしよう。今の単純な回路だとこれ以上速く沸かそうとすると回路が溶けてしまうのだ。

　この湯沸かし魔法道具の鍋だと回路が剝むき出だしだから、このまま調理するのは無理だろう。鍋をかき回すお玉で回路が削れて壊れそうだ。それに具材が回路の隙間に入って洗うのも大変そうだしね。

　当分は湯沸かしポット代わりに使うとしよう。




　湯上がりの色っぽい雰囲気のナナやルルがリザの指導で夕飯の準備を始める。

　年少組は食器の用意を終えると、やる事が無くなったので自由行動とした。ポチとタマはミーアと一緒に川岸で綺麗な小石拾いに、アリサは敷物の上に座って魔法書を読み始める。

　オレは夕飯用に積み上げられた肉に視線を向ける。

　解体の終わった茶色狼は精肉だけでも四百キロ以上の量があるので、今日食べる分のハツ心臓やレバー肝以外は破棄用に掘った穴に埋めてしまった。

　スライスされたハツやレバーが大皿の上で小山を作っている。赤黒い色であまり食欲をそそらない。

　これなら昨日の噴進狼の肉のほうがマシな色だった。

　──そうだ、せっかく「調理」スキルがあるんだし、試しにあの肉を焼いてみるか。

「リザ、昨日の噴進狼の肉を試食してみようと思うんだけど、焼き方を教えてくれないか？」

「ご所望でしたら私がお焼きします」

　リザがそう申し出てくれるが、「調理」スキルの効果を見てみたいので「自分で焼いてみたいんだ」と言って納得して貰もらった。

　まず噴進狼の肉を下ごしらえする。海外産の牛肉みたいな脂肪の少ない赤身だ。五十グラムくらいの小さな肉片を切り出し、リザのアドバイスに従って包丁で筋に切れ目を入れていき、塩とコショウを馴な染じませる。

　次に、熱したフライパンに脂身を載せて油を馴染ませて、先に大蒜にんにくの油漬けをスライスしておいた物を炒いためて小皿に取り分ける。後は油の弾ける音を聞きながら肉を手早く焼いていく。食中毒が怖いので焼き加減はウェルダンだ。

　──なんだ、この暴力的に美お味いしそうな香りは。

　焼き目が付いた所で肉を裏返す。後は完成までこのままだ。魔物の肉のせいか焼くのに必要な時間が長いようだが、調理スキルの教えてくれる感覚では時間以外は普通の肉と同じで良いようだ。

「ちょ、ちょっとこの美味しそうな匂いは何よ！」

　魔法書を読んでいたアリサが、駆け寄って来てオレの手元を覗のぞき込む。

　川原で綺麗な小石を拾っていたポチとタマも、涎よだれを垂らしながらアリサの後ろからやってきた。なぜか、肉を食べないミーアや流動食しか食べられないナナまでオレの手元を覗き込んでくる。

「何って、昨日の噴進狼の肉を試食する為に焼いているんだよ」

「え、こんなにちっちゃいの？　皆に行き渡らないんじゃない？」

　そりゃそうだろう。これはオレが食べて変な耐性が付かないか確認する分と、その後で誰かに食べて貰って翌日まで問題ないか確認する分なのだから。

　そう説明した所、献身的な声が皆の間から上がった。

「わたし！　わたしが尊い犠牲になるわ！」

「タマもなる～」

「ポチだって犠牲になってお肉が食べたいのです！」

「いえ、子供達に任せるのは危険です。ここは私が実験台になりましょう」

「マスター、私はマスターの物です。だからマスターの物は私と同義なのです。なので実験台は私が相応ふさわしいと進言します」

「むぅ、肉？」

　要はみんな食べたいわけか。ミーアは匂いに惹ひかれただけみたいで、肉だと判ると興味を失ってしまった。

　……ナナはもうちょっと流動食で我慢しなさい。

「ジャンケン勝負で決めよう。ナナは固形物がまだダメだから参加禁止だ」

「マスター！　再考を」

「ダメ」

　無表情のまま驚きよう愕がくするという難行をなしたナナを冷たく突き放す。

　可か哀わい相そうだけど、一番胃腸が弱そうな人間を実験台にはできない。

「やったー！　勝ちました！」

　ルルが万歳のポーズでぴょんぴょんと飛び跳ねる。ルルがここまでストレートに喜びを表現するのは珍しい。

　我に返って自分の行動を恥ずかしがるルルを愛めでながら、焼き終わった肉を二つに切る。一切れ目を口に放り込んだ。

　──なんだ、コレ？

　今まで食べたどの肉よりも美う味まい。いや、肉単体のランクなら内定式の後に社長に奢おごって貰った近江おうみ牛のヒレ肉の方が上だろう。

　だが、このステーキの美味さは何だ?!

　シンプルな塩コショウの味付けが肉本来の味を引き出しているようだ。

　ウェルダンなのに一嚙かみごとに肉の旨うま味みが口の中に溢あふれる。肉汁自体は少ないのだがそれがダイレクトに舌を刺激する。さらに溶け出た脂が絡まって旨味がアップする。

　ここまで美味いとは思わなかった。さらに一緒に食べた大蒜モドキの味が程よいアクセントになって味に深みを出してくれている。

　牛肉とは違った野生的な食感を楽しんでいる内に、小さな肉片は喉のどの奥に消えていってしまった。

　鼻に抜ける大蒜の香りや、脂の後味が次の一口を食べたくさせる。

　だが、目的を思い出して、それはぐっと我慢した。

　一応、ログを確認したが、変な耐性は付いていない。鑑定で確認した通り危険な肉では無いようだ。

「美味い。さあルルも食べてごらん」

　箸はしで摑つかんでルルに差し出す。ルルが髪を手で押さえて、小さな口を大きく開けて肉にパクリと食いついた。いつものルルなら恥ずかしがって躊躇ためらうはずだ。

　美味しい物の魅力というのは恐ろしいモノだ。

　目まぐるしく変わるルルの表情が、蕩とろけるような至福の笑顔に変わっていく。

「ああ、ご主人様と結婚した人は、こんな料理を毎日食べられるんですね……」

　ルルが色っぽい吐息を漏らしながら、食欲に支配された言葉を呟つぶやく。

「そうよ！　ルルの美貌でご主人様を落とすのよ！　どう？　ご主人様！　ルルを落としたら漏れなくアリサちゃんも付いてくるわよ！　美少女姉妹で姉妹丼──」

　危ない一言を発する前にアリサにデコピン・マークⅡを叩たたき込こむ。マークⅡに意味は無い。

　いつもなら容姿の事を誉ほめられたらネガティブな反応を返すルルだが、ステーキの虜とりこになっているのかアリサの言葉は全て聞き流していたみたいで無反応だ。

　なんとなくログを見ると「肉料理人の達人」と「食卓の魔術士」という称号が増えていた。

　ログを閉じた視界に焼肉の油で汚れた皿が目に入ったので、横にある桶おけでささっと洗う。油汚れはしつこいからね。

「ああっ」

「夢もちぼーも無いのです」

　ステーキ皿を洗っただけなのに、タマから悲鳴が、ポチから絶望の嘆きが溢れた。

　──もしかして、お皿の肉汁を舐なめたかったのだろうか？

　言葉にはしていないが、鍋が吹き零こぼれているのにリザが反応しない。




　……仕方ない。全員分焼くか。




　結局、ミーアを除く全員が噴進狼のステーキを食べる事になった。

　初めはナナには我慢させるつもりだったが、ナナの繰り出した伝説の奥義「ぱふぱふ」の前に膝を折る事になった。

　伝説の実在を認めたくないアリサとミーアが何やら抗議していたが、幸せに浸っていたのでよく覚えていない。

　皆、小さなステーキでは満足できないようだったが、沢山食べて体調が悪くなったら困るので、お代わり分からは茶色狼のハツやレバーを焼いた物を提供した。

　噴進狼のステーキに比べると随分とクセのある味だったが、これはこれで美味かった。

「調理」スキルが最大まであったらゲテモノだって美味しく調理できるのかもしれないね。

　なお、一人蚊帳の外だったミーアにはキノコと野菜の炒め物を作ってあげた。残念ながらオレのレパートリーに複雑な料理は無い。
















「あ～、これから毎食こんなに美味しい料理が食べられるのね～」

「それはパス。明日あした以降は気が向いた時だけね」

　美味しい料理を食べるのは好きだが、毎食作るのは無理だ。絶対に調理に飽きるし、リザに調理を習っているルルやナナに悪いしね。

　だが、オレ自身も「調理」スキル最大の料理を食べたいので、今後は気が向いた時だけ食事当番に参加する事にする。

「え～、そんな～」

「むぅ」

「マスター再考を！」

　食欲に支配されたアリサ、ミーア、ナナの三人が抗議してきた。

　獣娘達とルルは残念そうな表情だが、遠慮して抗議には参加しない。

　──そうか、奴隷の身分を弁わきまえてか。

　北風と太陽の逸話のように、控えめな娘さん達にほだされて、一日一回だけ、お昼御飯の時に腕をふるうという事になった。

　ふと見ると、あれだけ積み上がっていたハツやレバーの山が無くなっていた。

　さて、今度は胃薬でも作りますか──。







　陰謀と再会





〝サトゥーです。「現状に甘んじることなく、より高みを目指せ」と何かのセミナーで言われた事があります。でも、たまには何も考えずのんびりと過ごすのも大切だと思うのです。〟






「廃村みたいね」

「ああ、どうやらその様だ」

　セーリュー市出発から七日目の昼頃、オレ達は誰もいない村へと立ち寄っていた。

　街道から折れた結界柱が見えたので何かあったのかと立ち寄ったのだが、ここで何かが起こったのは年単位で過去の事のようだ。

　オレは年少組を連れて村の中の探索に向かい、年長組は留守番と昼食の下準備に馬車の傍そばに残した。

　結界柱の折れ方や地面の抉えぐれ方から見て、村の外から大型の魔物が飛び込んできて村で暴れたのだろう。ひょっとしたら例のヒュドラの仕業かもしれない。

　配置的に六本あるはずの結界柱の内四本が折れ、二本が人の手で掘り返されて引き抜かれたのか、穴しか残されていなかった。

　折れた結界柱はどれも中が刳くり貫ぬかれて空洞になっている。

　それをポチやタマと一緒に覗き込んでいると、ミーアとアリサが後ろから声をかけて来た。

「サトゥー」

「あそこに井戸があったけど、変な臭いがしてたから使えそうに無いわ」

「ふうん、セダム市から割と近いのに、どうして放置してあるんだろうな」

　新しい結界柱を埋めなおして、再建すれば良いのに。

「そうね。わたしの故郷なんかだとサガ帝国から結界柱を輸入していたから、結界柱を作れる領地が遠いんじゃない？」

　なるほど、電柱みたいだから誤解していたが、これも魔法道具の一種だっけ。

　オレはアリサ達を連れ、村の周辺調査に戻る。

　ここは焼き物を生業なりわいにしていた村らしく、村の裏山に土を採取する場所と窯が残されていた。

　三つある窯の内二つは壊れていたが、一つだけ無事のようだ。

　ポチやタマが粘土で遊びたそうにしていたが、今回は我慢させた。

　割られた器や皿が散乱している小道を通って、馬車を止めてある村の広場に向かう。

　道中に魔力回復薬に使う赤茶篭かご目め草をタマが目め敏ざとく見つけたので、帰り道は皆で薬草を摘みながら戻った。

　廃村の広場で少し早い昼食を取る。昨日の約束どおりオレが茶色狼の肉を調理した。

　何度も焼くのは面倒だったので、希望者には皿から溢れそうなほど大きく分厚いステーキを焼いてあげた。

　噴進狼よりも筋張っていてステーキ向きじゃなかったが、「歯ごたえが素晴らしい」とリザが絶賛していた。ポチとタマも肉を喰くいちぎろうと格闘する姿が微笑ほほえましい。

　嚙み切れなかった他の面々の分は、一度回収してサイコロステーキ仕立てにしてあげた。

　ミーアは昨日と同じく野菜炒いためだが、具材に工夫を凝らして目先を変えてみた。アリサが買ってきた数種類の漬物をカットした物を混ぜて、臭い消しの香草で味と香りを調えてある。

　食べ過ぎにならない程度の量しか作っていないのに、食べ終わってしばらくは満足感で誰も動こうとしなかった。




　オレは食後休憩の間に、錬成用の秘薬の調合を行う。

　最初は練習用と割り切って、「揺ゆり篭かご」産の朱一の魔核コアを使う。

　まずは、これを砕いて粉にする。錬金術セットの中に入っていたネジ式のクルミ割り器のような物を使って魔核を砕き、乳鉢で粉になるまで細かくする。

　ちょっと面倒なので次からは指で摘まんで割ろう。

　次に安定剤を混ぜる。さらにノウキーの街の錬金術屋で購入したコウモリの羽やイモリの黒焼きの粉末と塩をほんの少量投入して完成だ。

　小指の先くらいの魔核から魔法薬二十本分くらいの秘薬が作れた。

　完成した秘薬を「錬金術」フォルダの下に作った「秘薬／体力回復薬／朱一」に収納する。

　どの程度の効果の物が作れるか興味があったので下級の体力回復薬を錬成してみる。

「魔力操作」スキルが手に入ったせいか、錬成板の操作が簡単になった気がする。

　完成した魔法薬は「最高品質」となっていた。

　店番嬢が朱三以上の等級の物を欲しがっていたから、魔法薬の製作にはそのランクの物が必要かと思い込んでいたが、朱一でも普通に作れるようだ。

　今度はトラザユーヤ氏の資料にあった五本同時に作れるレシピで試してみた。こちらは残念ながら一ランク下がって「高品質」になってしまった。

　今度は朱二と朱三で検証してみる。この二種の魔核から作った秘薬では、五本同時レシピでも「最高品質」になった。

　一応、魔核の等級によって完成する魔法薬のグレードは左右されるようだ。

　恐らく等級の低い魔核でも品質の高い魔法薬が作れるのは、「錬成」スキルのレベルが最大だからに違いない。

　朱一から朱三までの石は大量にあったので、二十個分ずつ秘薬にしておく。薬包で小分けにするのが面倒だったので、粉のままフォルダに収納してある。

　ついでに先ほど摘んで来た赤茶篭目草で、下級の魔力回復薬も何度か作る。

　前にミーアやアリサが苦いと言っていたので、少量の蜂はち蜜みつや棘とげ甘草の汁を使って苦味を減らす試みをしてみた。

　効能が若干落ちたが、意外に美味おいしくなった。きっと、調理スキルが好影響を及ぼしたのだろう。

　空き瓶の無い分の魔法薬は、ストレージ内の各種薬フォルダに液体のまま収納した。

　早く魔法薬を収める小瓶を調達したい。

　さすがにセダム市まで行けば補充できるだろう。




　　　　◆




「マスター、森の奥に怪しい者を発見。対象は既に逃亡しましたが、その際に有意信号で仲間と連絡を取った可能性がありますと報告します。警戒レベルを上げる事を推奨します」

「怪しい」

　セダム市の少し手前の街道で、御者をしていたナナとミーアがそんな報告をしてきた。

　森の中には確かに人がいる。「根無し草」という聞き覚えのないギルドに所属する男のようだ。

　恐らく、セダム市あたりのご当地ギルドだろう。「殺人」などの重罪を犯した者も含むようなので、セーリュー市の「ドブネズミ」ギルドみたいな犯罪ギルドなのかもしれない。

　さらにそいつと同じギルドに所属する男達が、この先の街道と脇道との合流地点に数人と、脇道の先にある川沿いの広場に二十人ほど潜んでいるようだ。

　オレは念の為、御者をしていたナナと交代する。

　合流地点で待ち構えていたのは、いかにも堅気じゃない「ＴＨＥ・悪漢」という風体の男達だ。粗末な台と遮断棒で街道を塞ふさいでいる。

『おい、御者が女じゃないぞ？』

『後ろにメスガキが乗ってるじゃないか、この馬車でいいはずだ』

『いや、婆ばばあか小娘だけだって言ってただろう？』

　悪漢達が小声で会話する内容を「聞き耳」スキルが拾う。

　──こいつらが狙っているのは「老人や女児が御者を務める馬車」なのか？

　なにやらきな臭い話が後ろにありそうだ。

　──まあ、他人ひと事ごとだけどさ。

　狙いが違うと判わかったのか、男たちが街道を塞いでいた車止めを退どける。

「何かあったのか？」

「何でもないから行っちまいな」

　オレが気さくに話しかけたのに、悪漢達は腰に差した山刀をこれ見よがしに見せ付けて、オレ達を追い払った。

　少し気になるが、トラブルが向こうから避けてくれるのに文句は無い。

　オレ達は訝いぶかしく思いながらも、そのまま悪漢達の横を抜け、セダム市へと辿たどりついた。

　セダム市はセーリュー市と同じ規模の城じよう塞さい都市だが、人口は二割ほど多い。亜人の比率はセーリュー市よりも低かった。猫人族の割合が少し多い。

　市門から少し離れた市外の壁沿いに、掘っ立て小屋のような家屋が建ち並び、ボロギレのような服を着た薄汚れた人達が暮らしていた。

　ＡＲ表示に寄ると、彼らはセダム市の市民ではないらしい。称号が「流民」となっていたので、他の領地や国からやってきて住み着いたのだろう。

　市門で入市税を払うついでに尋ねてみた所、彼らは二十年ほど前にムーノ侯爵領から逃げてきた人達だと教えて貰もらった。ゼンと侯爵の戦いのとばっちりを受けた人達か。

　二十年の間に、多くの人達は近隣の村や市内に居を移したらしいのだが、他へ行く事のできなかった二百人ほどの人達が今でも残っているらしい。

　そんな雑談の後に、先ほどの怪しい悪漢達の事をセダム市の門衛に報告した所、人数を揃えて巡回してくれると門衛をまとめる騎士さんが請け負ってくれた。

　横柄そうな顔だったのに、詳細も聞かずに請け負ってくれた。人は見かけによらないものだ。見た目でダメ衛兵と決め付けたのを反省する。




　　　　◆




「ですから、この子達は亜人ですが、ご主人様の愛あい玩がん奴隷なのです。ご覧の通り高価な衣服を身に着けさせておりますので、納屋に寝かせて盗難にあうと困りますの。それとも盗難にあった場合、宿で補償してくださるのかしら？」

「補償できませんな」

「でしたら──」

「なので、お引取りを。当店ではお泊めできません」

　アリサの常勝交渉術でも慇いん懃ぎん無礼な門前宿の番頭には通じないようだ。

　セダム市に着いたオレ達は拠点を確保する為ために最寄の宿に来たのだが、すげなく拒否されてしまった。

　そうだ、例の紹介状は使えないだろうか？

　オレはダメ元でノウキーの街の守護補佐官殿に貰った宿泊場所斡あつ旋せんの紹介状を、慇いん懃ぎんな番頭に差し出した。

　別の街の守護補佐官の権威が通じるか疑問だったが、同じ伯爵領の貴族の紹介だし多少は影響力があるかもしれない。

「こ、これは准男爵様のっ。し、失礼致しました。直ちにお部屋をご用意致します」

　悲鳴を上げそうな引きつった顔で、番頭が態度を変える。どうやら紹介状はこの都市でも有効なようだ。

　急に態度を変えた番頭に、アリサが軽蔑した視線を向ける。

　アリサに「せっかくの可愛かわいい顔が台無しだぞ」と小声で囁ささやいてから、番頭に部屋の手配を頼む。

　六人部屋が一番広かったので、その部屋を五日間借りる事にした。自分用に一人部屋も借りようとしたのだが、多数の反対で却下されてしまった。これまでも雑魚ざこ寝ねだったし、今更か。




　買いたい物が溜たまっているので、オレは宿の番頭に取り扱い品目の多い商会を教えて貰った。

　色々な工房で細々と直接交渉するのは面倒だったので、そこで纏まとめて注文する事にしたのだ。

　滞在期間中に揃そろえられる物に限定したので欲しい物が全て揃うわけではないが、最初に相場の三倍までなら出すと商人に伝えたお陰で九割近い品が手に入りそうだ。

　多くの量を買うわけではないので、相場の三倍でも問題ない。

　魔法道具の土台に使う材料などの専門的な部品については、商会と契約している工房に直接出向いて細かく発注する。

　管やワイヤー、ボルトやナットなどよく使いそうな各種金具も発注してある。これで何かを思いついた時にすぐに作れるだろう。

　鍛冶かじ工房の多くは銀山のコボルト退治に使う武具の生産や修理で多忙だったが、幸運にも商会専属の職人を回して貰う事ができた。

　部品の注文の後に工房主と雑談した時に、コボルト関係の話を聞かせて貰った。

　セダム市の太守は武闘派との事で、行政を補佐官に押し付けて自ら騎士を率いて銀山のコボルト退治の応援に行っているそうだ。

　ちなみにコボルトと犬人族は別の種族らしい。

　コボルトは邪妖精に属する種族で、尖とがった耳、犬のような口、青色の肌といった外見的特徴があるそうだ。

　なんでも、ムーノ男爵領の北西に連なる山脈の奥地に本拠があると噂うわさされているらしい。




　不思議な事に、セダム市の魔法屋にも錬金術屋にも魔法薬用の小瓶は売っていなかった。

　商会でも魔法薬は扱っていたが小瓶は扱っていなかったので、陶芸工房を紹介して貰って注文しに行ったのだが、にべもなく「一小月先になる」と告げられて追い払われた。一小月先って事は十日後か。

　まるで、誰かが先回りして嫌がらせしているみたいだ。

　一応、商会でオレの買い物を担当してくれている人に、魔法薬用の小瓶が仕入れられないか当たってくれるように頼んでおいた。

　大まかな買い物は済んだので、明日あしたは市場を冷やかした後に市内観光でもしようと思う。




　　　　◆




　そろそろ欲求不満が溜まって来たので、アリサ達の目を搔かい潜くぐって夜の街に繰り出す事にした。

　ノウキーの街と違って、セダム市の歓楽街はセーリュー市と同じくらいの広さがある。

　いきなり目的のお店に直行するのもガツガツし過ぎなので、美う味まそうな焼き鳥の匂いをさせていた酒場に寄る事にした。

「いらっしゃいませ！　今日は草くさ鳩ばとの串くし焼やきか丸まる雀すずめの姿焼きがお勧めよ。エールもあるけど、ノウキー産の林檎酒シードルの良いのが入ったから良かったら注文してね」

　明るい笑顔が魅力的な給仕娘が、テーブル席に案内してくれる。

　前の客の食い残しや食器が残ったままだ。給仕娘が持っていたお盆に食器を回収し、テーブルの上に零こぼれた残飯は持っていた布ふ巾きんで豪快に床下へ掃き落とした。

　不衛生にも程があるが、これがこちらの常識らしいので文句は口にしなかった。

　周りの客は丸々と太った雀の姿焼を肴さかなにホットのエールを飲んでいる人が多い。

　オレは温める前の冷たいエールと焼き鳥を注文する。客の一人が大根の煮付けのような物を食べていたので、それも注文した。全部で銅貨一枚と非常にリーズナブルな値段だ。

　一人酒は寂しいので、カイノナの街の酒場の時のようにエールを樽たるで注文し、店の客に振る舞って酔客達の仲間入りを果たした。タダ酒を嫌う者は異世界でも少ないようだ。

「お客さん羽振りが良いんだね。本当は常連さんにしか出さないんだけどさ」

　樽酒の準備を終えた給仕娘が、そんな前置きをしてセールストークを始めた。

「店長秘蔵のムーノ産の『巨人の涙』って古酒があるの。すっごい高いけど、この店でしか飲めない逸品だよ。中にはこのお酒を飲むためだけに通ってる人もいるくらいよ」

　名前からして巨人の造った酒っぽい。せっかくなので注文してみたのだが、甘いブランデーという感じの酒だった。

　確かに美味い酒だが、アルコール度数が高そうなので、弱い人が飲んだら泥酔しそうだ。

　そんな甘い酒を味わいながら、お喋しやべり好きのオッチャンからセダム市の名所を教えて貰う。

　皆で回るのに良さそうな場所をメモしていると、遠くの席から怪しい会話が聞こえてきた。

『──それで首尾は？』

『まだ現れん』

『なんだと？　期限は明後日あさつての日没だぞ？　例年なら、もう届いているはずだ』

『俺に言われても知らんよ。遅いほうが都合が良いじゃないか。奪うのに失敗しても、全部割ってしまえば盟約──』

　声のする方に視線を向けると、隅の席でフードを目深に被かぶった身なりの良さそうな男たちが飲んでいた。

　片方の男は目深に被ったフードの陰から零れた長い銀髪を、邪魔そうに搔かき上げてフードの内側に入れる。怜れい悧りな男性の声で話していなかったら、女性かと勘違いする所だったよ。

　怪しい会話が佳境に入ろうとしたその時、余よ所そ見みをしていたオレの肩をオッチャンがぐいっと摑つかんで振り向かせる。

「おい、聞いているか若いの？」

「ええ、聞いてますとも。役所の前に置かれた王祖様の像が立派なんですよね」

　オレはオッチャンの杯に追加注文した林檎酒を注ぐ。エールが少し残っていたが気にするようなタイプじゃないはずだ。

『──さえ手に入れれば、新しい街の建設すら夢では無い』

『卿けいが新しい街の守護になったら俺の一族も守護補佐くらいには取り立ててくれよ』

『よかろう。忠誠には報いねばな。だが、間違えるな。守護ではなく小領地の領主を目指すのだ』

『おいおい、欲張りすぎると──』

　永久凍土のような銀髪男の声に騙だまされて、何かの陰謀話かと思って耳を傾けてしまったが、どうやら酔っ払った没落貴族の世迷い事だったようだ。

　アリサの話を聞いた限りでは新しい街を建設したり、都市核を手に入れたりするのは容易ではなかったはず。滅んだ街の地下にある都市核でも見つけて来たとかでもなければ不可能だろう。

「おい、せっかく話してやっているんだからちゃんと聞け！」

　オレの注意が逸それていたせいで、オッチャンがお冠だ。

「聞いていましたとも。五年前の流行はやり病で亡くなった方達を悼む碑石が太守様の城の前に建っているんですよね」

「おう、ちゃんと聞いていたみたいだな。うちのカーチャンもあの病で死に掛けたんだが、森の魔女様の薬で一命を取り留めたんだ。魔女様々だぜ」

　へー、定期的な体力回復薬の納品以外にも、そんな事をしていたのか。歳が近かったら惚ほれそうだ。

「アンチャン！　さっき話してたヤツを連れて来たぜ」

　今度は別の酔客が素面しらふの中年男を連れてきた。

　──何を話してたっけ？

「あんたか？　焼き物を注文したい金持ちってのは？」

　そうそう、さっき魔法薬の小瓶が手に入らないという話をしていた時に、誰かが陶芸工房に知り合いがいるから呼んできてやるって話になったんだっけ。

「これはこれは、ご足労頂きまして──」

　中年男は自前の窯を持つ弱小工房の工房主だった。魔法薬の小瓶は陶芸ギルドの老舗しにせが独占しているので、勝手に作る事ができないそうだ。

「──だが、抜け道はある」

　オレは工房主の話に耳を傾けた。大雑把に話を纏まとめると、彼の店で「陶芸を教わる」振りをしてオレ達自身が作れば良いとの事だった。

「だがな、一つだけ問題がある……」

「何でしょう？」

　工房主が眉まゆを寄せて言いい淀よどむ。

　代金を吹っかけられるのかと思ったが、そういう話ではなかった。

「うちは貧乏工房でな。人族は弟子一人だけで、他は亜人の労働奴隷ばかりなんだ。陶芸に使う土を捏こねるのは、その亜人奴隷達がやっている。あんたが亜人の捏ねた土に触るのはまっぴらだってんならこの話は無しだ」

　渋い顔でまくし立てる工房主に問題ないと答え、オレ達の人数を告げて大人数で訪れても大丈夫かを確認しておいた。

「ああ、構わない。先代の頃は儲もうかっていたから工房自体は広いんだ。ろくろも人数分ある。それで代金なんだが──」

　工房主が切り出した金額を値切りもせずに了承する。貧乏が長かったのか、彼の提示した金額はこちらが恐縮するほど安かった。

　一緒に飲もうと工房主を誘ったのだが、彼は明日の準備があるからと気合の入った様子で去って行った。

　オレはしばらく酔客達と雑談を楽しんだ後、酔客の一人の紹介でセダム市で五本の指に入るという娼しよう館かんへと繰り出す事になった。

　ところが、酒場を出てしばらく歩くと──。

「旦だん那な様、お迎えにあがりました」

「帰ろ」

「マスター、就眠時間を過ぎていますと報告します」

　どうやって見つけたのか、アリサ、ミーア、ナナの三人がオレを迎えにやって来た。

「おいおい、こんな美人の奥さん達が三人もいるなら帰ってやんなよ。じゃあな、美味い酒だったぜ！　また、飲もう！」

「主人がお世話になりました。また、仲良くしてあげてくださいね」

　奥さんと呼ばれて上機嫌のアリサが、代表して男達に挨拶をする。奥さんと言うよりは母親っぽい台詞せりふだ。

　アリサが酔客と話している隙に、ミーアとナナが素早くオレの両腕をホールドした。ナナが抱え込んだ右腕に左腕が嫉しつ妬とする。

　振り返ったアリサが、オレの両腕がミーアとナナに占拠されているのを見て唸うなっていたが、腕は二本しかないので諦あきらめて欲しい。

　オレは三人に連れられて大人しく宿に帰る。

　どうやって見つけたのか帰る途中で聞いてみたが、ミーアは「ヒミツ」と答えるだけで詳細は教えてくれなかった。

　きっと、エルフ独自の技なのだろう。街中の植物に聞いて回ったとか、ファンタジーな答えを期待したい。




　　　　◆




「あー、ダメなのです！　あう、そんなのはダメなのです～」

「や、やだっ。ああ、だめぇ～」

　ポチとルルの悲鳴に振り返る。

「粘土の人は落ち着きが無いのです」

「失敗しちゃいました」

　ろくろの上でベチャリと潰つぶれた粘土に説教をしながら、ポチが粘土を捏ねて丸い塊を作り直す。

　同じように失敗作を丸めていたルルがオレと目を合わせて恥ずかしそうに微笑ほほえんだ。




　セーリュー市出発から八日目の朝、オレ達は陶芸工房にお邪魔している。

　工房主はろくろの使い方と基本的な手順だけを教えてくれただけで、後の事を猫人の奴隷達に任せて自分の仕事に行ってしまった。

　初心者がいきなり小瓶を作るのは難しいので、皆には湯ゆ吞のみからチャレンジさせている。

　先ほどのポチやルルの可愛かわいい様子はその一幕だ。

「意外に難しいですね」

「遠心力は計算が難しいと報告します」

　リザとナナも上う手まく形にならなくて苦労している。途中までは上手く行っているのだが、最後の方で崩してしまうみたいだ。

　一方で、ミーアはエルフの里で陶芸経験があったらしく、ナナやリザに教えてあげている。

「こう」

「ミーア、言語による補足を希望します」

「こうですね」

　理論派のナナはミーアの言葉の少ない教え方に困惑しているが、実践派のリザの方は問題なかったようで、一つ目の器を完成させた。

　リザは自分の作った湯吞みを見て目を細める。口が広がって茶ちや碗わんにしか見えないが、本人が納得しているので水を差さないでおこう。

　その姿を微笑ましく思いながら、オレは自分の作業を続けつつ、隣で怪しげなオブジェクトを作るアリサに声を掛けた。

「それで、アリサは何を作ってるんだ？」

「何ってフィギュアに決まってるじゃない」

「却下だ」

　怪しい物体はオレの拳こぶしで押おし潰された。

「ああー、もうちょっとで『愛するご主人様の像』が完成するトコだったのに！」

「公序良俗に反するような物は禁止だ」

　オレはアリサの抗議を切り捨てる。作っていたのが、オレの裸像でなければ許したかもしれないが、そんな怪しげな物は存在させてはいけない。

「……はぁ、あとは想像で下半身を作るだけだったのに」

　嘆くアリサをスルーして、作業を続ける。他の者は自分の使う湯吞み作りだが、オレだけは魔法薬用の小瓶を作っているのだ。

　オレの使う粘土は、猫人の奴隷達が下準備していた粘土に、宿で調合してきた小瓶用の薬剤を混ぜて貰もらった物を使用している。せっかくなので、この薬剤には老魔女に教えて貰った秘伝のレシピを早速使ってみた。

　小瓶作りも十本を超えたあたりで、最適化が完了した。

　大体、こんな感じだ──少量の粘土を親指で押さえてワンアクションで小瓶の土台を作り、手に取った粘土を一擦りで均等な紐ひも状に変形させ、そのまま渦を巻くように土台に下ろして小瓶の原型を作る。

　後は指を添えてろくろをくるりと回せば完成。
















　この見事な手際はもちろんスキルのお陰だ。粘土で最初に土台を作った時に「陶芸」と「粘土細工」のスキルを手に入れたので、最大までスキルポイントを割り振ってある。

　最速だと一個当たり六秒ほどで作れるが、あまりスキル任せにして人の領域の限界を突破すると余計な厄介ごとを招きそうなので、一分間に一、二個程度の速度に自重しておいた。

　それでもデキの良さは隠しようも無く、どの小瓶も寸分違たがわない工場製品のような均一さをしている。

　ログを確認したら「陶芸家」の称号を手に入れていた。

「お客さん、粘土には慣れたか？　俺の作業は終わって手が空いたから、コツを教えて──って何だこりゃ？」

　弟子を後ろに引き連れた工房主が愛想よく声を掛けてきたが、床に並べられた小瓶の数々を見て驚きの声を上げた。

　工房主の様子を見る限りでは、あれでも自重が足りなかったようだ。

「すげぇな、こんな短時間に作ったとは思えないデキだ。これなら、素焼きの前に削りもいらねぇな。お客さん、アンタ、何ど処こかの有名な陶芸家だったりするのかい？」

「いいえ、若い頃に少し嗜たしなんだ事があるくらいですよ」

　本当はさっきスキルを覚えるまで一度もろくろに触った事もなかったが、真実は時に人を傷つけるので「詐術」スキルが活躍するに任せる。

「これだけ薄いなら、今の季節でも五日も乾燥させれば素焼きに入れるな」

　しきりに感心していた工房主が、意外な言葉を呟つぶやいた。

　──何ですと？

「焼くまでに五日も掛かるのですか？」

「ああ、厚めの器なら一小月くらいは乾燥させないと、焼いてる途中で割れちまうからな」

　今日中に完成するつもりでいたよ。

　──そうだ！　要は粘土の中の水分が原因なんだから、それを何とかすれば良いんだ。

　オレは水魔法にある「強制乾燥ハード・ドライ」をベースに、呪文を改良する。一度に水分を蒸発させる瞬発型の「強制乾燥」を、徐々に水分を器の外に追い出す継続型に変える。

　時間分割処理にはアリサに作った「虫除け」魔法の維持コードを流用した。

　生徒を工房主や弟子に取られたミーアが暇そうにしていたので、完成した魔法を試してもらう。とりあえず効果が出れば良いと思って作ったので、色々と格好の悪い呪文になっているがミーアは気にせずに試してくれた。

「……　■■■　粘土乾燥クレイ・ドライ」

　小瓶の外に滲にじみ出だすように水滴が現れては流れていく。だが、勢いの調整が甘かったのか呪文の効果が切れる前に小瓶がヒビ割れてしまった。

　水魔法の「保湿調整モイスチヤー・コントロール」の呪文から湿度計測のコードを調達してきて一定の乾燥具合になったら停止するように改良する。

　こちらだと上手く乾燥させる事ができたが、必要な魔力の量が多すぎる。これでは二十本も乾燥させたらミーアの魔力が尽きてしまう。

　ここは考えを変えて、呪文にすべてを任せるのではなく、乾燥を終了するタイミングを術者に判断させる方向にしよう。幸い、丁度良い乾燥度は「陶芸」スキルが教えてくれるので問題ない。

　乾燥対象を範囲に変更した「粘土乾燥・改二クレイ・ドライ・セカンド」をミーアに使って貰い、小瓶の乾燥を完了させた。

「ほう、こんな魔法があったんだな。嬢ちゃんは小さいのに凄すごいんだな」

「ん」

　ミーアが工房主に誉ほめられて胸を張る。

　新魔法のお陰で乾燥が早く済んだので、工房主の作品と一緒に焼いて貰える事になった。

　素焼きは夕方まで掛かるので、残りは明日あしたになるという話だ。ちなみに本焼きは焼くのに一日掛かるらしい。

　思ったよりも時間が掛かるのに驚きながらも、皆で窯に器を置くのをやらせて貰い、窯に火が入るのを見届けた。

「へー、思ったよりも時間が掛かるのね。最初から釉ゆう薬やくを掛けて本焼きすれば良いのに」

「せっかちなお嬢ちゃんだな。素焼きをしない工房も多いが、それだと粘土に残っていた水分が内側から釉薬を溶かして発色が変になるんだよ。魔法薬用の瓶だと専用の釉薬が均一じゃないと魔法薬の劣化が激しくなるから、素焼きが必須なんだ」

　アリサのぼやきに工房主が丁寧に教えてくれる。

　──あれ？　その話からすると、魔法で完成させたオレの小瓶は素焼きがいらなかったんじゃないか？

　そう気付いたものの、今更中断して貰うのも悪いので、そのまま工房を後にした。




　昼からは酒場で教えて貰った観光地を巡る。

「おっき～？」

「リザが二人分くらいなのです」

　タマとポチが興奮したように役所の前に建てられた銅像を見上げる。

「二人共、王祖様の像の前だから、あまり騒がないようにね」

「あい」

「はい、なのです」

　オレが窘たしなめると、タマとポチが自分の口を塞ふさぐように手でバッテンの形を作る。

「でも、幾ら偉人でも誇張しすぎよね」

「ん」

　アリサが言う通り、王祖の像は三メートル以上の高身長だ。手にした大剣が普通の片手剣に見えるほどだ。

　銅像の前で詩人が王祖の英雄譚たんを歌う。

　なかなか眉まゆ唾つば物ものの逸話が多い。多数の魔物に囲まれた話では聖剣クラウソラスが十三枚の刃に分かれて空を飛んで迎撃したとか、寝所を襲った暗殺者を甲かつ冑ちゆうが勝手に動いて王祖を守ったとか、天竜や調ちょう伏ぶくした魔族に騎乗して戦ったとかだ。

　建国の英雄を讃たたえる歌なので、色々と誇張してあるのだろう。

　詩人の美声にいつの間にか人垣ができていた。

　やがて歌が終わり、オレは幾ばくかの貨幣を詩人の足元に置かれた帽子に投げ込み、惜しみない拍手を贈った。

　そんな和やかな雰囲気は一人の男の罵ば声せいで終わる。

「ええい！　この愚民共め！　道を開けろ」

　人垣が割れてできた道を、貴族然とした衣装の男がノシノシと歩き去っていく。

「貴族なのに、馬車も使わないなんて珍しいヤツね」

「没落貴族なんだろう。前に酒場で見かけたよ」

「あの男は貴族だったのですか？　それならご主人様はお気を付けになられた方が宜よろしいでしょう」

　リザの言葉にハテナ顔を返す。

「お忘れかもしれませんが、セーリュー市で蟻ありの魔核を──」

　そこまでリザに言われて思い出した。あの時の小悪党か。セダム市の役所に再就職したのかと思ったが、所属は「なし」のままだった。面接で断られたのかな？

　それにしても、前から興味の無い相手の顔は覚えない方だったが、ここまで忘れるのは異常だ。忘却なんてスキルは持ってないし、知力ＩＮＴ値も高いから物覚えが良さそうなんだが……。

　いや、知力ＩＮＴ値が高すぎるから、「どうでも良い事」は普段の処理の邪魔になるから整理されてしまうのかもしれない。

　例えるならパソコンの圧縮ファイルみたいな感じだろうか？

　根拠の無い単なる仮説だが、若年性健忘症を発症したとは考えたくないので、そう思う事にした。




　そして、楽しい観光に水を差す出来事はコレだけで、それ以降は年少組を交代で肩車しながら色々な場所を見物して異世界の名物を堪能して回った。




　　　　◆




　翌日──セーリュー市出発から九日目の昼過ぎ。オレ達は再び陶芸工房を訪れ、素焼きの終わった器に皆で釉くすり掛がけを行った。

　ミーアの魔法が効果的だったのか、素焼きで割れた小瓶は無かった。

　釉掛けの時に、本焼きの前に何日も乾燥させる必要があると言われるのが予想できたので、今度は昨晩の内に作っておいた「釉薬乾燥グレイズ・ドライ」の呪文を作って短時間で乾燥させて本焼きを始めて貰った。

　オレ達はそのまま物見遊山で市門近くの市場を冷やかして回る。

「ねぇねぇ、掘り出し物の絵本とかない？」

「絵本は無いねぇ。こっちの哲学書や手記はどうかね？」

　怪しい人相の小男が、尋ねたアリサではなく後ろにいたオレに売り込んでくる。

　露店の上に置かれたのは装丁された本が数冊と、紐ひもで綴とじられた本が十冊。それから露店の横に紐で縛られた紙束が五つほど積んであった。

「ちょっと中を見ても良いかい？」

「いいとも、これは富豪の跡取りが二束三文で売りに出した何かの研究書なんだ。知り合いの学者や魔法使いの所に持って行ったんだが、買い取ってもらえなかったんで好事家が引っかかってくれるのを待ってるのさ」

　この小男は商売に向いていないと思う。そんな言い方で買うヤツなんて──。

「どうしたの？　何か面白い事でも載ってた？」

　アリサが興味深そうに聞いてきた。

　オレの興味は今手に持っている本ではなく、露店の脇に無造作に積まれた紙束にある。

「その本だったら金貨一枚でいいよ」

「相場」スキルで銅貨一枚の本に無体な値段を付けて来る小男に「字が汚くて驚いただけだ」と言って断り、横の紙束の値段を聞いた。

「それなら一束銅貨一枚で良い。全部買ってくれるなら大銅貨一枚までまけてやるよ」

「陶器の詰め物に使おうと思ったんだが、その値段ならおが屑くずの方がマシだな──」

「全部で銅貨二枚だ！　もってけドロボウ！」

　やけになって叫ぶ男から紙束を買い取り、ついでに先代の富豪が書いたという紐綴じの研究書を捨て値で買い取った。初日から全然売れていなかったそうだ。

「何するのよ、そんなの買って」

「さあ？」

　アリサの問いにオレにも判わからないと答える。

　実際、この紙束を買ったのは「相場」スキルのせいだ。

　何な故ぜか、この紙束の相場が「──」のような表示になっていた。こんな表示になるのは、格納鞄ガレージ・バツグやストレージにある聖剣などの一部の品だけだ。

「相場」スキルで金貨二百五十五枚を超える品を見た事がないから、少なくともそれ以上の価値という事になる。

　ちょっとした宝探し気分で買ったので、中に何が書いてあるか今から楽しみだ。

　本当に宝の地図でも入っているのかもしれないね。

　何で買ったのかと詰め寄るアリサを「後のお楽しみだよ」と煙けむに巻いて、路地裏で紙束を格納鞄に収納してから次の露店に向かった。




「マスター、謎の回転体を捕ほ捉そくしました。警戒を要請します」

　オレの腕をがっちりと抱きこんだナナが、露店の一つを指差す。

　ナナの顔が近い。それを見てミーアがむくれる。

「むぅ」

「ちょーいっと失礼。はいはい、離れて離れて～」

　アリサがオバチャンみたいな口調で後ろからぐいぐい割り込んできて、オレからナナを引き剝がした。

　ナナが見ていたのはコマだ。コマの上部に光る赤い残像に目を引かれる。

「そこの羽振りの良さそうな若わか旦だん那な。王都の魔法道具はどうだい？」

　目が合った店主が声を掛けて来た。露店の前で人垣を作っていた子供達を店主が追い払い、オレ達が近寄れるようにしてくれる。

　客と野次馬の扱いが違うのは当然だが、追い払われた子供達が可か哀わい相そうだったので「悪いね」と一言詫わびておいた。

「これはコマかい？」

「そうさ、でも只ただのコマじゃないんだぜ？」

　ニヤリと笑みを漏らした男がコマを両手で持つ。コマの上面の溝に赤い光が走ったと思ったら、コマが勝手に回り出した。

「詐欺じゃないぜ？　若旦那も魔力を流して回してみなよ」

　詐欺じゃないのはＡＲ表示で判っているが、せっかくなので回してみる事にした。ちなみに、コマの正式名は「回転円盤ローリング・デイスク」というようだ。

　壊したりしないように注意して魔力を注ぐ。一ポイントほど魔力を注ぐと手に持ったままなのに、中心部分が回転を始める。手を離すと外側が内側とは逆方向に回り出した。

　魔力を使うモーターみたいな機構なのだろう。

　このコマの仕組みを使えば、攪かく拌はん器とかを作れそうだ。

　手持ちの魔法道具の本にはモーターみたいな回路が載っていないので、このコマの作者のオリジナルかもしれない。

「なかなか面白いね。二つほど買わせて貰もらうよ。幾らだい？」

「一つ金貨二枚半は欲しいところだけど、二つ買ってくれるなら合計金貨四枚でいいぜ」

　相場通りの値段か。オモチャにしては高い値段だから、ディスカウント中なのかもしれない。

　オレは二つで金貨三枚まで値切って購入した。二つ買ったのは分解確認用に一つと予備に一つだ。

　金貨を取り出しながら、ダメ元で製作者を聞いてみたらアッサリ教えてくれた。王都のジャハドという名前の老博士が作ったそうだ。

　どうも役に立たない魔法の道具を作る事で有名らしい。




　露店を見て回るうちに小腹が空いたので、いい匂いをさせていたセダム市名物の「お焼き」を買い食いした。

　漬物などの具を小麦粉を練って焼いた薄皮で包んだ饅まん頭じゆうみたいな食べ物だ。野菜オンリーだが、獣娘達にも大好評だ。

　ふと見ると、リザの目が焼き鳥の屋台を捉えていたので、小銭を渡して希望者分だけ買いに行かせた。

　そんなオヤツタイムを楽しんでいたオレの視線の隅に青い光点が映る。

　レーダーの位置からして街道のあたりだ。知り合いを示す青い光点を見て、ゼナさんが追ってきたのかと思ったがそれは誤解だったようだ。

　その光点が指していたのは魔女の弟子だった。

　彼女は四体のリビング・アーマーの護衛達に囲まれた馬車に乗って、このセダム市に向かっている。

　てっきり最寄のノウキーの街か、ノウキーから北周りでクハノウ市まで行って魔法薬を納品するのかと思っていた。

　馬車の積荷が魔法薬だから、納品の為ために訪れたのだろう。

　わざわざ、遠いこのセダム市で納品する意味が判らないが、何か理由があるのだろう。

　魔法薬の納品を急せかされていた理由が「コボルトの大群による領内の銀山の襲撃」だったはずだから、その銀山に一番近いセダム市が納品場所に選ばれたのかもしれない。

　──となると、前に脇道で待ち伏せされていたのは魔女の弟子だったのか！

　オレはマップを再チェックする。

　もう脇道との合流地点は越えており、脇道のあたりには状態が「骨折」になった悪漢達が留まっていた。

　魔法やリビング・アーマー達に蹴散らされたのだろう。

　気が付くのが少々遅かったが、せっかく魔女の弟子が近くに来ている事を知ったのだし、会いに行こうと門に向かう。

「どうかしたの？」

「ああ、ちょっと知り合いを迎えに行こうと思ってね」

「知り合い？」

「ああ、前に森の奥にある魔女の塔を訪問したって言っただろう？」

「え？　魔女の塔って、綺き麗れいなお姉さんのいるお店の名前じゃなかったの?!」

　アリサとそんな話をしながら市門へ向かう途中で、レーダーに映る光点の動きがおかしい事に気が付いた。魔女の弟子の馬車を追いかけて、脇道の方から悪漢達が接近しているようだ。

「ちょっと、急ぐよ。悪者に追われているみたいだ」

　そう告げて市門へ向かう。リザがアリサを、ナナがミーアを抱え上げてオレの後ろを付いてくる。

「キャーッ、ポチちゃん、タマちゃん降ろしてぇ～」

「運搬するのです」

「ルル運ぶ～？」

　声に驚いて一瞬だけ振り向くと、ポチとタマが作る騎馬に載せられてルルが運ばれていた。

　しまった、足の遅い面々には後からゆっくり来させるように指示しておけば良かった。




　市門の外では騒ぎが起きていた。

　豹ひよう型の魔創生物コンストラクターが曳ひく馬車に悪漢達が追いついたらしく、既に戦いが始まっていた。

　刺さす又またのような棒を持つ四体のリビング・アーマーが一列になって迎え撃つ。

　魔女の弟子が土魔法の「投石スリング」で、迫り来る悪漢達を一網打尽に打ち据える。

　これだけ市門に近いのに門衛は誰も外に出てこない。

　それどころか──。

「おい！　そこの魔法使い！　セダム市の近くで魔法の使用を禁止する。通行人が怪我をしたらどうする！」

　──なんてバカな事を叫んで弟子の行動を邪魔する始末だ。

　何人かの兵士は騒ぎを止めるために門を出ようとするが、先ほど叫んだ隊長らしき横柄そうな顔の騎士に止められている。

　こいつも連中に買収されているか、仲間の一人だったらしい。

　ルルとミーアの護衛にナナを付けて、オレは獣娘達を連れて馬車に向かう。オレはアリサに騎士の対処と精神魔法で場の雰囲気を操作するように頼んでおく。

「リザ、ポチ、タマ！　悪漢を馬車に近づけるな！」

　オレは皆の返事を待たずに、馬車へ向かって駆け出した。

「貴様ら！　騒ぎに加担するなら貴様らも牢ろう屋やに──」

　言葉の途中で騎士が貧血を起こしたように倒れた。周りの兵士達は「隊長」と呼びかけるものの誰も介抱しようとしない。普段の行いが知れると言うモノだ。

　アリサがわざとらしく「あらあら、貧血かしら？」とルルと世間話をして、一瞬だけ目が合ったオレにパチリとウィンクを飛ばしてきた。

　アリサの単一対象の精神魔法「精神衝撃打マインド・ブロー」で気絶させたのだろう。

　駆け寄ってくるオレ達を察知して、弟子の頭に乗っていた丸っこい使い魔の「毛玉鳥パフバード」がクルゥポウと鳴いて警戒を促す。

「加勢するよ」

「あ、あなた！　エルフ様の鈴を持っていた人！」

「──サトゥーだ」

　オレは弟子のイネ──なんだっけ？　そうイネなんとかちゃんに名乗り、悪漢を退治する手伝いをする。

　邪魔をする騎士を排除したお陰か、門衛達も応援に来てくれた。

「ここは我々に任せて都市の中に入れ」

　門衛の副隊長らしき男性が、イネちゃんに声を掛けて悪漢を捕縛するべく向かって行く。公僕の参戦に悪漢が及び腰になった。

　オレ達の横を抜けイネちゃんの馬車とリビング・アーマー達が市内へと入って行く。

　失敗を悟ったのか、ほとんどの悪漢達は三々五々に森の中へ逃走したが、何人かの悪漢が執しつ拗ように馬車に追いすがる様子を見せたので獣娘達に無力化させた。

　捕まえた悪漢達の後始末は門衛達に任せ、オレ達は市内へと戻る。

　市門を越えた時に、重量物の衝突音と沢山の何かが割れたような連鎖音、そしてイネちゃんの悲鳴が聞こえた。

　急いで門を潜くぐったオレの視界に映ったのは、左右から丸太を載せた荷車に突っ込まれたイネちゃんの馬車と、丸太に衝突されてひしゃげたリビング・アーマーの姿、そしてリビング・アーマーに押しつぶされた「魔法薬の入った木箱」の無惨な姿だった。

　木箱からはポタリ、ポタリと雫しずくが垂れていた……。







　魔法薬を作ろう！





〝サトゥーです。薬が作れるＰＣゲームは結構ありますが、大抵は素材を揃そろえて調合したら瓶ごとセットで完成するものが多かったので、レシピを見るたびに「瓶はどうした！」と叫んだものです。〟






「ああっ。……魔法薬がっ。このままじゃ『幻想の森』が……」

　小さな魔女イネちやんがポロポロと涙を零こぼし始め「ふぇええん」と子供のように泣き出した。イネちゃんの左右を守るように二体のリビング・アーマーが待機している。

　丁度、荷車をぶつけて破壊工作を行った男達が逃げ出すところだった。

「アリサ、その子を頼む」

「おっけー！」

　小気味良い返事を返すアリサに後事を任せ、オレは獣娘達と一緒に逃げた男達の捕縛に向かう。

「リザ、ポチ、タマ、向こうに逃げたやつを追え」

「承知！」

「ポチは頑張るのです！」

「タマも頑張る～」

　ポチとタマが野次馬の足の間をチョロチョロと駆け抜け、野次馬を蹴散らしていた男達に追いつく。

「足払いなのです！」

「成敗～？」

　二人が男達を地面に引き倒し、追いついてきたリザが男達を踏みつけて無力化する。

　オレは横目でそれを見守り、流れるような動きで男達の前に回り込んで、振り向きざまの掌打で悶もん絶ぜつさせた。

　捕まえた男達を門衛の副隊長に引き渡す。

「ご協力感謝します」

「知り合いの娘の手助けをしただけですよ」

　オレは門衛達に手伝って貰って、馬車の荷台に丸太を突っ込ませた荷車を引き抜いて貰う。

「ああっ、……アブとセブがぁ。ごめんね、痛かったよね。ごめんねぇ……」

　胴体がひしゃげてまともに動けなくなった二体のリビング・アーマーに縋すがり付いて、イネちゃんがまた泣き出す。

　まずは、現状確認をしないとね。

「イネニマアナ、泣き止やむんだ──」

「そんなんで子供が泣き止むわけ無いでしょ！」

　アリサがオレの言葉を遮って突っ込みを入れた。

「こ、子供じゃ、えっぐっ……、無い、ぐすっ……、もん」

　泣き声交じりでアリサの言葉を否定するイネちゃんだが、説得力は無い。

「イネニマアナ、まずは現状を確認しよう。魔法薬が何本無事か、馬車は動くのかの二点だけでもしないとね」

「う、うん……、ガブとロブに、箱を降ろさせて、確認する」

　つっかえつっかえの涙交じりの声だったが、それでもイネちゃんは泣くのをやめて、無事だった二体のリビング・アーマーに指示して魔法薬の小瓶の入った木箱を地面に降ろさせる。

　オレやアリサも協力して数えた結果、三百本のうち百八十本もの小瓶が割れて中身が零れた事が判わかった。

　オレは割れた小瓶を確認する振りをして、こっそりと割れた小瓶の底や木箱の中に残っていた魔法薬をストレージに回収して「魔女」フォルダに中身を保管した。全部で四十本分ほどある。

　馬車の下では地面から大量の雑草が生えだしている。恐らく百四十本もの魔法薬を吸ったせいだろう。

　馬車は側板が壊れているものの問題なく走れるようなので、市庁舎にいる納品相手の所へ行く事にした。無事な分だけでも納品して、残りは後日で良いかを確認する為だ。

　オレもイネちゃんに同行して市庁舎へ向かう。知り合いの子供を突き放すほど薄情にもなれなかったのだ。

　もっとも、知り合いじゃなくても、あんなに不安そうな目を向けられたら、やっぱりお節介を焼いた気がする。

「アリサ、一緒に来てくれ。皆には用事を頼みたい──」

　市庁舎には交渉事が得意なアリサだけを連れて行き、他の面々には最悪の事態に備えて、幾つかの用事を頼んでおいた。




　　　　◆




「──事情は判った。だが、盟約は盟約だ。本日の日没までに魔法薬三百本を納品して貰もらう」

「そんな……」

　市庁舎の一室で事情を説明するイネちゃんに、太守補佐官という銀髪の男性が冷ややかにそう告げた。

　ちなみに補佐官は自分の執務机の椅子に腰掛けているが、オレ達は全員立ったまま事情を説明させられていた。

　アリサが補佐官の酷薄な発言にキレないように、後ろから口を押さえて抱き寄せる。

　イネちゃんの付き添いとして同室していたオレとアリサには、発言が許されていないのだ。

　オレも補佐官の発言には少々思うところがあったが、それ以上に彼と何処かで会ったような変なデジャブに気を散らされている。

　また、この部屋には他にも気になる人物がもう一人いた。

　補佐官の斜め後ろで、嘲あざけるようなニヤニヤ顔で立っているのは例の小悪党だった。

　──なぜ、こいつがココに。

　前に見たときは草臥くたびれた文官服だったのに、今日はやけに立派な貴族っぽい服を着ている。似合っていないというか、服に着られているような感じだ。

「私は忙しいのだ、他に用がなければ退出したまえ」

　補佐官の冷たい声に、イネちゃんの小さな肩が震える。

　アリサが肘でオレの腰をトンと突いて行動を促してから、イネちゃんを励ます。

　そうだな、ここは大人がサポートしてやらないとね。

「発言をお許しください」

「黙れ平民！　付き添い風情が口を開くな！」

　補佐官に許可を求めたのに、発言を封殺しようと小悪党が割り込んできた。

　イネちゃんが小悪党の大声にビクッとなる。アリサが何か言いたそうに眉根を寄せるが、それを手で制した。

　こういう輩に反応して、同じフィールドに立ったら、その時点で負けだ。

　元の世界にいた頃のオレだったら暴力的な雰囲気に怯おびえたかもしれないが、本物の殺気を放つ蜥蜴とかげ人に殺されかけたり、悪魔そのものの上級魔族と死闘を繰り広げた経験からすれば、お座敷犬がキャンキャン吠ほえているのと変わらない。

　オレは気にせず補佐官を見つめ、彼の回答を待つ。
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　ログに表示された文字に、内心で先ほどの思考を反省する。

　補佐官は片手を上げて小悪党を止め、顎あごをしゃくってオレに先を促した。

「先の事件で魔法薬三百本のうち半数以上の百八十本が破損してしまいました。この百八十本を何らかの手段で調達し、定数を納品せよという事で相違ありませんか？」

　つまり、残りの魔法薬は市内で購入しても良い、という言質を補佐官から取ろうとしているわけだ。

「それは認められん」

　補佐官はしばし黙考した後に、氷のような声で否定した。

「この盟約は『幻想の森』の魔女とクハノウ伯爵との間に交わされたモノだ。納品が許される魔法薬は魔女の作った物のみ」

　老魔女に盟約の話を聞いた時には「特製の魔法薬を納品する」とは聞いたが、「彼女以外が作った物は納品できない」というようなニュアンスは無かったはずだ。

　現に今回納品しようとしていた魔法薬の製作者は、弟子のイネちゃんの名前になっている。

　まるで、この納品が失敗して「盟約」を破らせたいみたいだ。

　──いや、「みたい」じゃないのかも。

　癖なのか補佐官が長い銀髪を搔かき上げた。銀髪が窓の明かりを反射する。

　大した美形だが、男だ。何も嬉うれしくない。昔の少女漫画のキャラみたいな長髪だ。

　だが、今の補佐官の動作に記憶が刺激される。

　──何だ？

　補佐官の後ろの小悪党のニヤニヤ笑いが重なって、何かが思い出せそうだ。

　それに補佐官の氷のような声にも聞き覚えがある。

　一体、オレはどこで聞いた？

　……思い出した！　こいつら、酒場で見た没落貴族コンビだ！

　ならば、あの時の妄言と思っていた事が違う意味を持ってくる。

　こいつらの狙いは老魔女の源泉を奪って、そこに街を建設する事なのか。

　可能かどうかはともかく、こいつらはソレを実行する為ために動いていると考えていいだろう。

　元の世界でも似たような事は一杯あったが、あの幻想的な生き物が追い出されるのは見たくない。

　なので、「詐術」スキルや「交渉」スキルのサポートで、補佐官が勝手に条項を追加したようなニュアンスを篭こめて問い詰める。「断罪」スキルも頑張れ！

「『盟約』にはそのような条項は無かった筈はずです。誰が追加したか補佐官殿はご存知ですか？」

「なぜ貴様のような平民が盟約の内容を知っている」

「魔女殿には少々お世話になった事が御座いまして」

　氷河がひび割れるような重い声で、補佐官がオレを問い詰める。

　そういう事は、オレが付き添いに同室した段階で問うべきだと思う。

　オレは「無表情ポーカーフエイス」スキルの力を借りて、こちらの真意を探る補佐官の視線を遮る。

　作り笑顔を保ったまま、ほんの一瞬だけ「威圧」スキルを有効にして、補佐官を怯ひるませる。

　氷の美貌に一筋の冷や汗が流れた。

「……よかろう。魔女の魔法薬と同じ効能の品でも納品を受け付けてやろう」

　俯うつむいていたイネちゃんが顔を上げる。

　だが、今の発言だと、ちょっとマズイ。

「補佐官殿、同等以上の品でも受け付けていただけるという話で宜よろしいですか？」

「──同等以上だと？　金に飽かせて中級魔法薬でも買い揃えるつもりか」

　オレはニコリと微笑ほほえみだけを返す。

　下級と違って中級は流通量が少ない。セダム市中から搔き集めても、二割程度の数が集まったら御の字だ。

　そして、その事は補佐官も知っていたのだろう。

「ふん、集められると思うならやってみるが良い。同等以上の効能を持つものなら受け付けてやろう」

　補佐官は苦い顔でオレ達を退出させようとする。

　だが、話はまだ終わっていない。

　オレは彼の執務机に二枚の紙を置きサラサラと先ほどの納品の条件を書き連ねていく。文面は先に交流欄のメモ帳で下書きしておいたので淀よどみない。

　程なく正副二枚の書類を書き上げた。「書写」スキルのサポートがあるせいか、オレが書いたとは思えないくらい綺き麗れいな字だ。

「今のお話を書面に致しました。相違なければ押印を戴いただきたい」

　そう、会社同士の仕事でもそうだが、口約束は厳禁だ。書面に残しておかないと、「言った」「言わない」の水掛け論になって確実に立場の弱いほうが負ける。

　今回のようになあなあで済ますわけにはいかない案件の場合は、特にそうだ。

「……書面だと？」

「平民ごときが貴族の言葉が信用できぬと申すのか！」

　小悪党がまたしゃしゃり出て来たが黙殺する。

　オレの話す相手はあくまで補佐官の方だ。

「補佐官殿はお忙しいご様子。納品時に補佐官殿がおられず、手違いで連絡が届いていなかった役人が受け取らない事があるかもしれません。そのせいで定刻を超えてしまって『盟約』が破られてしまうのは、補佐官殿も本意ではありますまい」

　補佐官は「盟約」を破らせる気まんまんだと思うが、立場的に、ここで肯定する訳にもいかないはずだ。

　彼は美貌を苦渋に染めて、書類に署名押印し、さらに二枚を並べて割り印を押した。

　オレは印章を持っていないのでイネちゃんのを借りた。老魔女が持たせてくれたのだそうだ。オレも一段落したら、自分のを作ろう。

「これでよかろう。退出して良い」

　補佐官は能面のような顔で、今度こそオレ達を退出させた。

　執務室を出る時に後ろから小悪党の「魔法薬を作れば良いと考えているならお生あい憎にく様だ！　小瓶を探して途方にくれるが良い！」と叫ぶ声と、余計な発言を叱りつける補佐官の声が聞こえた。

　……やはり、その為に周辺の街まで出向いて小瓶を回収していたのか。その努力を他に使えよ。

　オレは憤るアリサと泣きそうな顔のイネちゃんを連れて市庁舎の外へ出た。
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「さて、魔法薬を百八十本か、小瓶が少々問題だが、日没まで時間もあるし何とかなるだろう」

「うぇ？　れ、錬成するんでふか？」

　オレの言葉にイネちゃんが嚙かみながら問い返して来た。その横ではアリサが地面に描いた補佐官の似顔絵を踏みつけている。

　イネちゃんは疑問形だが、残念ながら他に方法がない。

　市販の下級薬だと品不足の上に、高品質な魔女の薬の代わりにならないからだ。

「そうだよ。小瓶も百本分は当てがあるんだけど、あと八十本をどうするかだな」

「でも、なんとかできるんでしょ？」

「ああ、今、皆がその為に街中を走り回ってくれてるよ」

　アリサが信頼の表情で確認してくる。イネちゃんの不安顔と対照的だ。

「も、もう！　瓶があったって！　日没まで鐘三つくらいしか無いんだよ？　あの魔法薬だって『魔女の大釜ウイツチーズ・コールドロン』で一晩掛けて作ったんだもん。その前の下準備だって、お師匠さまと一月かけて作ったのに……無理に決まってるよぉ」

　ちょっとキレ気味のイネちゃんが涙目で見上げて来る。今にも泣き出しそうだ。

「大丈夫だって、わたしのチートなご主人様がなんとかしてくれるってば」

　──信頼は嬉しいが、チートズルっていうのは止やめてくれないか？

　そこにポチとタマを連れたルルが戻って来た。

「ご主人様、確認してきました」

「ありがとう、首尾は？」

「それが……」

　ルルの報告する結果は芳しくない物だった。

　陶芸工房に小瓶の焼き上がりを繰り上げられないか、さらに追加でもう百本焼けないか確認しに行って貰もらったのだが、最初の分すら窯から出せるのは翌日の朝が最速らしい。

　続いて市場に向かっていたミーアとリザが戻って来た。

「サトゥー」

「ご主人様、戻りました」

　二人は背負った篭かごに一杯の香草とほうれん草のような野菜を入れている。

　これらは魔法薬の材料になる物だ。薬効の主成分になる青よもぎ草は十束しかないが、他の素材は必要量の三倍近い。余った分は後日自分の薬を作る時にでも使えばいいか。

　最後に商会に向かっていたナナが戻って来た。

「こちらが商会で入手できた体力回復薬用の小瓶二十五本と、下級の体力回復薬十二本ですと手渡します」

　ナナから受け取った小瓶を確認する。下級の魔法薬を買わせたのは小瓶を流用する為だ。

　魔女の魔法薬は基本的には下級魔法薬の改良版なので、同じ小瓶を使える。鑑定によると老魔女の小瓶よりも品質保持期間が短いようだが、今回の場合は問題ないだろう。

　陶芸工房の小瓶が使えたら、あと四十三本分の小瓶を調達するだけで済んだのだが、今更蒸し返しても意味が無い。

「やはり、小瓶をどうにかしないとダメだな」

「もうっ！　だ・か・ら！　瓶の問題じゃない！　材料があったって、瓶があったって、無理なんだってば！」

　オレの呟つぶやきを聞いてイネちゃんが、再びヒステリーのように叫ぶ。

　いや、「ように」じゃない。ヒステリーそのものだ。

「どうして無理なんだい？」

「だ、だって──」

　オレは落ち着かせようと、イネちゃんに目線を合わせて話しかける。

　イネちゃんは上う手まく言葉にできないのか、「だって」を繰り返す。

　本当ならさっさと行動を開始するべきなんだが、瓶をどうにかする当てがない。

　市内を対象にマップ検索で小瓶や体力回復薬を探してみたが、市内全部を合わせても半分も集まりそうにない。

　たぶん、太守が銀山のコボルト退治に出征する前に市内で徴発したのだろう。

　貴族の屋敷らしき場所に大量の小瓶があったが、これは補佐官や小悪党が集めたものに違いない。ここから拝借するのは最後の手段だ。

「だって、ま、魔力が足りないもん。『源泉』の傍そばだったらすぐに回復するからできるかもだけど、ここじゃ無理だもん」

「魔力回復薬を飲みながら作れば良いさ」

　魔力回復薬は完成品だけじゃなく材料もたっぷりあるしね。

「う、うぇ、あんなに苦いの……」

　なおも泣き言を言おうとするイネちゃんを見かねたのか、帽子のようにじっとしていた毛玉鳥がクルゥポウと変な鳴き声を上げて、イネちゃんの額を突つつく。

「あいたたた」

　悲鳴を上げるイネちゃんと対照的にウチの子達は嬉しそうだ。

「うはっ、それ帽子じゃなかったの？」

「マスター、この球体の保護を申請します」

　特にアリサとナナの反応が顕著だった。もちろん、ナナの申請は却下した。

　この毛玉って、たしか老魔女の使い魔だったっけ。

　──もしかして。

「イネニマアナ、この子を介して魔女殿と話せないかな？」

「う、うん、できるよ。……もしかして、失敗を言いつけるの？」

　子供らしい反応だが、「幻想の森」の存亡が関わっている以上、老魔女への「報ホ告ウ・連レ絡ン・相ソ談ウ」の三つは必要だろう。

「そういう訳じゃないよ。ちょっと魔女殿に相談したい事があるんだ」

「……うん、わかった。ポウ来て」

　毛玉鳥の名前は鳴き声から付けたのか。

「■■　呼び出しコール」

　イネちゃんが短い呪文を使うと、毛玉鳥の雰囲気が変わった。クルゥポウと鳴く声はそのままだが、なんとなく深い知性を感じる。

「これでお師匠さまに聞こえるよ。でも向こうからは喋しやべれないの」

　インコとか喋れそうな声帯の生き物を使い魔にしたら、それもできそうだ。地面に「はい」と「いいえ」を書いてコミュニケーションをとる事にした。
















　オレは状況の報告を行い、幾つかの行動予定を伝える。

　そしてクハノウ伯爵自身が今回の陰謀に関わっている可能性があるかどうかを確認した。

　答えは──「いいえ」だった。

　ならば、補佐官単独の計画か。

　このセダム市の太守は騎士団を率いて例の銀山に援軍に行っているし、クハノウ伯爵自身は遠方のクハノウ市にいる。

　伯爵に補佐官を掣せい肘ちゆうして貰えれば楽なのだが……。

　念の為ため、今回の「盟約」が破られた場合、補佐官が「幻想の森」に対して企んでいる事が実行できるか確認した。

　残念ながら、その答えは「はい」だった。

「はい」と「いいえ」だけでは詳細は判わからないが、これで時間までに残りの魔法薬を納品して「盟約」を果たすしかないという事が確定した。

　オレは老魔女に他にも幾つか確認し、通話を終了した。




　老魔女へのホウレンソウが片付いた所で、イネちゃんや皆と顔を付き合わせて魔法薬の用意の話に戻る。

「さて、小瓶の方だが……」

「はいは～い！　アリサちゃんにお任せ！」

　アリサが小学生みたいに手を伸ばす。背伸びしてぴょんぴょんと跳ぶ姿は、外見にマッチしていて可愛かわいらしい。

「何かアイデアがあるのか？」

「えへへ～、聞きたい？　ねぇ、聞きたい？」

「いいから、早く言え」

　アリサが背中で手を組んで下から見上げて来る。にへにへと笑うアリサの頰を摘まんで先を促す。よく伸びる頰だ。

「ひょっとぉ、ひゃめてひょ～」

「ああ、悪い。つい」

「もうっ。村よ村。この前見つけた廃村よ」

　そういえば、廃村の裏山に壊れていない窯があったっけ。

「だが、そもそも今から焼いて日没に間に合うのか？」

　もし間に合うなら、陶芸工房で百本の小瓶が手に入っているはずだ。

「そこはほら、ご主人様のスーパーな裏技に期待してるわよ」

　ノープランな訳か。時間を短縮する方法がないか詳しい人に相談してみるか。

　オレはそう考えて陶芸工房に向かおうと思ったのだが、ミーアが「ホゼ」と短い一言を告げた。

　──ホゼ？　ハゼじゃなくて？　……ああ、前に助けた鼠人か。

　そうか、前に彼から焼き物に関するメモ書きを貰ったっけ。

　日本語で書かれたそのメモを取り出して、もう一度熟読する。

　小さな字で焼き物の作業過程と必要な時間。それに何の為にその作業を行うのか、その時間はなぜ必要なのかとかが実に詳しく書いてある。

　オマケに文字で判りにくい箇所や道具類は図解付きだった。

　至れり尽くせりすぎて怖い。

　まるで、初めから異世界に渡る事が決まっていて、事前に元の世界の知識を収集していたかのようだ。

　……そんな事はヒマになってから考えれば良いか。

　メモを読んで判明した事を頭の中で整理する。

　本焼きの時間が掛かるのは、窯の中の温度を上げ下げするのに時間が掛かるからだ。

　その時間を短縮する手段として、元の世界ではマイクロ波を使って急速に温度を上げていたそうだ。

　薪まき以外の、燃焼以外の方法で過熱する方法があれば……。

　オレは思考の底に沈んで記憶を探る。走馬灯の様に出来事が浮かんでは消えていく。

　──あった。銅鍋の底を溶かす温度まで短時間で加熱する方法が。

　オレは横からメモをのぞきこんでいたアリサに頷うなずく。

「良い方法を思いついたみたいね」

「ああ。だが、勝手に廃村の設備を使って良いのかな？」

「いいんじゃない？　長い間人が踏み込んだ気配もなかったし」

　そうだな、迂う闊かつに役所で許可を求めたら藪やぶ蛇へびになりそうだ。

　マップで位置を確認する。間に小さな山があるから、窯から上がる煙を見咎とがめられる事もないだろう。

「よし、それで行こう」

　オレは皆にそう宣言し、手分けして必要な道具類を追加で調達した後、廃村へと向かった。

　窯の温度を下げる時間があるか微妙だが、変なトラブルさえなければギリギリ間に合うはずだ。
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　イネちゃんの馬車に乗って、オレ達は廃村へとやって来た。

　オレ達の馬車の二倍近い速さなのに、さほど振動が無かった。

「ふぅ、凄すごいわね。サスは何使ってるの？」

「『さす』って何？」

「馬車の衝撃をどうやって吸収してるの？」

「さあ？」

　アリサが馬車から降りながらイネちゃんに問う。

　だが、イネちゃんは首をフルフルと横に振るばかりだ。恐らく老魔女が作ったのだろう。

　馬車を広場に止め、道具を降ろす。

「ルル、ナナ、アリサの三人は窯の準備に向かってくれ。窯の清掃と周りに延焼しないように雑草の除去だ。実験に使いたいから、余裕があれば破損の少ない窯の掃除も頼む。他のメンバーはオレと一緒に粘土確保だ」

　オレの指示に皆がきびきび動き始める。イネちゃんは少々緊張気味だ。




　廃村になる前の粘土の採掘に使われていた場所から土を採る。獣娘達が頑張ったので、すぐに大きな桶おけに半分ほど採れた。これで充分だろう。

　慣れない力仕事にダウン気味のミーアの頭を撫なで、イネちゃんに声を掛ける。

「イネニマアナ、この土に『泥化アース・トウ・マツド』を使ってくれ」

「うん、わかった」

　イネちゃんの魔法で泥状になった土を、目の粗いザルで漉こしながら別の桶に流し込んでいく。これは粘土の中の石や木の根を取るためだ。

　元の桶やザルに沢山の石や木の根が残っている。綺き麗れいな宝石の原石っぽいものも含まれていた。

　この泥に小瓶用の薬剤を丁寧に混ぜる。もちろん、老魔女の特製レシピのヤツだ。

「次は『粘土化トウ・クレイ』を頼む」

「う、うん。ちょ、ちょっと待って」

　イネちゃんが呪文を思い出せないようだったので、土魔法の魔法書を開いて見せてやる。

「ううっ、ちょっと思い出せなかっただけで、ちゃんと覚えてたもん……」

　そんな言い訳を呟きつつも、イネちゃんが呪文を唱える。彼女の魔法で泥状の土が元の粘土状に戻っていく。

　オレは粘土を手に取って触る。魔法で戻したせいか、均一な粘り気だ。一いつ旦たん泥状にしたからか内部の空気も抜けているようだ。

　焼き物メモによると、本来なら荒練りで硬さを整えて、菊練りで中の空気を抜くそうなのだが、二つの土魔法のお陰でこの辺の過程が省略できてしまった。嬉うれしい誤算だ。

　寝かせないとパサパサになるとも書いてあったが、感触的には陶芸工房で使った粘土と変わらない。これも魔法の効果なのだろうか？

　そんな事はどうでもいいか。時間が勿もつ体たい無いし次の作業に入ろう。

「皆、このくらいの大きさの粘土玉にして並べていって」

　オレは皆に見本の粘土玉を見せて作業を始めさせる。

　格納鞄ガレージ・バツグから取り出したろくろと作業用の椅子を置いて準備を整える。完成品の小瓶を並べる為のゴザをリザに渡して敷いて貰もらう。

「まるまる～？」

「これはご主人様の、こっちはポチの、次はタマとリザのも作るのです」

「むぅ」

「もちろん、ミーア達のも作るのですよ？」

　タマとポチが楽しそうに粘土玉を作っていく。イネちゃんとミーアも黙々と丸めている。

　百五十個ほど粘土玉ができた所で、オレは小瓶の成形に移る。

「リザは粘土玉をオレに渡す役をお願い」

「はい、判わかりました」

　手順は陶芸工房でやった事と同じなので迷う事はない。工場の流れ作業のアルバイトを思い出しながら、成形作業を続ける。

「ご主人様、粘土が無くなりました」

　そんな少し疲れたリザの声に我に返ると、凄すさまじい数の小瓶の粘土が並んでいた。

　途中からタマが小瓶を並べるのをやってくれたようだ。大まかに数えて四百以上ある。後でちゃんと数えたら、全部で四百五十三個もあった。作りすぎだ。

　さて、今度は乾燥作業だ。

「頼むよミーア」

「ん」

　ミーアが成形の終わった小瓶に「粘土乾燥・改三クレイ・ドライ・サード」の魔法を使う。

　魔法を掛けやすいようにだいたい五十本単位で隙間を空けてある。

　三回ほど乾燥させた所でミーアの魔力が残り一割を切ったので、「魔力回復薬：蜂はち蜜みつ味」を手渡す。

　ミーアが嫌そうな顔で小瓶のコルクのような栓をキュポンと開ける。蜂蜜の優しい香りが微かすかに漂ってくる。

「蜂蜜？」

「ああ、少し苦味を減らしてみた」

　恐る恐る口を付けたミーアが、こくこくと飲み干す。飲み足りない表情だったので改良は成功みたいだ。

「おいし」

　口に合ったようで良かった。効能は減っているはずだが、ミーアの魔力は完全回復したので問題ないだろう。

　さほど時間も経たない内にすべての小瓶の乾燥が終わった。やはり魔法は便利だ。

　ミーアが魔法を使っている間に準備した調合済みの釉ゆう薬やくを幾つかの桶に小分けにする。

「みんな、今度は釉薬を塗っていって。沢山塗りすぎたり桶の中に落とさないように注意して作業して欲しい」

　皆に刷は毛けを渡しながら、釉くすり掛がけを頼む。今日の午前中に陶芸工房でやったばかりだから問題無さそうだ。イネちゃんに教えるのはポチとタマに任せた。




「あれ？　早くない？」

「ああ、イネニマアナの魔法が思ったよりも便利だったお陰で時間が短縮できたよ」

　窯の前で、アリサが顔に付いた煤すすを濡ぬれタオルで拭っていた。

　そこにナナとルルが窯の向こうから戻って来た。

「マスター、作業完了だと報告します」

「こっちも終わりました」

　二人は窯の掃除が終わった後に、周辺の雑草まで刈ってくれていたようだ。

「皆、ご苦労様。綺麗になったよ」

　皆の頑張りを労ねぎらった後、ルルに市場で買ってきた香草類の水洗いを頼み、他の二人には釉掛けの応援に行って貰った。

　オレは窯の中に潜り込んで内側の強度を確認する。「陶芸」スキルのお陰かコンコンと内壁を叩たたいただけで、窯のコンディションが手に取るように判る。

　思ったよりも頑丈だ。これなら途中で壊れる事もないだろう。

　オレは外に出て、窯の昇温時間短縮用の魔法道具作りを始める。

　前に作った失敗作の湯沸かし器の回路をベースに、トラザユーヤ氏の資料にあった仕組みを使って強化する。

　鍛冶かじ工房で買ってきた掌てのひらサイズの青銅板の上に加熱回路を作る。

　それを全部で十二枚製作しておく。

　このままだと、同時に加熱開始するのが難しいので、馬ば蹄てい型に木板を張り合わせた台の上に伝達用の回路を刻む。青銅板をその台に設置して完成だ。

　いきなり本番は怖いので、壊れている方の窯で実験する事にした。

　加熱用の魔法回路を窯に設置し、燃料の薪を加熱回路の傍そばに配置する。面倒だったので、薪は束ねたままで並べておいた。点火用に木工工房で貰ったおが屑くずを撒まく。

　焼き物を置く場所には、ストレージ内にあった素焼きの鉢を置いておく。

　加熱回路が焼き切れない程度に調整した魔力を注ぐ。

　加熱回路が真っ赤に光りだし、数秒で周りの薪が燃え始める。凄すさまじい燃え方に冷や汗が流れる。

　──コレ、爆発しないよね？

　そんな不安を抱えながら、窯の中を見守る。

　爆発こそしなかったが、猛烈な温度の上昇で内部に変な気流が生まれている。縛ったままの薪を配置していて良かった。バラで置いていたら燃える薪が内部を飛び回る所だったよ。

　窯の温度をＡＲ表示で確認し、焼成に必要な温度まで上げられそうだと判断して試行を中断する。

　魔法回路をストレージに回収してから、消火を行う。

　水を掛けて水蒸気爆発でも起こったらイヤなので、無難に土を掛けておいた。

　魔法回路を確認してみたが、回路だけでなく青銅板も回路の周辺が溶けていた。意外な事に土台の木材は焦げているだけだ。

　長時間は無理だが、初期の昇温が完了するまで保てばいいからこれで行こう。鉄だともっと熱に強いけど、魔力が拡散しちゃうんだよね。

　さっき発生していた内部の気流は、急激な温度差によるものだと思う。

　その対策として、加熱回路の枚数を増やして窯の壁面や天井付近にも貼り付けることにした。接着剤が途中で溶けそうだが、角材で補強しておけば燃え落ちるまでは大丈夫だろう。小瓶の上に倒れなければそれで良い。

　オレは新しい魔法装置を設置して燃料を並べていく。

　釉掛けが終わっていた小瓶をミーアの「釉薬乾燥グレイズ・ドライ」の魔法で乾燥して貰ってから、窯の中に設置する。割れるのを見越して、少し多めに二百本ほどを焼く事にした。

「うぁ、本当に魔法道具が完成してる。あっちの窯の焦げ方からして上う手まくいったの？」

「ああ、本当は電子レンジみたいなヤツを作りたかったけど、既存の仕組みを利用するのが難しかったから今回は止やめたんだよ」

　点火の準備をしながら、呆あきれ顔がおのアリサにそう答える。

　皆を下がらせて魔法道具に魔力を流して点火する。薪の燃え具合を確認した後、空気穴を残して入り口に蓋ふたをする。

　窯の内部に先ほどのような急激な気流を起こさないように十分ほど掛けて徐々に魔力を流す量を増やしていく。

　後は定期的に燃料を追加すれば大丈夫のはずだ。

「よし、これで三時間後には小瓶が完成だ。次は薬草採取に向かうぞ」

「あ、あの、ご主人様、釉掛けが終わっていない小瓶がかなり残ってますけど……」

　ルルが心配そうに忠告してくれたが、そちらは薬草採取が終わってからで良い。

　釉薬が乾かないように桶に濡らした布だけを掛けておいた。




　オレは皆を引き連れて、マップ検索で見つけておいた廃村の裏山にある薬草の群生地に向かう。

　藪の中に入るので、全員長なが袖そで長ズボンを装備させる。

「なんか、やぼったい格好ね」

「草刈り装備なのです！」

「カマカマ装備～？」

「ん」

　ボヤくアリサと対照的に他の年少組は、背負い篭かごと草刈り鎌でポーズを付けてご満悦だ。

　一番近い群生地の採取に体力の無いアリサ、ルル、イネちゃんの三人を選び、ナナを護衛に付ける。危険な動物はいないが、念の為ためだ。

　二つ目の群生地は裏山の頂上付近で、スライムや蜘蛛くも型の魔物が出没する。採取中に襲ってきそうなヤツは皆で始末していった。

　近くの水場にスライムが残っているが、リザが一緒なら大丈夫だろう。

　ここは獣娘達とミーアに任せて、オレは最後の群生地に向かった。

　山頂の群生地は普通の手段では辿たどり着つけない。亀裂やオーバーハングを越えて辿り着いた先は、人跡未踏どころか草食動物も来ないような薬草の楽園だった。

　体力回復薬に使う青よもぎ草だけでなく、魔力回復薬に使う赤茶篭かご目め草などの群生コロニーまで存在していた。

　オレはほくほく顔で薬草を摘んではストレージに収納していく。

　理由は忘れたが、何かの本で「薬草を摘む時は何株か残しておくと良い」みたいな事が書いてあったので、採り尽くさないように注意した。

　三十分ほどで薬草を摘み終わったので、背筋を伸ばして景色を楽しむ。

　ここからだとセダム市が一望できる。周辺には村落もあるはずだが、森の木々に隠れてここからは見えなかった。

　順番に見て回ったが、オレ以外は採取が終わっていなかったので、イネちゃんだけを連れて廃村の広場に戻った。




「こっちの桶おけで薬草を洗って。洗い終わったのはこっちのザルに上げてくれ」

「う、うん、判わかった」

　イネちゃんに薬草の水洗いを任せて、オレは順番に調合していく。

　ルルに洗って貰っておいた香草やほうれん草と一緒に薬草を三センチくらいのサイズでざく切りにして、大き目のすり鉢とすりこぎで潰つぶしていく。

　水洗いに必死なイネちゃんはこちらを見ていないので、処理の終わった物はそのままストレージに収納する。

　最後の分の処理が終わった所で、錬成板などの機材を準備してイネちゃんを呼ぶ。

「ここに座って。普通の錬成板は使える？」

「うん、できる」

「じゃあ、オレが魔力の充じゆう塡てんと材料の準備をするから、錬成板の操作をやってみて」

「うん」

　朱一の秘薬で作った体力回復薬は「高品質」に届かなかった。

　だが、使う秘薬を朱三まで上げたら、五本製作レシピでも「高品質」で完成するようになった。

　オレがこんな回りくどい方法を取っているのは、製作者の名前をイネちゃんにする為だ。鑑定で確認してみた所、期待通り製作者の名前がイネちゃんになっていた。

　オレは名前を空白にしていたので、連名になる仕様でもイネちゃんしか名前が残らないと予想したのだ。

　一筆書かせてあるが、難癖を付け易やすいポイントは減らしておきたい。

　何度かの試行錯誤で、製作者にイネちゃんの名前が残る最低ラインの操作量を確認して、錬成時間を短縮していく。

　なかなか速度アップできたが、二十回目の錬成で、イネちゃんの魔力が切れた。

　オレが殆ほとんどの魔力を提供しているが、どうしても最後の工程でイネちゃんの魔力が必要になるのだ。

「ま、魔力が、もう……」

「じゃあ、これを飲んで」

「え、あの、それ、にがっ──あうぅ」

　途切れ途切れの言葉で魔力回復薬を嫌がるイネちゃんに、頭の上に乗った毛玉鳥が額を突つついて叱りつける。

　嫌々な様子で魔力回復薬に口を付けたイネちゃんが、甘味に気付いてごくごくと魔法薬を飲み干す。

　甘味に餓うえていたのか、小瓶を逆さにしたり、掌にトントンと当てて雫しずくまで舐なめ取っていた。

「魔力は回復した？」

「う、うん。これ、美味おいしかった」

「じゃ、続きをやろうか」

　両手で持って離さないイネちゃんから小瓶を取り上げて、続きの作業に戻る。

　完成した魔法薬はストレージに直行させていたが、イネちゃんが不審がったので、空になったビーカーをストレージから出した水で満たして、その水をオレの横に置いた小こ樽だるに移すようにした。




「ちょ、ちょ、ちょっとご主人様ぁ～？」

　イネちゃんが四十回目の錬成を終えた所に、アリサ、ルル、ナナの三人が薬草一杯の篭を持って帰ってきた。

　なぜか、オレ達を見たアリサが動揺している。

「お帰り、アリサ」

「ただいま──じゃ、なくて！」

　アリサがオレの膝の上に座るイネちゃんを指差して吼ほえる。

　その剣幕が怖いのか、イネちゃんがオレの方に身を寄せるので、余計にアリサが唸うなるという悪循環になってしまった。

「だめよ、アリサ。小さい子を怖がらせちゃ」

「マスター、帰還を報告します」

　戻って来たルルがアリサを優しく抱き寄せて諭す。その後ろからはナナが報告する。

「落ち着け。この姿勢じゃないと、二人で錬成できないんだよ」

「どうして、二人でしてるのよ！」

　なかなか納得しないアリサに説明してやる。

　子供を膝に乗せるくらい、目くじらを立てるような事ではないと思う。タマやミーアもよく座っているしね。

　説明を聞いてアリサが納得したので、オレ達は錬成を再開した。

　集めて来た薬草を格納鞄ガレージ・バツグに収納させた後、三人にはしばらく休憩させる。

　ナナの表情からは読み取れなかったが、アリサとルルに疲労の色が濃かったからだ。

　イネちゃんも疲労していたが、もう少しだけ頑張ってもらう。あと十回だ。

　休憩の終わったルルとナナの二人には釉くすり掛がけの続きを頼み、窯の薪の番をアリサに任せた。

　今までは錬成の合間に火の番もやっていたから大変だったんだよ。




　そして獣娘達とミーアが戻って来る頃には予定通り五十回の錬成が完了した。

　通算四回の失敗と六回のクオリティー不足が発生したが、少しくらいの失敗は予定の内だ。

「少し休憩にしよう。アリサを呼んでくるから、ルルとナナでオヤツを作っておいて。材料は格納鞄の素材を好きに使って良いから」

　オレは二人にそう告げて、窯の確認がてらアリサを呼びに向かう。

　途中で、釉掛けの終わっていた小瓶や道具類もストレージに回収しておいた。

「どんな感じ？」

「ああ、もう少しって所だな」

　窯の中を確認していたオレにアリサが尋ねる。

　初期加熱が上手く行ったのか、釉ゆう薬やくが特殊なのか、ミーアの乾燥魔法が効いたのかは判らないが、予想以上に早く済んだ。

　メニュー内の時計で時間を確認したが、まだ二時間半しか経っていない。

「日没まであと二時間だから余裕で間に合い──」

「言っちゃダメ！」

　話の途中で、アリサが強引にオレの口を小さな手で塞ふさぐ。

「もう！　そんな死亡フラグを自分から口にしてどうするのよ！」

　ああ、登場人物が「間に合う」と言ったら、ぜったいトラブルが発生するアレか。

　念の為、補佐官と小悪党の妨害工作を警戒して、二人にマーカーを付けておく。

　オレはアリサに「本の読みすぎだよ」と笑いかける。

　それでも心配そうだったので、広場まで手を繫つないで戻った。




　　　　◆




　オヤツを食べ終え、オレとイネちゃんとアリサ以外は、裏山へ茸きのこや山菜を取りに向かった。なんでも、戻って来る時にミーアが色々と見つけていたそうだ。

　アリサは筋肉痛で動けず、イネちゃんは錬成疲れで動けないそうだ。

　試しに魔法薬を飲ませたところアリサの筋肉痛は取れたのだが、山歩きには飽きたと言うのでそのままイネちゃんと敷物の上で休憩させている。

　オレは魔力回復薬が尽きたので錬成中だ。

　他にも、窯の近くに生えていた「しびれ茸だけ」や「笑わらい茸」を使った麻ま痺ひ剤や笑気剤を錬成してみた。前者は教本に載っていたが、後者はトラザユーヤ氏の資料にあったレシピだ。

　トラザユーヤ氏の日記の中に、迷宮都市滞在時期に館に侵入した賊を撃退するのに重宝したと書いてあった。

　オレは十分ほどで錬成を終え、道具を片付ける。

　レーダーに招かざる客が映った。あのマーカーは小悪党だ。その周囲には五十人近い男達がいる。

　オレは二人にその事を告げて隠れるように指示をする。

「イネニマアナとアリサは豹ひようの背中に乗って山に隠れてて。リビング・アーマーも一緒に行けば安全だろう」

「ちょ、ちょっと一緒に戦うわよ」

「う、うん、私も！　この子達は強いから、前みたいにけちょんけちょんにするもん」

　だが、幼女達は撃退する気まんまんだ。

　以前に力ずくで失敗しているなら、相手だって何か対策を考えているはずだ。

　窯が見つからないように火を落としたい所だが、スイッチ一つで消せるようなものじゃないので無理だ。

　アリサとイネちゃんに馬車を山やま裾すそに隠しに行かせる。

　その間にオレは窯を偽装したり隠したりできないか確認に来てみたが、煙突から煙が出ている以上バレバレだろう。

　ここは下手に隠したりせず、小悪党達の視線を小瓶以外に向ける方法を考えた方が得策だ。

　小悪党なら、上う手まく誘導すれば小金が手に入る錬成済みの魔法薬の方に釣られるはずだ。

　オレは幾つかの下準備を済ませ、小悪党の団体と相まみえた。

「ウケ村に不審者がいるってぇから来てみたんだが……魔女の弟子とそのおこぼれにあずかろうってぇ、平民のガキ共かぁ～？」

　小悪党が小悪党らしい嫌らしい口調で絡んできた。

　その後ろには三十人近い男たちが武器を持って待機している。二人ほどが村道の出口に残り、残りが森の中から村を囲んでいた。

　向こうが問答無用で掛かってこないのは、二体のリビング・アーマーと豹型の魔創生物コンストラクターがいるからだろう。

　アリサは平気そうだが、年相応のメンタルしか持っていないイネちゃんは怯おびえ気味だ。

「不審者とは心外ですね。街中で錬成しては臭いが迷惑だと思って、人のいない場所で作業をしていたのですよ」

　オレは告げて傍らの小樽を指差す。

　この樽の中身はイネちゃんの失敗作とかを水で薄めた物だ。

「ほう？　それは見上げた心がけだが、無許可で村の設備を使うのは感心せんなぁ～。実は村の者から度々不審者が侵入して村が荒らされると訴えがあってな」

　小悪党の後ろから粗末な身なりの気の弱そうな男が出て来た。男の所属はこの廃村の名前と一緒だ。どうやら、本当にこの村の出身者を見つけて連れて来たようだ。

「あなたが代表の方なら代金をお支払いいたしましょう？　如い何かほどですか？」

　オレは小悪党ではなく村人の方に話しかける。

「おっと、今はセダム市の管理になっている。担当は俺様だ。そうだな、迷惑料にはこの出来立ての薬を貰もらおうか？」

　そう偉そうに言いながら、小悪党が小樽に手を伸ばす。

「ああ！　そ、それは……」

　中身が本物の魔法薬だと思っているイネちゃんが悲鳴を上げる。

　──よし、囮おとりに掛かった。

　顔には出さなかったはずだが、小悪党なりの勘が働いたのか、その手が止まる。

「おい、近くの小屋を探せ。これ一樽じゃ足りないはずだ」

　オレは苦渋の表情を作る。

「あ、あった！　汚ねぇゴザの下に隠してあったぞ！」

　小悪党の手下達が、小屋の中から小樽を意気揚々と肩に担いで出て来た。

「ふん、全部で三樽か。量は合うな」

　小悪党が小さくそう呟つぶやく。

　──どうやら騙だまされてくれそうだ。

　そう安あん堵どした、その時。イネちゃんがキレた。

「うぇええん。サトゥーさん、全部持って行かれちゃうよぉ。ガブとロブ、あいつらをやっつけて！」

　イネちゃんの命令で動き出した二体を見て、小悪党の手下達が蜘蛛くもの子を散らすように逃げ出す。

　しまった。「敵を騙すには味方から」作戦が仇あだになった。

「お、おい！　俺様を傷つけたら、牢ろう屋やにぶち込むぞ！」

　腰を抜かした小悪党が、後ずさりながらも手に持った小樽を離さない。

　オレは二体を摑つかんで止める。怪け我がをさせると色々面倒だからね。

「落ち着け、イネニマアナ。怪我をさせるとマズい」

「そ、そうだぞ！　俺様はセダム市の太守補佐官の親友だからな！」

　虎の威を借る狐きつねみたいなヤツだ。実に小悪党らしい。

　オレが嘆息した次の瞬間、山裾の方で爆音と男達の悲鳴が響いた。まるでテレビ番組で見たバック・ファイアのような爆音だった。

　木々の向こうから濃い色の煙が見える。

　……窯のある方向だ。

「やっぱり、無断で窯も使っていたようだな」

「そ、そんな……窯を壊されたら、小瓶が間に合わないわよ。ど、どうしよう……」

　アリサが絶望の顔で膝を突く。

　イネちゃんは言葉も出ずに、そのまま貧血で倒れてしまった。

「じゃあ、早めに退去しろよ。今日の所はこの小樽三個で大目に見てやるぜ」

　嗜し虐ぎやく心しんが滲にじみ出でた嫌らしい顔でそう告げ、小悪党は「がはははは」と高笑いしながら意気揚々と小樽を抱えてセダム市に凱がい旋せんして行った。

　納品期限の日没まで、あと鐘一つ──九十分。




　　　　◆




　レーダーに映る男達の光点が街道の向こうに消えたのを確認して、オレ達は破壊された窯に向かう。

　使用していた窯には大穴が開いて、完全に破壊されていた。

　この壊れ方だと、壊した男達も只ただでは済まなかったはずだが、仲間達が運び去ったようで誰も倒れていなかった。

　火災も広がっていない。周りに引火するような木々が無かったのが不幸中の幸いだ。元々設置する段階で、周囲の木々を伐採したのだろう。

「──ダメ全部割れてる。……もう一度って無理だよね」

「ああ、これはもう使えないだろう」

　火が残る窯を見て呟くアリサに、首肯して答える。

　まだ、諦あきらめられないのか、窯の中を見つめるアリサ。

「……あら？　この破片って」

　振り返るアリサにニヤリと笑う。




　──ストレージは三メートルまでなら手を触れなくても収納可能だ。




　オレは触れる事なく火中の栗ならぬ、窯の中の小瓶を回収したのだ。

　それだけだと、バレてしまう可能性があるので窯の中に適当な器を置いておいた。失敗作の器は窯の周囲に大量に転がっていたので、集めるのは簡単だった。

　ストレージの事だけを秘密にして、その辺りをアリサに説明する。

　小瓶を確保していた事に対して「わたしにまで内緒にする必要ないでしょ！」と散々怒られたが、今は甘んじて受けよう。

　たぶん、アリサの本気の絶望が小悪党を騙したはずなのだから。




　──だが、問題は残っていた。




　それは小瓶の温度だ。ストレージ内で確認した所、焼成自体は完了していたのだが、外に出すと急激な温度変化で割れてしまった。さすがに薄い小瓶では千三百度差には耐えられなかったのだ。

　ストレージは収納した時の状態を維持するので、小瓶は熱々のままだ。

　何か、徐々に温度を変化させる方法があれば良いのだが……。




　──窯を修理して、もう一度、火を焚たいて温度を上げてから徐々に温度を下げていくか？

　いや、それだと時間がギリギリすぎる。

　それに応急修理の窯が途中で崩落して、中の小瓶が割れたら目も当てられない。




　──何か、何か無いか？

　徐々に温度を下げられて、初期温度をストレージ内のまま移植できるような都合の良い方法が……。

　やはり、窯を応急修理するしかないか。




『──使えない』




　脳裏にそんな言葉が浮かんだ。

　こんな時に自虐していてどうする。何が「使えない」だ──待て、これはいつの記憶だ。




『完全にストレージの下位互換だな。アイテムを取り出そうとしたら、外気の影響を受けるから保温性能もイマイチだ』




　──思い出した。

　アイテムボックスとストレージの比較検証をしていた時か。

　そうだ、アイテムボックスは「保温性能がイマイチ」、つまり内部で状態が変化するんだ。しかも「能動的に取り出さないと」内外の空気の流入や流出はない。




　──ならば！

　オレはストレージの中の高温の小瓶を一つアイテムボックスに移動する。

　アイテムボックスを開き、小瓶を取り出そうとして即キャンセルする。アイテムボックスの黒い穴が出現した場所の周辺に温かい風が起こった。

　小瓶をストレージに戻して詳細を確認したら、僅かだが温度が下がっていた。

　よしっ！　これで行ける。

　オレは熱風を「風圧ブロウ」の魔法で空中に流しながら、二十分ほど掛けて小瓶の温度を下げる事に成功した。

　騒ぎを聞きつけて帰ってきたリザ達と合流し、出発準備を整える。

「さあ、あのいけ好かない小悪党と銀髪野郎をギャフンと言わせに行くわよ！」

　アリサのそんな時代がかった号令に年少組が元気良く応える。

　……ギャフンって、いつの時代の人だったんだ。

　イネちゃんが御者を務める馬車に揺られながら、マップと時間を確認する。

　──良かった、ギリギリ間に合いそうだ。




　　　　◆




　背中の袋の中でカチャカチャと音が鳴る。

　オレ達は誰にも邪魔されずに市庁舎の入り口までやって来る事ができた。

「よくもおめおめと顔を出せたもんだ！　さっきはよくも水で薄めた魔法薬を押し付けてくれたな！　お陰で要らぬ恥をかいたわ！」

　少し高くなった入り口の前で、小悪党がオレ達に罵ば声せいを浴びせてきた。

　オレはアリサとイネちゃんを背後に隠すように一歩前に出る。

「何の事でしょう？　あの水薬でも怪我の治療に使えるはずですよ？」

　オレはしれっと小悪党の罵声を受け流す。そもそも、あの小樽が魔法薬だと言った覚えは無い。

　オレの背負っている大きな袋を見て、小悪党が勝ち誇ったような顔を見せる。

「また、水増し魔法薬を作って誤魔化すつもりかぁ～？」

　ねちねちと間延びした喋しやべり方で、嗜虐心を満たしているようだ。

「それとも今度は草で色を付けただけの水でも入れてきたのかぁ～？」

　貧乏な平民には相応ふさわしいとばかりに空に向かって哄こう笑しようする。

　小悪党の仲間は多い訳ではないようで、市庁舎の職員の多くは小悪党の様子を見て困惑したり迷惑そうな顔を向けている。

　やっぱり、人望は無いか。

「特に御用は無いようですね。では、私共は太守補佐官様に御用がございますので失礼いたします」

　オレは一緒に来ていたアリサやイネちゃんを連れて、哄笑を続ける小悪党の横を通り抜ける。

　イネちゃんのリビング・アーマー達は市庁舎内に入れないので、馬車と一緒に裏手の駐車場で待機している。

「待て、待て、待てぇ！　補佐官殿に一体、何の用があると言うのだ」

　喜劇役者のような動きでオレ達の前に回りこんだ小悪党が、焦りに歪ゆがんだ顔でツバを飛ばしながら詰め寄って来た。

　小悪党に突き飛ばされた職員が、迷惑そうな顔で咳せき払ばらいをして去って行く。

「貴方あなた様には関係ございませんので、失礼致します」

「な、なんだとっ！」

　こいつに用件を答える義務はないので、慇いん懃ぎん無礼に切り捨てて窓口に向かう。オレが用があるのは補佐官だけだ。

　窓口で納品に来たので補佐官に取り次いで欲しいと話す。

　背中の袋をテーブルの上に置いて、中から取り出した瓶を一本取り出して受付に渡した。

「バカな、窯を破壊したのに……何な故ぜだ！」

　小悪党が何やら喚わめいているが、答える義務も無いのでニコリと微笑を返してスルーする。

「ええい！　どうせ、市販の下級薬でも買いあさったのだろう！　そんな下級薬を水で薄めたような粗悪品など受け取る必要はないぞ！」

　柳に風とばかりに小悪党をスルーし続けたせいか、矛先は受付や魔法薬を鑑定する職員に向かったようだ。

　小悪党はカウンターの後ろに回りこんで職員に詰め寄る。

　職員達は迷惑そうにしていたが、補佐官の知人を無視する訳にいかないのか、ちゃんと小悪党に対応している。

「いいえ、先に納品された百二十本以上の品質ですよ」

「ば、ばかな……」

　小悪党の驚きよう愕がくの表情に溜りゆう飲いんが下がったのか、職員は機嫌良さそうに「製作者も同じです」と付け加えた。

「ば、ばかな……私の完かん璧ぺきな計画が……平民ごときに……」

　そもそもこんな穴だらけの計画で上う手まく行くと思う方がおかしい。

「我らの栄達の道が、こんな事で……」

　小悪党がうわ言のように呟つぶやきながら後ずさり、トンとカウンターに背中をぶつける。

　魔法薬の瓶が入った大袋越しに小悪党と目が合った。

「そ、そうだ。こ、これさえ無ければ。これさえ、無ければ！　まだ大丈夫だ！」

　精神を病んだような呟きを繰り返していた小悪党が、突然、カウンターの上の大袋を抱えて「フンッ！」と気合を入れて地面に叩たたき付けた。

「手が滑ったー！」

　あまりのワザとらしさに職員達の空気が凍る。

　大袋から、魔法薬の液体が流れ出す。

「ぎゃー、サトゥーさん、瓶が割れちゃう、魔法薬が流れちゃうよぉぉぉ」

　それを見て悲鳴を上げたイネちゃんが、慌てて駆け寄ろうとするのを止める。

「おおっとぉ！　こんどは足が滑った」

　男が大袋の上でジャンプして、僅かに割れずに残っていた瓶を全て粉砕してしまった。

　オレの横でアリサが人の悪い笑顔で「これだけ証人がいるってのにアホね」と呟く。

　まったく、同感だ。

「何の騒ぎだ！　ここは太守様のお膝元だぞ」

　補佐官が奥の執務室から出て来た。

「──これは？」

　小悪党の足元にある水みず溜たまりと大袋を指して問いかける。

「魔女殿の使いの方が納品に持ってこられた魔法薬です。この方が粉砕してしまいましたが……」

「納品を受けた後か？」

　氷のような声で補佐官が職員に問う。

「い、いいえ。品質の確認をしている最中でしたので」

「ならば、問題はない。まだ半鐘ほど時間がある。改めて持ってきたまえ」

　補佐官の血も涙もない言葉に、オレ達ではなく職員達が驚愕した。

　オレ達の為ために取り成そうとしてくれた人達もいたが、補佐官の永久凍土のような視線にさらされて引き下がった。

「お待ちください」

「なんだ？　割ったのはそこの男なのだろう？　領政府としては何の保障もせぬぞ」

　そんな事は期待していない。

「いいえ、器物破損の損害賠償をその方に取っていただきたいのですが？　金貨九十枚ほどになります」

「妥当だな。その者に請求したまえ」

「そ、そんなっ！」

　小悪党が抗議するが、補佐官は永久凍土の視線で黙らせる。

　補佐官が奥の部屋に消えると、職員の一人が「取り立ての強制執行も可能です」とこっそり耳打ちしてくれた。払えなければ奴隷落ちらしい。

　嫌われてるな、小悪党。

「あ！　逃げるわよ！」

　こっそり逃げ出そうとした小悪党を見咎とがめたアリサが叫び声を上げる。

　見つかって脱だつ兎との如ごとく逃げ出した小悪党を、イネちゃんの頭から飛び出した毛玉鳥が襲う。

　思わず悲鳴を上げて足を止めた小悪党を、獣娘達と一緒に裏口の通用門から入って来ていたナナが取り押さえた。

　オレはナナと毛玉鳥を「よくやった」と誉ほめた後、カウンターで損害賠償の強制執行を依頼する手続を取る。耳打ちしてくれた職員には、謝礼代わりに銀貨を数枚握らせておいた。

　衛兵に連行されていく小悪党を見送ったあと、オレ達は次の行動に移る。

　納品期限の日没まで、あと半鐘──四十五分。




　　　　◆




「入りたまえ──貴様らか。何の用だ？　諦あきらめたのなら、この都市を去りたまえ」

　職員に案内された執務室で、オレとイネちゃんは補佐官から凍えるような冷たい言葉を受けた。

　オレはそれに答えず、職員に譲る。

「補佐官。これに署名と押印をお願いいたします」

　職員が差し出した書類に視線を落とした補佐官の眉根が寄る。

「──納品完了書だと？」

「は、はい。残り百八十本の納品処理を終えました。一緒に提出された補佐官の念書も確認して問題ない事も確認済みです」

　震える手で書類を執務机の上に置き、こちらを睨にらみ上げる。

「どんな手品を使った」

「手品なんて使っておりません。知恵と努力と友情で成し得たのですよ」

「世迷い事を……」

　実際、オレ一人では達成不能なミッションだった。

　補佐官にははぐらかしたが、納品のからくりはこうだ。

　レーダーのマーカー表示で市庁舎に小悪党が待ち構えているのに気が付いていたので、一計を講じたのだ。

　オレがダミーの魔法薬六十本を持って正門から堂々と入り、本来の納品分を裏口からリザ達に運ばせたのだ。

　百八十本に見えるように、焼く前の小瓶百本も入れてあったのであっさり騙だまされたのだろう。

　このダミーの魔法薬も、本来の納品分と同じ品質のものだった。

　元々、自作した小瓶は百九十八本、更にナナが調達してきた三十七本、元々手持ちにあった五本を含めて六十本の予備があったわけだ。

　イネちゃんが錬成に成功した回数は四十回で合計二百本、それに割れた瓶から回収した四十本分があったので、合計二百四十本。

　つまり、最初から六十本余分に用意していたのだ。

　そして現在の相場がほぼ三倍だった為に、オレが言った価格を従来の百八十本分の値段と勘違いしてたのだろう。

　もっとも、小悪党があそこまでバカな行動を取るのは予想外だったが……。

　そんな説明を補佐官に長々としてやるつもりはない。タイムイズマネーだ。

「どうされました？　後はサインと押印で終わりなのですが？」

「ぬうっ……」

　オレが促しても、補佐官は往生際悪く唸うなるばかりで、なかなかサインをしない。
















「あの、補佐官殿？」

　常ならぬ様子の補佐官を心配した職員が話しかけたが、彼は口を真一文字に結んで、目を閉じてしまった。

　どうやら、意地でもサインしないつもりのようだ。

　──まいった。

　プライドの高そうな補佐官が、こんな恥も外聞も無い子供みたいな事をするとは思わなかった。

　重い沈黙が部屋を支配し、時間ばかりが過ぎて行く。

　……こうして口を噤つぐんで、もう三十分も経過している。時間切れになるまでこうしているつもりなのだろう。

　──笑気剤を使って笑わせてみるのはどうだろう？

　なんてバカな妄想で心を慰めつつ、補佐官に無言のプレッシャーを掛け続ける。

　刻一刻と時が過ぎて行く。メニューの時計とマップを確認する。刻限まであと僅かだ。

　入り口のドアがノックも無く静かに開く。

　タイミングを見計らって、オレは補佐官に声を掛けた。

「補佐官殿、納品完了書にサインは戴いただけませんか？」

　やはり、補佐官からは返答がない。

「──では、私がサインしてやろう」

　予想外の声に補佐官が目を開ける。

　声の主は執務机の納品書にサラサラとサインすると、指輪の印章でサクッと押印してしまった。

「ク、クハノウ伯爵！」

　補佐官の驚愕の叫びが執務室に響く。

　オレはクハノウ伯爵の後ろから入って来た人物に会釈をする。

「お、お師匠さま！」

「イネニマアナ、大変だったみたいね」

　釣られて振り返ったイネちゃんが驚きの声を上げる。

　そう、老魔女が古老雀エルダー・スパローに乗って、クハノウ市まで伯爵を迎えに行っていたのだ。

　廃村で確認した時は間に合うかギリギリの位置だったから、やきもきしてしまった。

　万が一の保険だったのだが、間に合って良かったよ。

　イネちゃんの頭を撫なでた老魔女が、オレに向かって頭こうべを垂れて感謝の意を表す。

「サトゥー殿、此こ度たびの助力に深く感謝いたします」

　毛玉鳥がイネちゃんの頭の上で、自分も労ねぎらえとばかりに「クルゥポウ」と鳴いた。




　さて、そんな和やかな雰囲気だったのはオレ達だけで、補佐官はなかなか大変な状態だ。

「ど、どうしてこちらにっ」

「見て判わからぬか？　魔女殿に貴様らの悪事を教えて貰もらったからだよ」

　執務机から立ち上がる事もできずに椅子に沈み込む補佐官に、クハノウ伯爵が詰め寄る。

　いつの間にか部屋に入って来ていた伯爵の護衛らしき騎士達が、補佐官を椅子から摑つかみ上げて立たせる。

「ムーノ侯爵の家臣であった貴様の父親とは王立学院時代の友人だった。それゆえ、領地を捨てて頼って来た貴様ら一家を助け、職を与えたのだが、どうやら私の目は節穴だったようだ」

「お待ちください。これは魔女とそこの男の陰謀でございます！」

「ふんっ、陰謀が聞いて呆あきれるわ！」

　補佐官はオレ達のせいにしようとしているが、クハノウ伯爵は大音声で切って捨てる。

「我が伯爵領がこれまで魔女殿から受けた恩義を忘れたか！　五年前の流行はやり病やまいで魔女殿の薬で救われた者の中に、貴様の弟妹もいたであろう。それにコボルト共の攻勢激しい現状で、魔女殿の魔法薬で救われる騎士や兵士がどれほど多いと思っておるのだ！」

　クハノウ伯爵の激しい怒りを受けた補佐官がしおれたように顔を伏せる。

「太守の補佐をせぬ者に太守補佐官の役職は務まらぬ。我が領地の永代貴族へ取り立てる話も白紙に戻させて貰う。名誉士爵の爵位は残してやるゆえ、年金で細々と老いた母や弟妹共と一緒に平民に交じって暮らすが良い」

　吐き捨てるようにクハノウ伯爵が補佐官に告げる。

　その言葉を聞いた補佐官がすがるような視線を向けるが、クハノウ伯爵の決定が覆る事はなかった。

　補佐官が胸元に手をやって何かを呟つぶやくと、静電気のようなバチッという音がして彼を摑んでいた騎士達が手を放す。

「太守が代理たる補佐官が願い奉る──」

　魂切るような声を振り絞る補佐官。

　彼が何かをしようとしているのは判るが、取り押さえようとする騎士達をクハノウ伯爵が手で制する。

　伯爵に何か考えがあるようなので、オレも手出しを控える。

「……愚かな」

　補佐官の前に無防備に立つクハノウ伯爵が哀れみを篭こめて呟く。

「セダム市の御霊みたまよ、我が都市の敵を撃て！　■　誅伐パニツシユ」

　補佐官が発動語句コマンド・ワードを唱えると、彼の持つアミュレットからクハノウ伯爵に雷撃が飛んだ。

　咄とつ嗟さに彼の前に割り込むが、オレまで雷撃が届く事無く霧散した。

「愚かな。クハノウ伯爵たる私が自分の領地で害される訳がなかろう。貴様が行使した借り物の力を貸したのが誰か忘れたか！」

　なるほど、今のは都市核シテイ・コアから力を借りて行使する魔法だったのか。

　都市核って、伯爵が太守に使用権を貸し与えて、その太守の代理が補佐官だから、より上位の人間は傷つけられないって訳か。納得。

「亡き友への情けだ。反逆罪ではなく、罪一等を減じて死罪で許してやろう──」

　──ちょっと待て。

　オレは自分の勘を信じ、一挙動で補佐官の机を飛び越え彼の顎あごを蹴り砕いて意識を刈り取った。

　力加減をしくじった訳ではない。

　見た目にハデな怪け我がをさせる必要があったのだ。

「──なぜ邪魔だてをいたしたのだ」

　クハノウ伯爵が虫を見るような冷徹な視線をオレに向ける。

　……やっぱり、この場で処刑する気だったか。

「子供の前ですから。僭せん越えつですが、処刑するなら刑場が相応ふさわしいでしょう。幼子の前で見せる物ではありませんよ」

　正直なところ、オレも見たくない。

　補佐官が牢ろう屋やにぶちこまれたり、ムチ打ちに遭うくらいなら「自業自得だ」と断じる事もできるが、目の前で処刑を見せられるとかマジで止やめて欲しい。

　クハノウ伯爵の視線にしばらく目を合わせて頃合をみて微笑ほほえんでみせると彼も毒気を抜かれたのか、イネちゃんに視線を向けた後、ようやく力を抜いてくれた。

「──魔女殿は良い知己を持たれたようだ」

　老魔女にそう告げ、補佐官からアミュレットを取り上げた後、護衛の騎士達に命じて牢屋へと連行させて行った。







　紙束の謎





〝サトゥーです。ゲーム制作では暗号化技術が必要になる事があります。セーブデータの改変防止や製品の複製防止などの用途で活躍するのです。でも、復号解読とは縁がなかったんですよね。〟






　補佐官が牢屋へ連行された後、オレと老魔女は応接室でクハノウ伯爵と面会する事になった。

　まず、老魔女へ太守補佐官の暗躍を許したことへの婉曲した詫わびを述べた後、オレへの褒賞の話になった。

　処刑を邪魔したから罰でも与えられるのかと思ったけど、そんな事はないようだ。

「サトゥーと言ったか。此こ度たびはご苦労であった。褒美には何を望む？　金品が良いか？　仕官を望むのであればそれも良かろう」

　白いものが混じり始めた初老の伯爵にそう尋ねられて返答に迷う。

　金品を貰っても仕方ないし、定職が欲しいわけでもないしね。

「僭越ながら、領内での魔法書や巻物の購入許可を戴ければ恐悦至極でございます」

「魔女殿の知己だけあって、知識欲旺おう盛せいだな。良かろう、許可証を発行してやる」

　ダメ元だったが、伯爵は気前良く発行してくれた。

　それでオレへの用件は終わったようだが、退出が許可されないので老魔女への用件を一緒に聞く事になった。

　老魔女への話は、南西の国境沿いの山奥に潜んだヒュドラの所在を探しに行かせる者達に、ヒュドラの毒に対処する為の魔法薬を作って欲しいという依頼だった。

　ヒュドラの名前を伏せていたが、ノウキーの街の守護から最初の報告があったと言っていたから間違いないだろう。

　三年前もヒュドラが人里に襲撃して来たらしく、セダム市や周辺の村落も被害を受けたらしい。やはりあの廃村を襲ったのはヒュドラだったそうだ。

　二十数年前にムーノ侯爵領から越境してきた魔物だと、クハノウ伯爵が吐き捨てる様に言っていた。

　老魔女との話し合いが終わると、クハノウ伯爵はヒュドラ対策の手配があると告げてオレ達を退出させた。

　太守の城で豪勢な夕飯を供してくれるという話だったが、獣娘達は同席できないと言われたので丁重にお断りしておいた。

　オレ達は職員から褒美の許可証を受け取って役所を後にする。




「サトゥー殿、此度の助力に心より感謝申し上げます」

「ありがとう、ございます」

　オレ達は市庁舎の一角で、老魔女とイネちゃんから感謝の言葉を受けていた。

「それにしても驚きましたわ。どのような魔法をお使いになったのですか？」

　老魔女が不思議そうに尋ねて来た。こちらを探るというよりは単なる興味本位のようだ。

　イネちゃんくらいのレベルや魔力だと、頑張っても二十本錬成するのがやっとのはずだからね。

「からくりは簡単ですよ。あらかじめ割れた瓶や箱の底に残っていた魔法薬を回収していたのです。それを詰めなおしたのですよ」

「あ！　そういえば五十回くらいしか錬成してなかった！」

　オレが「詐術」スキルのサポートで語るもっともらしい作り話を、無邪気なイネちゃんの言葉が補強してくれる。

「魔力回復薬を沢山飲んで頑張ったんだよね」

「うん！　甘くて美味おいしかったの」

　オレもその流れに乗ってイネちゃんを誉ほめる。

　老魔女も納得したのか、一緒にイネちゃんの頭を撫でて労ねぎらいの言葉を掛けていた。




「サトゥー殿、此度の助力に如何いかに報いれば良いのでしょう。何か望む物はございますか？」

　話が落ち着いた所で、老魔女が報酬の話を切り出してきた。

　お節介でした事だし、既に老魔女からは色々な知識を貰っていて、これ以上何かを貰う気にはなれない。

「友人を助けただけで、何かをして戴く訳にはいきませんよ。また、『幻想の森』を訪れた時に色々とお話を聞かせて戴ければ充分です」

　ちょっとキザっぽい言い方になってしまったが、これは本心だ。

　実際、老魔女との錬金術話は実に楽しかった。

「まぁ、いつでも歓迎いたしますとも。今度はミサナリーア様や他のお嬢様達も連れておいでくださいな」

　老魔女がそう言って微笑む。小春日和に縁側で猫を膝に乗せているようなほんわりした笑顔だった。




「では、納品が無事に成功した事に乾杯！」

「「「乾杯！」」」

　オレ達はなぜか陶芸工房で打ち上げをしていた。

　小瓶作りの為ために借りていたろくろなどの道具を返しに来た時に、亜人連れで入れる食堂を工房主に教えて貰おうとしたのだが、そのような食堂は無いと断言されてしまったのだ。

　工房の使っていない作業場を宴会場に提供しても良いと工房主が提案してくれたので、お言葉に甘えて宴会をさせて貰う事にした。

　もちろん、老魔女とイネちゃんだけでなく工房主と奴隷の猫人達も誘ってある。陶芸工房の弟子は家に帰った後だったので不参加だ。

　屋台に買いに行かせた料理がテーブル一杯に並んでいる。工房主が下戸だったので、飲み物は果汁入りの水かお茶だ。

「この小鳥の姿焼きは素晴らしいですね。頭から丸ごと鳥のすべての味を味わえます」

「こっちの兎うさぎ肉の串も美味しいのです」

「どっちも捨てがたい～？」

　獣娘達は肉料理に夢中だ。後で野菜も食べるように言わないとね。

「おいし」

「ミーア、こっちの果物入りの野菜炒いためも美味しいぞ」

「ん」

　本日のＭＶＰのミーアの皿に料理を取り分けて労う。

「ちょっと、ミーアばっかりずるいわよ」

「そう？」

　ミーアばかり構っていたせいか、アリサから不満の声が出た。

「もう、アリサったら。ご主人様、こちらの煮込みも美味しいですよ。お取りしましょうか？」

「ああ、頼むよ」

「マスター、この包み焼きが絶品だと報告します」

　オレはルルの取り分けてくれた煮込みを突つつきながら、ナナの差し出す包み焼きを齧かじる。

　大根と魚の煮込みが絶品だったので、老魔女やイネちゃんにも勧める。

「こちらの料理も美味しいですよ」

「まあ、サトゥー殿、ありがとうございます」

「お師匠さま、こっちも美味しいよ」

「あらあら、零こぼしていますよ、イネニマアナ」

　料理を零したイネちゃんの服を、老魔女がハンカチで拭いてやっている。

「若わか旦だん那なはモテモテだな」

「仲が良いのはお互い様でしょう？」

　猫人の娘達に甲か斐い甲が斐いしく給仕されている工房主にそう返す。

　工房主は満更でも無さそうに、兎の骨付き腿もも肉にガブリと齧りついた。

　遠慮して木の実の炒いった物しか食べない猫人の娘達にも、肉串や小鳥の姿焼きを勧める。

　猫人の娘達は勧められても遠慮していたが、工房主が彼女達の皿に取り分けてやると、おずおずと食べ始めた。

「おひぃ、れす」

「オイく、おひぃ」

「はぐっ、むぐ、うあぃ」

　シガ国語で「美味しい」と感想を漏らしながら、瞬く間に皿が空になる。

　美味しい食事に感動したのか、泣きながら食べている猫人の娘がいたが、そこは礼儀正しく気が付かなかった事にした。

「こっちも美味しいのです」

「これも食べて～？」

　ポチとタマが自分のお気に入りの料理を、小皿に取り分けて猫人の娘達の所に持って行ってやっていた。

　アリサも「これもお勧めよ」と猫人の娘達の前に兎の丸焼きの皿を勧めてやっている。

　年少組が世話を焼く姿を微笑ましく眺めながら、オレも会話と料理を楽しんだ。

　楽しい時間はあっという間に過ぎ去り、料理が尽きたのを機に宴会はお開きになった。

　皆お腹なか一杯で幸せそうだ。中でも猫人の娘達からは、崇拝にも似た感謝のされ方をしてしまった。




　翌日、セーリュー市を出発してから十日目の朝。

　オレ達は皆で「幻想の森」に帰る老魔女とイネちゃんを見送りに向かう。

　別れ際に、オレはイネちゃんからシェード付きのランタンのような品を受け取った。

「サトゥーさん、これお礼なの」

「ランタンかい？」

　オレの問いにイネちゃんがふるふると首を横に振る。

「お師匠さまに手伝って貰もらって作った魔法道具なの」

「へー、それは凄すごいね。ありがとう、大切に使わせて貰うよ」

「うん！」

　鑑定してみると「光粒ライト・ドロツプ」を使った照明用の魔法道具らしい。

　魔力を注ぐとＬＥＤのような明かりが出る、油いらずのランタンらしい。

「またお会いできる日を楽しみにしています」

「サトゥー殿もご壮健でありますように、これは婆ばばからの餞せん別べつでございます」

　呪文ではない何かの〝おまじない〟のような仕草をして貰う。

　特に何か支援バフ効果があるわけではないが、こういうのは気持ちの問題だ。

　オレは老魔女に礼を告げ、二人の出発を手を振って見送る。

　豹ひよう型の魔創生物コンストラクターが曳ひく馬車の荷台に、壊れたリビング・アーマーと古老雀エルダー・スパローがドスンと乗っている姿がなかなかファンタジーだった。

　都市を出入りする人達の視線や囁ささやきを柳に風とばかりに受け流して、老魔女達は帰って行った。




[image: ]称号「魔女の友」を得た。




　　　　◆




　クハノウ市の滞在中、オレ達は市内を観光しつつ、次の旅立ちの準備を始めていた。

　セーリュー市に向かう商人がいたので、ゼナさんへの手紙を預けておいた。郵便局のありがたみが身にしみる。

　この手紙を書くのには苦労した。こちらの手紙の書き方のマナーとか慣用句を知らなかったので、この街で知り合いになった商人から教えて貰いながら、四苦八苦して書いたのだ。

　ついでに、ポチやタマにも手紙を出すか尋ねたが、自分達で書けるようになってから出したいと言われたので、二人の意思を尊重した。

　生憎あいにく、ミーア達の鉄壁の防御で夜の蝶ちよう達と遊ぶ事はできなかったが、酒場には何度か出向けたので、これから向かうムーノ男爵領の情報を集める事ができた。

　噂うわさを集めれば集めるほど、観光などせずに短期間で通り抜けたくなるような話ばかりだった。

　迂う回かいしたい所だが、ムーノ男爵領を通らずにオーユゴック公爵領に行くには、セーリュー伯爵領まで引き返して王都周りで向かう必要がある。

　さすがに時間が掛かりすぎるので、そちらのルートを選ぶのは躊躇ためらってしまう。

　このムーノ男爵領だが、ムーノ侯爵領がゼンに滅ぼされた後、オーユゴック公爵の係累の貴族がムーノの家名と領地を継いでできた新興領地らしい。

　以前は貧乏なだけの領地だったのが、ここ三年ほど治安の悪化が著しいそうだ。

　盗賊が横行し、役人達が腐敗し、兵隊達が好き勝手をしていて無政府状態に近い酷ひどいありさまらしい。

　普通なら王なり近隣の領主なりが軍隊を派遣するのだが、クハノウ伯爵はコボルトの件で動けず、オーユゴック公爵も領地を接する東方の小国群と鼬いたち人族の帝国との間が一触即発状態らしく、うかつに軍を動かせない状態なのだそうだ。

　街や村に寄りたくない感じなので、補給無しで領地を踏破できるように保存がきく食料を多めに調達してある。オレ達だけなら一月くらいは保もつだろう。

　また、けっして高級店とは言えない酒場で補佐官を見かけた理由も判明した。

　酒場の店主は彼が太守補佐官だとは知らなかったが、月に何度かムーノ領の酒を飲みに来ていたそうだ。

　店主は補佐官の事を、自分と同じムーノ領から移転してきた人間なのだろうと言っていた。




　これから向かうムーノ男爵領の治安が悪いので、セーリュー市で買った革鎧よろいを見本にして全員分の革鎧を自作した。

　最初に作った時に「防具製作」スキルを手に入れたので、なかなかのデキになった。前衛に就く者達の鎧には鉄板を縫いこんで防御力を上げてある。特に兜かぶとは頑丈に作っておいた。

　騎馬の護衛がいると盗賊避よけになると先輩商人に教えて貰ったので、馬具付きで馬を購入して皆で乗馬の練習を行った。

　乗馬の練習を始めてすぐに「乗馬」「馴じゆん致ち」「調教」スキルを手に入れたので、問題なく馬を乗りこなせるようになった。

　ミーアは裸馬でも乗りこなしたが、他のメンバーで速歩はやあしで乗ることができたのはリザだけだった。他は常歩なみあしがやっとだった。

　とりあえず二頭の馬を買ったので、しばらくはオレとリザが騎馬で行動する事になりそうだ。




　市庁舎から小悪党の件で呼び出しがあったので向かったのだが、たいした資産が無かったため彼自身を奴隷に落とした上で金貨十枚にしかならないと言われてしまった。

　金額自体はどうでも良かったので、書類にサインして手数料を支払う。

　小悪党はコボルトの猛攻に晒さらされている銀山へと送られるそうだ。自業自得だとは思うが少し可か哀わい相そうな気もしないでもない。

　まぁ、あの命根性の汚そうな小悪党なら、どんな場所でも生き延びそうだ。

　補佐官の方も処刑を免れたようで、奴隷の身分となってクハノウ市の伯爵の城にいた。マップ情報を見る限り、伯爵の知識奴隷としてこき使われているようだ。

　プライドの高そうな彼からしたら死んだ方がマシだったかもしれないが、オレは罪は生きて償うべきだと思うので頑張って欲しい。

　ふと気になって補佐官の弟妹をマップで検索してみた。

　意外に近くにいたので、そちらを振り返ると役所の下級職員の服を着た二人が指導員らしき女性に何やら説明を受けていた。

　多分、役所で雇われているのだろう。路頭に迷っている訳じゃなさそうで良かった。




　許可証を貰った次の日に魔法書と巻物を購入し、幾つかの新しい魔法を覚えた。

　オレは呪文の詠唱練習や魔法書の解析をしつつ、のんびりとした日々を送っている。

「ご主人様、この本返すから、次は術理魔法の魔法書貸して」

「ああ、中級の魔法書はどうだった？」

　アリサから返された中級の光魔法の魔法書を受け取って、代わりに格納鞄ガレージ・バツグから取り出した術理魔法の魔法書を手渡す。

　勝手に取り出して読んで良いと許可してあるのに律儀なヤツだ。

　夕食後の読書タイムなので、オレやアリサ以外も自分の好きな本を読んでいる。獣娘達はナナに教えて貰いながらだ。

「内容そのものより、使われているシガ国語が難しくて苦労しているわ」

「この短期間で魔法書が読めるようになっただけで凄いよ」

　日本にいた頃は、英語で書かれたプログラムの専門書を読むのに苦労したモノだ。

　他の皆も学習カードの百枚分は全員が読めるようになっている。本がすらすら読めるレベルなのは、最初から読めたナナやミーアを除けばアリサだけだ。

　ルルとリザも絵本などの簡単なモノなら読めるようになっている。

　ポチとタマは口語と文語の違いに引っかかって上う手まく読めないようだ。数字は読めるようになったので、今度は算術を教えてみよう。

「ご主人様は何を読んでるの？　──献立表？」

　アリサがオレの手元を覗のぞき込んでハテナ顔だ。

　オレが見ていたのは怪しい露店で買った例の相場不明の紙束だ。

　何が隠されているのかと解読を頑張っているのだが、中には献立表や同僚への愚痴、妻の不貞を疑う書き込みが、でたらめな順番で並んでいた。

　共通しているのは、必ず日付が書かれている事と、どの文章も活字で打ったかのようにきっちり書かれている事だ。

　ただ日付順に並んでいない上に、話題が飛び飛びになっているので何が書かれているか把握し辛い。

　恐らく、この並びに秘密があるのだろうが、なかなか法則性が見つからなくて苦労している。

「暗号解読」スキルがあるのに不ふ甲が斐いない。

「せいけん？」

　アリサが紙を見ながら呟つぶやく。

「そんな単語ないだろう？」

「縦読みしたら、そう読めたわよ？」

　縦読み？　異世界に来てまでネットの掲示板みたいな事をするのか。

　受け取った紙を見ると確かにそう読める。使われている単語は違う物だが、「聖剣」と同じ発音の単語だ。

　ストレージ内の紙を日付け順にソートして順番に読んでみる。

　なるほど、確かに金貨二百五十五枚以上の価値がありそうだ。

「アリサ偉い！」

「ふふん、誉ほめるなら態度で示して欲しいわね～」

　アリサをギュッと抱きしめて、クルクルと回る。

「うは、いきなりは、らめぇ～」

　アリサが変な声を出しているが、まあいいだろう。

　ポチやタマが回転するオレ達の周りをクルクルと回る。

　紙束に書かれていたのは──。




　人の手による「聖剣」の作り方だった。







　ゼナへの手紙




　ノックも無しに扉をズバンと開けて、誰かが兵舎にあるあたしたちの部屋に飛び込んできた。

　──まったく、またルウのヤツだ。

　クルッと振り向くと、あたしと同じような顔でこちらを見るルウの顔があった。その向こうには少し訝いぶかしげなイオナの顔も見える。

　あたしは今更ながらに、扉の前にうずくまる人物に視線をやった。

「あれ？　ゼナっち？」

「リリオ！」

　汗に濡ぬれる髪を額に貼り付けて、あたし達三人が護衛する魔法兵ゼナ──ゼナっちが息を切らせながらも、全力の笑顔であたしの名前を呼んだ。

「おかえり、ゼナっち。どうしたの、そんなに慌てて」

　いつも丁寧なゼナっちからは考えられない粗そ忽こつな行動だ。

　迷宮の詰め所から帰って来たにしては早い。もしかして全力疾走で帰ってきたのかな？

「ゼナ、汗を拭けよ。風邪をひくぜ」

　ルウが投げたタオルを受け取って、ゼナっちの頭に載せてあげる。

「ゼナさん、飲んで下さい。そのままだと脱水症状を起こします」

　イオナが水差しからカップに注いだ水をゼナっちに手渡す。

　みんなゼナっちに甘いんだから。

「ありがとう、ルウ、イオナさん。リリオもありがとう」

　あたしは「どういたしまして」とおどけて答えながら髪を拭いてやる。

　なぜか、ルウとイオナの視線が生暖かい。

「で、何があったの？」

「──手紙！　サトゥーさんから手紙が届いたんです！」

　少年ってばマメなヤツね。

　ゼナっちがキラッキラの笑顔であたし達に手紙を見せる。

　せっかくだけど、あたしは字が読めないのよ。

「余寒なお去りがたきおりから、ゼナ様はお元気でお過ごしでしょうか──」

　ゼナっちが読み上げる手紙の意味は半分も判わからないが、判る文章を繫つなぐと、出発から大して日数が経ってないのにゼナっちに会えなくて寂しい的な少年のノロケのようだった。

　イオナが「ゼナさん、それは手紙の慣用句……」とか小声で呟いているが、ゼナっちの耳には届いていないっぽい。

　なんだ、カンヨークか。意味は知らないけどイオナの雰囲気から察して、少年の愛の言葉だと思ったのはゼナっちの勘違いらしい。

　良かった、良かった。




　あたし達三人は、ゼナっちの楽しそうな朗読を聴く。

「えーっと、『雄大な巨石の並ぶ丘で食べるスープは格別でした』ですって！　でも、セーリュー市の近くにそんな場所があったかな？」

「げっ、それってハグレ岩のトコじゃねぇの？」

　ルウが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で言う。

　──ああ、あそこか！

　巡回でたまに行くけど、岩陰に魔物が潜んでたりして危ないんだよね。

　イオナがルウの不穏当な発言をフォローする。

「手紙の様子ですと魔物に遭遇はしなかったようですね」

「大丈夫ですよ。サトゥーさんは身軽ですし、亜人の子達も強いですから」

　あらら。ゼナっちなら心配するかと思ったけど、少年の事を信頼しているみたいで、ちょっと嫉しつ妬としちゃう。

　そういえば前に正門から魔物が侵入したときも、宿を守って活躍してたっけ。

　そんな事を思い出している間に、ゼナっちの朗読は次の所に移っていた。

「──カイノナの街では初めて羊よう乳にゆう酒しゆを飲んだんですって。ルウの生まれた街よね？」

「ああ、羊と酔っ払いと羊飼いしかいない小さな街だけどな」

　ルウはそんな街が嫌になって、成人と同時にこのセーリュー市にやってきて領軍に入ったって前に言ってた。

　ルウが自じ嘲ちようするだけあって、カイノナの街の話題はそれで終わりみたい。

　ゼナっちの読み上げる手紙からは、山で鹿を狩ったり、旅の先々で美お味いしい物を食べたりと、物見遊山を楽しんでいる様子が伝わってくる。

　──旅ってそんなにお気楽なモノだっけ？

「ずいぶん、旅を堪能してらっしゃるんですね」

「だよね～。行商人をしている知り合いはいるけど、旅は辛いから店を持って定住するのが夢って人ばかりだもん」

　首を傾かしげるイオナにあたしがそう言うと、ルウも頷うなずく。

「巡回とかでも、野営する時は狼おおかみや魔物を警戒してゆっくり寝られないからな」

「地面の上で寝ると冷えますし、何より体が休まりませんからね」

　同感。やっぱ硬い木のベッドでも、兵舎で寝るのが一番休まるもんね。

「そうですね。でも、サトゥーさんも、遊んでばかりじゃないみたいですよ。お隣のクハノウ伯爵領に入る時に狼の群れに襲われたって書いて──えっ？」

「どしたの、ゼナっち」

　急に固まったゼナっちに声を掛ける。

　イオナが後ろから手紙を覗き込む。

「──ヒュドラですか？」

　ほへ？　ヒュドラって勇者や騎士の物語に出てくるような首がいっぱいある魔物の親玉みたいなヤツよね？

　狼の話をしてたのに、どこからヒュドラの話に変わったのやら。

「は、はい。狼を退治した時に、山向こうを飛び去るヒュドラを目撃したらしいです。幸いサトゥーさん達に怪け我がはなかったそうですが、領境から近い場所だったので注意して欲しいって書いてあります」

　あたしは素早く次に担当する巡回路を頭に浮かべる。

　大丈夫。今度の担当は北回りだ。南の領境に向かう部隊には悪いけど、あたしはホッと胸を撫なで下おろした。

「後で私の方から未確認情報だと前置きして、隊長に報告しておきます」

　ゼナっちがデレデレと緩んでいた顔を引き締めて、分隊長の顔になってそう告げる。

　そこに、さっきのゼナっちみたいな勢いで誰かが飛び込んできた。

「あー、ゼナさん、こんな所にいた！」

　バタンと扉を開けて入って来たのは工兵のガヤナだ。確か、この娘はゼナっちと同じく迷宮担当だったはず。

「もう、隊長が探してましたよ」

「あっ！　日報を提出に行くのを忘れてました」

　ゼナっちが慌てて部屋を飛び出していく。

　あの生真面目なゼナっちが仕事を忘れるなんて……恋は盲目とはよく言ったもんだわ。

　飛び出して行ったゼナっちを見送ったガヤナが、あたしの方にやって来た。

「あれ？　ヤナっち、まだ何かあるの？」

「あんなゼナさんって珍しいと思ってさ。それより、リリオ！　耳より情報を仕入れて来たよ！」

　ガヤナがニヤリと指でお金のマークを作る。

　──もう、しかたないな。

　戸棚から取り出した取って置きをガヤナの掌てのひらに載せる。

「ちょっと、お菓子じゃなくて、銅貨とかがいいなぁ」

　不満そうだが迷宮任務から帰ってきてお腹なかが減っていたのか、甘芋の焼き菓子を口に入れてもしゃもしゃと咀そ嚼しやくする。

「むぐっ、美味しいから許す。でさ、情報なんだけど──」

　ガヤナが持ってきた情報は、なかなか良いモノだった。

　──領軍から選抜した人員を迷宮都市セリビーラに派遣する。

　そう、サトゥー少年が向かった「迷宮都市」へ行く話だったのだ……。




　隊長にこってり絞られたのか、ゼナっちが帰ってきたのは鐘一つ分くらいの時を挟んだ頃だった。

「ただいま、リリオ」

「おかえり、ゼナっち。あのね──」
















　あたしはゼナっちに仕入れたばかりの情報を伝える。

　初めはよく判っていなかったゼナっちの顔が、ある瞬間をもって大輪の花のような笑顔に変わる。

　あたしが男だったら惚ほれそうな感じだ。

　少年への軽い嫉妬を覚えながらも、あたしはゼナっちの恋を応援する。

　頑張って、迷宮都市に着いた少年を驚かせてあげようね、ゼナっち。







　あとがき




　こんにちは、愛あい七ななひろです。

『デスマーチからはじまる異世界狂想曲』の第三巻をお手に取っていただき、ありがとうございます！




　まずは、このままレジまで持って行って貰もらえるように、本巻の見所を語りましょう。

　本作はネット上で公開されておりますが、第三巻はほぼ書き下ろしの新規エピソードが主体となります。

　第一巻、第二巻とバトル主体の巻が続いていたので、この第三巻では趣向を変えて生産系のお話にしてみました。

　魔法薬の錬れん成せいに魔法道具開発、陶芸、革細工、裁縫、調理。そしてプログラマーの知識を活かした魔法の呪じゆ文もんの開発と、前巻までは手に入れても使っていなかったスキルが大活躍します。

　もちろん、スキルだけで何でもできるほど、デスマ世界は優しくありません。

　サトゥーの知識がない為ために天上の味を作れる調理スキルも、レパートリーが残念な事に……。

　少々ネタバレになりますが、サトゥーの調理無双の時のルルの珍しいリアクションは是非ともご覧下さい。作者の一押しです。




　今回はセーリュー伯爵領からクハノウ伯爵領までの旅路と立ち寄った街や都市が舞台となります。

　第三巻は基本的にレギュラーメンバーとの旅のお話が中心ですが、物語が進んだ先で出会う〝とある女性〟が巻き込まれた事件をサトゥーの生産チートや仲間達の協力で解決していくストーリーとなっております。

　もちろん、新規ゲスト・キャラだけでなく、意外な人物達との再会も……。

　誰が出てくるのかは、本編をご覧下さい。




　そして！　新しいのは新キャラだけではありません。

　Ｓｈｒｉさんの美麗なイラストをもっと見たい作者の陰謀で、サトゥー以外の衣ころも替がえやミーアやナナの髪型変更など、既存キャラも前巻から色々と変化しております。




　こちらはイラストがあるか判りませんが、猫人の女性達との交流や半人半山や羊ぎの山羊足族パーンなどの妖よう精せい達との出会い、また旅先で知り合った人物の使役する巨大な鳥の背中に乗って移動したりと、ネット版よりも更にファンタジーな要素を増量してあります。

　ネット版のモフモフ度アップを狙って、頭の上が定位置の愛らしい使い魔ペツトも用意してみました。




　さて、ページ数の上限も近いので、第三巻の内容はこのあたりで〆ましょう。

　謝辞に移る前に報告を一つ。ひょっとしたら帯に書かれているかもしれませんが、本作『デスマーチからはじまる異世界狂想曲』のコミカライズが決定いたしました。

　ネームを見せていただきましたが、素晴らしいの一言です！

　掲載誌や掲載日などの詳細は、富士見書房の発表をご覧下さい。




　では恒例の謝辞に移りたいと思います。

　担当のＨ氏にはいつも助けていただいて感謝の言葉もありません。素敵な指摘と改稿アドバイスで、読みにくかった初稿が改善されました。今後ともご指導ご鞭べん撻たつの程、宜しくお願いいたします。

　Ｓｈｒｉさんの素敵なイラストはこの時点では設定画しか見れていないのですが、きっと私の想像を超える素晴らしさに違いありません。今回も楽しみにしています。

　そして、富士見書房の皆様を始めとして、この本の出版や販売に関わったすべての方にお礼申し上げます。

　最後に、読者の皆様の熱い応援に最大級の感謝を!!

　本作品を最後まで読んで下さって、ありがとうございます！




　では次巻、ムーノ編でお会いしましょう！


愛七ひろ　



















イラスト　ｓｈｒｉ

装丁　ｃｏｉｌ
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